目次 


初期 内 容 。2022 年 12 月 初出 。 複数 物質 の 操作 。 物 質問 の 社会 的 相 
互 作 用 。 そ れ ら の 内 容 の 一 覧 。 物 質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 
性 と の 、 区 別 の 必要 性 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 エ ネル ギー 性 物質 と 保存 性 物質 。 
粒子 間 に お ける 引力 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 下旬 初出 。 従来 の 物理 学 に お ける 保存 力 の 概 
念 と その 限界 。 保 存 力 の 概念 の 根本 的 な 革新 の 必要 性 。 保存 性 の 概 
念 の 、 欧 存 物理 学 へ の 新規 導入 の 必要 性 。 観 察 物 理学 の 新規 提唱 。 
質 子 の 概念 の 新規 提唱 。 

追加 内 容 。2023 年 4 月 上 旬 初 出 。、 エ ネル ギー 性 物質 と 保存 性 物質 と 
の 、 対 比 。 エネ ルギー 的 思想 と 保存 的 思想 と の 、 対 比 。 

追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 物 質 の 化合 物 を 操作 する コン 
ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション の 、 マ ル チ プ ロ セ ス の モジ ュー ル 化 に 
よる 、 実 現 。 

追加 内 容 。2023 年 5 月 下旬 初出 。 複数 物質 に お ける 、 機 能 分 化 の 発 
生 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 馬 証 
法 的 物質 と し て の 生物 。 生 物 に お ける 、 互 い に 相 反する 、 エ ネル 
ギー 性 と 保存 性 と の 、 共 存 と 合 一 化 。 

追加 内 容 。 2024 年 1 月 中 旬 。 ダー クマ ター。 ブラック ホー ル 。 そ れ 
ら は 、 保存 性 の 物質 で ある こと 。 そ れ ら の 一 種 が 、 生 物 一 般 や 女性 
で ある こと 。 あ る 物質 に お ける 暗黒 性 は 、 そ の 物質 に お ける 保存 性 
に 由来 する こと 。 

追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 エネ ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 性 質 
に つい て の 、 新 た な まとめ の 表 。 

追加 内 容 。 2024 年 9 月 中 旬 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心 
性 実現 の 重要 性 。 エ ネル ギー 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 普遍 性 実 
現 の 重要 性 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 な 排除 や 排 潤 や 排出 
や 拝 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心性 と 専制 支配 力 と の 
相関 。 そ うし た 相関 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に よる 測定 
の 、 必 要 性 。 

追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 物 質 一 般 の 社会 に つい て 。 引 力 や 圧力 
と 、 保 存 性 や エネ ルギー 性 と の 対応 関係 。 引 力 や 兵力 と 、 専 制 支配 
や 暴力 支配 と の 対応 関係 。 物 質 一 般 に お ける 引力 の 存在 と 、 資 本 主 
義 の 根源 と の 関連 。 それ ら の 知見 の 、 生 物 一 朋 の 社会 や 人 間 社 会 へ 
の 適用 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 そ の 2。 従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 
の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 の 概念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 す 
る 、 新 た な 上 位 互 換 の 視点 の 必要 性 。 そ の 最終 目標 と し て の 、 物 質 
一 般 に お ける 引力 や 丘 力 の 法則 の 解明 の 必要 性 。 物 質 一 般 に お ける 
物理 法則 の 研究 に お いて 新た に 克服 され る べき 、 徒 来 の 社会 的 価値 
観 。 
私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 

私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 合 的 な 要約 。 

財 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 方 法論 。 

参考 文献 。 

私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 

私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セス に つい て 。 

私 の 略歴 。 


中 一 般 に お ける 、 
作 と 社会 。 
生物 や 人 間 へ の 、 
適用 。 


物質 一 般 に お ける 、 動 作 と 社会 。 生物 や 人 間 へ の 、 適 用 。 
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初期 内 容 。2022 年 12 月 初出 。 複 
数 物質 の 操作 。 幼 質 問 の 社会 的 相 
互 作 用 。 それら の 内 容 の 一 覧 。 物 
質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 
性 と の 、 区 別 の 必要 性 。 


物質 の 操作 。 物 体 の 操作 。 

単体 の 物質 自身 に よる 、 自 己 操作 。 例 。 粒子 。 分 子 。 電子 。 原子 。 
素子 。 素 粒子 。 量子 。 

複数 の 物質 同士 に よる 、 相 互 の 操作 。 

複数 の 物質 同士 に よる 、 相 互 作用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 

複数 の 物質 同士 に お ける 、 社 会 性 。 

物質 社会 の 、 生 成 や 形成 や 構築 。 


物質 の 操作 。 

単 一 物質 の 操作 。 複数 物質 の 操作 。 

複数 の 物質 の 間 に お ける 、 社 会 的 相互 作用 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


有る こと 。 存在 する こと 。 
無い こと 。 存在 し な いこ と 。 


可能 な こと 。 出 来る こと 。 

不可 能 な こと 。 出来 な いこ と 。 

止め る こと 。 久 め る こと 。 停止 。 制 止 。 停 留 。 

動か すこ と 。 移動 。 運 動 。 行動 。 

動か な いこ と 。 不動 。 静 止 。 

作用 。 

反作用 。 

働き か ける こと 。 

受け 止め る こと 。 

反応 する こと 。 フ ィ ー ド バッ ク す る こと 。 

働く こと 。 

休む おこ と 。 怠 ける こと 。 

増やす こと 。 プ ラス に する こと 。 陽 性 に する こと 。 加 点 す る こと 。 
減ら すこ と 。 マ イナ ス に する こと 。 陰 性 に する こと 。 減点 する こ 
と 。 

ゼロ に する こと 。 

慣性 。 不 変性 。 保存 。 現状 維持 。 

変化 。 変質 。 変 性 。 

不動 。 

変動 。 


平静 。 平和 。 凪 。 
混乱 。 流 乱 。 


順調 。 


有害 。 有毒 。 


強風 。 
暴風 。 


沈着 。 
爆発 。 暴発 。 


丁 宮 。 


乱暴 。 粗 暴 。 


制御 可能 。 沈 静 。 
制御 不能 。 暴走 。 暴発 。 


責任 が 有る こと 。 責任 を 負う こと 。 
無責任 。 責 任 回 避 。 責任 転嫁 。 


品質 保持 。 
芝 化 。 


自動 。 
手動 


慢性 。 
急性 。 


一定 性 恒常 性 。 状態 維 持 。 
変更 。 
無 変更 
増加 。 
減少 。 


増大 。 
縮小 。 


責任 を 取る こと 。 


強化 。 
弱 化 。 


遺伝 。 先天 性 。 
文化 。 後 天性 。 
前 世 。 

現在 。 昨 今 。 
後世 。 


祖先 。 前 世 か ら の 繰越 。 
後世 へ の 継承 。 世代 間 継 承 。 後継 。 


継承 の 断絶 。 


加 下 。 工 作 。 改変 。 
素性 。 無 加工 。 原 型 保持 。 


複 面 。 演技 。 見 せ 掛け 。 酔い 。 
素 面 。 


作 話 。 物 語 。 フ ィ ク ショ ン 。 
事実 。 真 実 。 


操作 。 制 御 。 
指揮 。 指示 。 指 多 。 念 。 


法則 。 規則 。 法 規 。 
無 規則 。 ラ ンダ ム 。 


保有 。 保守 。 保 持 。 
放 径 。 遺 到 。 破棄 
移動 
不動 


放浪 。 浮遊 。 根 無し 。 
所 属 。 定着 。 根 付き 。 


単体 。 

組成 。 合 成 。 対 合 。 化合 。 合 体 。 
解体 。 

自己 。 

他 者 。 周囲 。 環境 。 
主体 。 

容体 。 

主観 。 

容 観 。 

内 部 。 

外部 。 


部 分 。 
全体 。 全部 。 
了 立 
開 


共存 。 


独立 。 

相互 依存 。 

一 方 的 な 依存 。 
支配 。 

従属 。 

独立 。 


自立 。 

依存 。 

分 割 。 分 化 。 分業 。 シ ステ ム 。 
不 分 。 複製 。 複写 。 


所 有 。 
所 有 。 


急所 。 服 弱 性 。 
急所 で 無い 場所 。 


強い 点 。 
弱い 点 。 
中 立 点 。 


当事者 。 利 害 関 係 者 。 


敵 。 ラ イ バ ル 。 脅威 。 
味方 。 仲 間 。 協力 者 。 友 達 。 


傍観 者 。 第 三 者 。 中 立 者 。 
仲裁 者 。 裁 志 者 。 


と 
結合 。 融合 。 


分 離 。 引き 離し 。 


入力 。 
中 間 処 理 。 
出力 。 
上 星 。 


下降 。 


上 澄み 。 
沈殿 。 


呑み 込み 。 丸 呑み 。 
泡 。 脱出 。 引き 租 も り 。 


包含 
突入 。 没 入 。 


組み 換え 。 
並べ 替え 。 順列 。 
組み 合わ せ 。 


変形 整形 。 幾何 。 トポロジ ー。 


微分 


積分 。 


時 間 。 
空間 。 


正負 。 


プラ ス 。 陽 性 。 
マイ ナス 。 陰 性 。 
ゼロ 。 無 性 。 


増加 。 プ ラス の 変動 。 
減少 。 マ イナ ス の 変動 。 


拡大 。 拡張 。 
弥 小 。 縮 退 
集合 。 


離散 。 拡散 。 


保管 。 保全 。 
劣化 。 変 性 。 病 変 。 


集中 保管 
散 遊 。 散 供 


併存 。 共 存 。 
自律 。 
他 律 。 
区 別 。 

ー 体 運用 


間 調 和 。 
調和 。 


対立 。 抗 争 。 
和合 。 和解 。 


決別 。 離別 


oO 
融合 。 結合 。 婚 敵 。 


新品 。 未 使用 。 
中 古 。 使 用 済み 。 


蓄積 。 


流動 。 


保存 。 
廃棄 。 破棄 。 


発明 。 発見 
前 例 路 
進出 。 
洪 罰 。 


拡張 。 
圧縮 。 


未知 。 新規 。 
眺 知 。 眺 存 。 前 例 。 


元 の 動作 。 元 の 行動 。 
反応 。 有 関心 。 
無 反応 。 無 視 。 無 関心 。 


感心 。 感動 。 
不感 心 。 無 感動 。 
選好 。 

嫌悪 。 


健康 。 
病気 。 


単 層 。 
重層 。 複 層 。 


単 相 。 
複 相 。 


可変 。 
固定 。 


柔軟 性 。 展 性 。 延性 。 
硬 性 。 剛 性 。 


析出 。 


2 
トン 3 
溶解 。 


二 乱 8 
不定 。 


傾 性 。 
ラン ダム 性 。 


銃 計 。 分 布 。 
正 の 相関 性 。 
負 の 相関 性 。 
無相 関 性 。 
止 凸 。 
複製 。 複 写 。 
削除 。 抹 消 。 


獲得 。 取得 。 
喪失 。 付 司 。 譲 渡 。 


奪取 。 強 礁 
死守 。 守り 抜く こと 。 


攻撃 。 油 撃 。 


防衛 。 防 御 。 


誕生 。 
生存 維持 。 活 か すこ と 。 生 か すこ と 。 
死亡 。 級 義 。 抹消 。 無効 化 。 


意識 が 有る こと 。 反応 が 有る こと 。 


麻痺 。 意識 は 有る が 、 反 応 出 来 な いこ と 。 
意識 不明 。 無 反応 。 睡眠 。 睡 。 


軽症 。 
重症 。 
原型 保持 。 


コト イク 
倫 曲 。 変形 。 


粉砕 。 破 壊 。 破 断 。 


保有 所持 。 


貸す こと 。 
借り る こと 。 


旨 え る こと 。 払い 下げ 。 因 龍 。 7 に ハハ 、 
の つこ と 。 上 ら こと 。 

収入 。 

支出 。 


利潤 。 利益 。 
損失 。 


対価 。 


支払 い 。 譲 渡 。 清算 。 
受け 取り 。 


貸出 。 


上 上 エラ 
百 受 '。 


Oo 


開通 。 流 通 。 疎通 。 
不通 。 閉塞 。 
発生 。 

消失 。 解 消 。 
保存 。 


崩壊 。 壊 滅 。 
流入 。 


流出 。 


発生 。 誕 生 。 
成長 。 隆 起 。 
成 球 。 熟練 。 


人 腐敗 
。 滅亡 。 


摩擦 。 

擦る こと 。 
擦 ら れる こと 。 
勝利 。 

敗北 。 

引き 分 け 

優位 。 

劣 位 。 

同位 。 

切 断 。 

接合 。 
先鋭 化 。 鋭敏 化 。 
鈍化 。 
反発 。 離 反 。 
惹き つけ 合い 。 結合 。 調 和 。 


強制 。 強 引 。 
任意 。 自主 。 自発 


促進 。 
拓 制 . 
自由 。 自 分 勝手 。 
規制 。 統制 。 管 理 。 


攻撃 。 批 
防御 


和平 。 和 合 。 調 和 。 
内 部 。 
外部 。 


内 外 区 別 。 
内 外 の 芋 区 別 。 


開放 。 自由 。 
閉鎖 。 東 締 。 


公開 。 
募 公開 。 機 密 。 秘 密 。 


受け 入れ 。 共 存 。 
排除 。 除 外 。 


外向 。 
内 向 。 


発射 。 発 信 。 攻 め 。 凸 。 

中 継 。 燥 介 。 仲 介 。 尋 体 。 深 召 。 
待ち 受け 。 待機 。 

受容 。 受 信 。 受 け 。 由 


交信 。 対 話 。 会話 。 交 涼 。 折 衝 。 やり取り 。 
交信 の 拒絶 。 対話 の 断絶 。 交渉 し な いこ と 。 


交信 記録 。 


記憶 。 学 泊 。 
忘却 。 
開始 。 
終了 。 


完 
持続 。 連続 。 維持 。 
切断 。 破 断 。 断絶 。 


中 断 。 
再開 。 


有 為 。 何 か する こと 。 
無為 。 何 も し な いこ と 。 


能動 。 
受動 。 


生成 。 作成 。 
複製 。 増殖 。 

削減 。 

抹消 。 削除 。 消 去 。 


作為 。 人 工 。 調 整 。 調 節 。 
自然 。 天 然 。 無 調整 。 
衝突 。 

緩衝 。 ク ッ シ ョ ン 。 和 ら げ 。 
硬化 。 

軟化 。 


放 足 。 放 任 。 自 由 化 。 
干渉 。 東 縛 。 管理 。 統制 。 


開放 。 
閉鎖 。 閉 門 。 密閉 。 


ー 体 化 。 融 合 。 
衛星 。 

離散 。 離隔 。 
ー 緒 。 

隔 。 


融 
Ei 


一 般 。 
特殊 。 
特別 。 


中 証 。 中 位 。 平 均 。 中 央 。 中 立 。 


極端 。 両端 。 両 紅 。 偏向 。 


中 和 。 無 極性 。 不 偏 性 。 
極 化 。 極性 。 偏 性 。 


左 。 を 派 。 


中 道 。 中 間 派 。 
右 田 。 右派 。 


低 密度 。 


大 ま か 。 粗雑 。 粗暴 。 


吉 環 
高 濃度 。 


低 濃度 。 

高 湿度 。 湿潤 。 
低 湿度 。 乾 燥 。 
強力 。 

弱 力 。 

高 重 力 。 高 重量 。 
低 重力 。 低 重量 。 
高 負 荷 。 高 圧 。 
低 負 荷 。 低圧 。 


高 エ ネル ギー。 高 仕事 。 
低 エ ネル ギー。 低 仕事 。 


位置 。 高 低 。 上下 。 を を 右 。 
サイ ズ 。 大 き さ 。 


主要 。 基 埋 。 根 幹 。 親 
付加 。 添加 。 枝葉 未 節 。 子供 。 


多数 派 。 
少数 派 。 


物体 間 力 。 個 体 間 力 。 粒 子 問 力 。 分 子 問 力 。 
表面 張力 。 


表面 。 
昌 面 。 


外面 。 


内 面 。 


外側 。 
内 側 。 


外 殻 。 
内 実 。 
外圧 。 
内 圧 。 
気体 。 
液体 。 
固体 。 
気化 。 
液化 。 
固化 。 


動作 。 
静止 


移動 
定住 。 


刻 Eh。 


中 側 。 奥 側 。 


中 身 。 

沸騰 。 沸点 。 
融解 。 溶 和 解 。 融点 
疾 固 。 凝固 点 。 結 
稼働 。 

停止 。 

不動 。 


読み 取り 。 


摩耗 。 


記憶 。 


記 却 。 
実体 
情報 
機能 
代数 。 
幾何 。 


実物 。 
デー タ 。 仮想 物 。 


関数 。 


数 値 。 文字 列 。 
形状 。 
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化 。 


伝達 。 伝 描 。 伝 導 。 配布 。 配 達 。 


消費 。 
残 洲 の 拝 注 。 ゴ ミ 出 し 。 
送付 。 


配送 。 配 達 。 物流 。 
受付 。 受け取り 。 


送信 。 
配信 。 


受信 。 


共有 。 
丘 有 。 専有 。 


均一 。 均 等 。 均質 。 
司 一 。 相似 。 


同質 。 同類 。 同種 。 
異質 。 異 類 。 異種 。 別 種 。 


\ ル ニー 司 箋 
ヾ ゴ o 同等 。 


区 別 。 差別 。 


点 。 時 点 。 地点 。 位置 。 

線 。 境界 線 。 時 刻 。 

領域 帯域 。 幅 。 空間 帯 。 時 間 帯 。 

面 。 面 積 。 

立体 。 箱 。 山 。 川 。 湖 。 海 。 溜 まり 。 建物 。 体積 。 


流体 。 気体 。 液 体 。 粉 粒状 の 固体 。 
慕 流体 。 固 体 。 固体 的 な 液体 。 


粘性 。 接着 。 
粘性 。 剤 離 。 


禁止 。 阻止 。 
許可 。 黙認 Ro 


可 侵 。 
不可 侵 。 


侵入 。 侵 攻 。 進入 。 加入 。 


在 。 滞留 。 
認可 。 許可 。 


閉門 。 締め出し 。 阻 止 。 了 衛 。 
追放 。 追 い 出し 。 


取り 込 和み 。 呑み 込み 。 丸 呑み 。 捕捉 。 逮捕 。 各 捕 。 


逃避 。 逃走 。 


閉じ 込 A め 。 幽 囚 。 幽 閉 。 
脱出 。 脱走 。 


浸す こと 。 浸 液 。 浸 水 。 
抜く こと 。 液 抜き 。 脱 液 。 水 抜き 。 脱 水 。 


潰す こと 。 取り 潰し 。 黄 潰し 。 押 し 潰し 。 


吹く こと 。 発 昔 。 盛り 上 が る こと 。 興隆 。 


倒す こと 。 打倒 。 
立て る こと 。 起 こす こと 。 擁立 。 


倒れ る こと 。 転倒 。 
立つ こと 。 起 きる こと 。 起立 。 


操作 対象 に お ける 、 局所 性 。 
作 対 象 に お ける 、 普 性 。 


隆起 。 


操作 対象 に お ける 、 微 細 性 。 
操作 対象 に お ける 、 大 局 性 。 


操 作 対 象 に お ける 、 部 分 性 。 
操作 対象 に お ける 、 全 体 性 や 網 殺 “ 性 。 


操 作 対 象 に お ける 、 構 造 性 。 


操 ほ 作 対象 に お ける 、 再 帰 性 。 

各 物 質 は 、 よ り 小 さ な 単 位 の 粒子 状 の 物質 か ら 、 構 成 さ れる こと 。 
ある 物質 は 、 よ り 低 い 単 位 の 小さ い 粒 子 的 物質 へ と 、 再 帰 的 に 分 解 
され て いく こと 。 

より 大 きい 次 元 の 物質 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 物質 へ と 、 分 
解 さ れ 、 解 体 さ れる こと 。 

より 大 きい 次 元 の 物質 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 物質 か ら 、 合 
成 さ れる こと 。 

より 小さ い 次 元 の 粒子 状 の 物質 が 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 大 きい 次 
元 の 物質 を 、 新 た に 構築 する こと 。 

そう し た 粒子 状 物質 の 最小 単位 、 そ れ は 、 素 粒子 で ある こと 。 
MS 

それ は 、 量 子 論 や 分 解 論 の 、 基 礎 で ある こと 。 
PH 基礎 で ある こと 。 


より 低い 単位 の 小さ い 粒 子 的 物質 。 そ れ は 、 部 品物 質 で ある こと 。 


それ ら の 知見 の 応用 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


力 が 働く 対象 に お ける 、 再 帰 性 。 

答 々 の 力 は 、 よ り 小 さ な 単 位 の 粒子 的 な 物質 に 働く 、 力 か ら 、 構 成 
され る こと 。 

ある 力 は 、 よ り 低い 単位 の 小さ い 粒 子 的 な 力 へ と 、 再 帰 的 に 分 解 さ 
れ て いく こと 。 

より 大 きい 次 元 の 力 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 的 な 力 へ と 、 分 解 さ 
れ 、 解 体 さ れる こと 。 

より 大 きい 次 元 の 力 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 力 か ら 、 合 成 さ 
れる こと 。 

より 小さ い 次 元 の 粒子 状 の 力 が 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 大 きい 次 元 
の 力 を 、 新 た に 構築 する こと 


例 。 分 子 間 力 。 電子 間 力 。 原 子 間 力 。 

そう し た 粒子 状 の 力 の 最小 単位 、 そ れ は 、 素 粒子 間 カ で ある こと 。 
そう し た 、 力 に お ける 再帰 構造 。 

それ は 、 量 子 論 や 分 解 論 の 、 基 礎 で ある こと 。 

それ は 、 化 合 論 や 合成 諭 の 、 基 礎 で ある こと 。 


より 低い 単位 の 小さ い 粒 子 的 な 力 。 そ れ は 、 部 品 的 な 力 で ある こ 
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よ ) 高 し \ 次 元 の 概念 が 、 よ ) 低 【 次 元 の 概念 へ 、 分 解 さ れ 、 解体 
され る こと 。 

より 高い 次 元 の 概念 が 、 より 低い 次 元 の 概念 か ら 、 合成 され る こ 
EN 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 高 い 次 元 の 概念 を 、 
新た に 構築 する こと 

ぞう つ し た 、 概念 に お ける 再帰 構造 。 

それ は 、 呈 元 主義 の 、 基 礎 で ある こと 。 

人 0 構築 主義 の 、 基 礎 で ある こと 。 


操 作 対象 に お ける 、 陽 性 。 
操作 対象 に お ける 、 陰 性 。 


操作 対象 に お ける 、 プラ ス 。 
操作 対象 に お ける 、 マ イナ ス 。 


操作 対象 に お ける 、 加算 や 乗算 。 
0 減算 や 除算 。 


物質 の 操作 。 
その 一 玉 と し て の 、 生 物 の 操作 。 
その 一 環 と し て の 、 人 間 の 操作 。 


物質 の 社会 。 
その 一 環 と し て の 、 生物 の 社会 。 
その 一 環 と し て の 、 人 間 の 社会 。 


数 値 。 文字 列 。 情報 。 そ れ ら の 操作 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


単体 の デー タ 自 身 に よる 、 自 己 操 作 。 
複数 の デー タ 同 士 に よる 、 相 互 の 操作 。 
複数 の デー タ 同 士 に よる 、 相 互 作用 , 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 


複数 の デー タ 同 士 に お ける 、 社 会 性 。 
デー タ 社 会 の 、 生 成 や 形成 や 構築 。 


それ ら は 、 以 下 の 手段 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 


コン ピュ ー タ ー に よる プロ グラ ミン グ 。 
神経 胡 に よる プロ グラ ミン グ 。 

論理 回 路 の 設計 と 稼働 。 

神経 回 路 の 設計 と 稼働 。 

デー タ 内 容 の 、 環 境 へ の 刻印 。 

デー タ 内 容 の 、 環 境 か ら の 読み 取り 。 


それ ら を 定式 化し た 内 容 。 
それ は 、 機 能 で ある 。 
それ は 、 関 数 で ある 。 


それ ら の 操作 は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 一 で ある 。 


物質 の 操作 。 実 体 物 の 操作 。 


ある 物質 中 に お ける 、 他 の 物質 。 


ある 気体 の 中 。 ある 液体 の 中 。 ある 固体 の 中 。 
他 の 気体 。 他 の 液体 。 他 の 固体 。 


同一 。 同質 。 同 類 。 同 種 。 
相違 。 異質 。 異 類 。 異 種 。 


両者 の 媒介 者 と な る 物質 。 
溶媒 。 
ある 液体 中 に 、 別 種 の 固体 が 、 溶 艇 し て 液体 化す る こと 。 


ある 気体 中 に 、 別 種 の 気体 が 含ま れ て いる 場合 。 
それ ぞ れ の 種類 の 気体 の 体積 は せ 、 それぞれ の 気体 の 分 子 数 に 
する こと 。 


物質 の 状態 。 
物質 の 性 質 に お ける 、 度 合い 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


力量 。 


例 。 仕事 量 。 エ ネル ギー。 稼ぎ 。 熱 。 温 度 。 
例 。 保存 力 。 重 力 。 質 量 。 重量 。 


サイ ズ 。 
例 。 面積 。 体積 。 


大 き さ 。 . 長 さ 。 厚 さ 。 重 さ 。 


、 比 例 


小さ さ 。 短 さ 。 消 さ 。 軽 さ 。 


位置 。 分布 。 例 。 時 間 。 時 和 糸 列 。 補 間 。 


密度 。 混合 度 。 融合 度 。 近接 度 。 


物質 に お ける 慣 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 の 状態 が 、 よ り 低い 次 元 に お いて 変化 する こと 。 例 。 速度 の 増 


加 。 
物質 の 状態 が 、 よ り 高 い 次 元 に お いて 変化 し な いこ と 。 例 。 加 速度 
の 一 定性 。 


上 記 の 2 つの 状況 が 、 同 時 に 起き る こと 。 


物質 の タイ プ の 分 類 。 
例 。 化学 の 、 高 校 用 参考 書 に お ける 、 記 述 。 


部 品物 質 . 
ある 物質 を 構成 する 部 品 と し て の 、 代 次 的 な 物質 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授与 。 

ある 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 あ る 特定 の 部 品物 質 を 、 放 出し 、 
付与 する こと 。 

例 . 

酸化 。 ある 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 電 子 あ る い は 水素 を 、 放 出 
し 、 付 与 する こと 。 


酸 。 他 の 物質 に 対し て 、 電 子 あ る い は 水素 を 、 放 出し 、 付 后 す る 、 
物質 。 

例 。 

還元 。 ある 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 酸 素 を 付与 する こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 受信 

ある 物質 が 、 他 の 物質 か ら 、 あ る 特定 の 部 串 物 質 を 受 作 す る こと 。 
次 化 。 あ る 物質 が 、 他 の 物質 か ら 、 電 子 ある い は 水素 を 、 受 伯 す 
人 葉 、 他 の 物質 か ら 、 電 子 ある は 水球 を 、 受 紹 す る 、 砂 抽 。 

了 化 。 ある 物質 が 、 他 の 物質 か ら 、 隊 素 を 受領 する こと 。 


部 品物 質 の 授 己 。 
部 品物 質 の 受領 。 


それ ら は 、 同 時 に 起き る こと 。 
例 。 酸 化 凍 元 反応 。 
その 結果 、 新 た に 生成 する 物質 。 


水分 。 
水分 以外 の 場合 。 塩 分 。 


物質 に お ける 、 特 定 の 部 品物 質 の 、 優 位 性 。 

例 。 

酸性 。 そ の 物質 に お いて 、 酸 が 優位 で ある こと 。 

中 性 。 そ の 物質 に お いて 、 酸 と 塩基 と が 、 対 等 で や る こと 。 
塩基 性 。 そ の 物質 に お いて 、 和 塩基 が 優位 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 の 、 数 量 。 

例 。 酸 化 数 。 

原子 の 状態 を 、 基 準 と する こと 。 

その 基準 に お いて 、 授 受 し た 電子 の 数 を 示す 、 数 値 。 


酸化 。 上 記 の 数 値 が 、 増 加 し た こと 。 そ の 物質 に お いて 、 電 


領 が 、 電 子 の 放出 より も 、 多 か っ た こと 。 


還元 。 上 記 の 数 値 が 、 減 少し た こと 。 そ の 物質 に お いて 、 電 


領 が 、 電 子 の 放出 より も 、 少 な か っ た こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 の 、 行 い 易 さ 。 


例 。 イ オン 化 。 
陽 イ オン に 、 成 る こと 。 


例 。 イ オン 化 傾向 。 
陽 イ オン へ の 、 成 り 易 さや 、 成 り 難 さ 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 同士 の 、 相 互 結合 。 
例 。 イ オン 性 物質 。 

塩分 に お いて 。 

塩基 に お ける 、 陽 イオ ン の 部 分 。 

酸 に お ける 、 際 イオン の 部 分 。 

その 両者 が 、 相 互 に 結合 し た 、 物 質 。 

そう し た 相互 結合 。 

それ は 、 イ オン 結合 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 同士 の 、 中 和 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

対照 的 な 性 質 の 物質 同士 の 、 対 等 な 合成 。 
例 。 酸 と 塩基 と の 、 中 和 。 


酸 と 塩基 と を 、 過 不足 無く 、 互 い に 加 える こと 。 
SE 
分 と 水分 だ けが 、 生 成 さ れる こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 価 数 。 

例 。 価 数 。 

ある 物質 が 、 他 の 物質 に 与え る 、 陽 イオ ン の 、 数 。 
ある 物質 が 、 他 の 物質 か ら 取得 する 、 電 子 の 、 数 。 


例 。 酸 の 価 数 。 

水素 原子 の うち 、 陽 イオ ン と な る 数 。 
例 。 塩基 の 価 数 。 

水 酸 化 イ オン の 数 。 


価 数 と 、 濃 度 と 、 体 積 と を 、 掛 け 算 する こと 。 
その 数 値 。 

酸 に お ける 値 。 

塩基 に お ける 値 。 

その 両者 が 、 同一 で ある 場合 。 

それ は 、 酸 と 塩基 と の 、 中 和 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 分離 。 

例 。 物質 に お ける 、 電離 。 

ある 物質 が 、 別 の 物質 の 中 へ と 溶解 する こと 。 例 。 水 へ の 溶解 。 
その 溶解 し た 物質 が 、 陽 イオ ン と 際 イ オン と に 分 か れる こと 。 
電離 質 。 


MNO 電離 する こと 。 例 。 水 へ 


溶解 。 
そう し た 性 押 を 持つ 物質 
電離 度 。 
電離 し た 物質 量 を 、 溶 解 し た 電離 質 の 物質 量 で 、 除 算 し た 結果 の 、 
数 値 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 質 量 の 計算 。 
部 品物 質 一 つ 当 た り の 質量 に 、 部 品物 質 の 個数 を 、 乗 算 し た 結 


の 、 数 値 。 
例 。 原子 量 。 


ー 定 の 原子 の 粒子 数 に お ける 、 そ れ ら の 原子 の 総 質量 。 例 。 ア ボ ガ 
ドロ 定数 。 


例 。 分 子 量 。 
ある 分 子 中 の 、 原 子 の 原子 量 。 


例 。 イ オン か ら 成 る 物質 の 場合 。 
イオ ン の 中 の 原子 の 原子 量 。 組 成 式 量 。 


物質 に お ける 、 量 の 計算 。 


物質 に お ける 、 量 の 構成 要素 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
個数 。 質量 。 体積 。 


例 。 物 質量 。 
その 物質 の 質量 を 、 一 定 の 原子 数 で 除算 し た 結果 の 、 数 値 。 例 。 ア 
ボ ガ ド ロ 定 数 。 


物質 に お ける 、 組 み 合わ せ 。 


例 。 物質 に お ける 、 ペ ア の 形成 。 
電子 対 。 ペ ア を 形成 し て いる 電子 。 
不 対 電子 。 ペ ア を 形成 し て いな い 電 子 。 


物質 に お ける 、 外 側 と 内 側 。 
外側 。 外 吉 。 
内 側 。 内 実 。 


例 。 価 電 子 。 
最 外 殻 の 電子 。 最 も 外側 に 位置 し て いる 電子 。 


物質 に お ける 、 関 与 や 共有 。 


例 。 電子 対 の 共有 の 、 有 無 。 
共有 し て いる 場合 。 共 有 電 子 対 。 
共有 し て いな い 場 合 。 募 共有 電子 対 。 


例 。 電子 対 へ の 関与 の 、 有 無 。 
関 馬 し て いな い 場 合 。 孤 立 電子 対 。 


例 。 価 標 。 

一 対 の 共有 電子 対 。 そ れ を 、 一 本 の 線 と し て 表示 し た も の 。 
例 。 構造 式 。 

分 子 間 の 原子 の 結び 付き を 、 価 標 を 用 いて 表し た 、 式 。 
例 。 価 標 の 個数 。 

各 原 子 か ら 出 て くる 価 標 の 個数 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

電子 対 の 数 。 

それ は 、 以 下 の 数 値 と 同等 で ある 。 

不 対 電子 の 数 。 

例 。 原子 価 。 

各 原 子 に お ける 、 電子 対 の 個数 の 、 数 値 。 

各 原 子 に お ける 、 不 対 電子 の 個数 の 、 数 値 。 

上 記 の 両者 は 、 常 に 、 同 一 の 値 を 取る こと 。 

例 。 電子 式 。 

元素 記号 の 周囲 の 四方 に 、 最 外 殻 の 電子 を 、 点 で 表示 し た 、 式 。 
元素 記号 の 周囲 の 四方 に 、 価 電子 を 、 点 で 表示 し た 、 式 。 


物質 に お ける 、 結 合 。 

例 。 共有 結合 。 

単 一 結合 。 電子 対 を 、 一 対 、 共 有 し て いる こと 。 

二 重 結合 。 電子 対 を 、 二 対 、 共 有 し て いる こと 。 

三重 結合 。 電 子 対 を 、 三 対 、 共 有 し て いる こと 。 

例 。 配 位 結合 。 

募 共有 電子 対 を 、 二 つの 原子 が 共有 する 、 結 合 。 

共有 電子 対 の 電子 が 、 一 方 の 原子 か ら の み 提 供 さ れ て いる 、 結 合 。 
そう し て 生成 され る 、 特 別 な 共有 結合 。 

例 。 電気 陰性 度 。 

共有 結合 を 形成 し て いる 原子 が 、 電 子 対 を 引き 付け る 強 さ 。 そ の 尺 
度 。 


物質 問 の 結合 に お ける 、 極 性 。 
極性 。 物 質 の 分 布 に お いて 、 偏 り が 有る こと 。 
無極 性 。 物 質 の 分 布 に お いて 、 偏 り が 無い こと 。 


例 。 共有 結合 に お ける 、 李 性 。 
結合 に お いて 、 電 荷 の 偏り が 有る こと 。 
共有 電子 対 が 、 電 気 陰性 度 の 大 きい 原子 の 方 へ と 、 偽 っ て 存在 する 


(っ 


結合 し た 原子 間 に お ける 、 電 気 陰性 度 の 差 の 、 大 き さ 。 


物質 問 力 。 

物質 の 間 に お いて 、 働 く 力 。 

物質 量 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 は 大 きく な る こと 。 

物質 の 間 に お ける 極性 。 そ の 極性 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 は 大 きく 
な る こと 。 

物質 問 力 が 大 きい ほど 、 物 質 同士 を 引き 離す た め に 必要 な エネ ル 
ギー が 、 高 く な る こと 。 


例 。 分 子 間 力 。 

分 子 の 間 に お いて 、 働 く 力 。 

分 子 量 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 は 大 きく な る こと 。 

分 子 の 間 に お ける 極性 。 そ の 極性 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 は 大 きく 
な る こと 。 

分 子 間 力 が 大 きい ほど 、 融 点 や 沸点 が 高く な る こと 。 


結晶 物質 。 

ある 物質 に お いて 、 1 ラン ク 低 い レ ベル の 部 品物 質 同士 が 、 結 時 
形成 する こと 。 

ある 物質 に お いて 、 1 ラン ク 低 い レ ベル の 部 品物 質 同士 が 、 規 則 正 
し く 配 列 す る こと 。 


物質 結晶 。 
多数 の 物質 が 、 規 則 正 し く 配 列 す る こと 。 


その 場合 。 物 質問 力 が 、 弱 いこ と 。 


例 。 分 子 結晶 。 
多数 の 分 子 が 、 規 則 正 し く 配 列 す る こと 。 
その 場合 。 分子 間 力 が 、 弱 いこ と 。 融点 や 沸点 が 、 低 いこ と 。 


仲介 物質 。 

物質 問 の 結合 に お ける 、 仲 介 者 と し て の 物質 。 
例 。 水素 結合 。 

水素 原子 を 仲介 し て 形成 され る 、 分 子 間 の 結合 。 
その 分 子 間 カカ が 、 異 様 に 、 と て も 大 きい こと 。 


物質 問 に お ける 、 結 合 の 強度 。 

例 。 

一 番 強 い 結 合 。 共 有 結 合 。 

次 に 強い 結合 。 仲 介 結 合 。 例 。 水素 結合 。 

一 番 弱 い 結 合 。 無 極性 物質 の 間 に 働く 、 物 質問 力 。 例 。 無 極性 分 子 
の 間 に 働 く 、 分 子 間 力 。 


物質 の 硬 さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質問 力 に 、 比 例 す る こと 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質量 に 、 比 例 す る こと 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質 に お ける 構築 性 の 大 き さ に 、 比例 す る こ 


と 。 

物質 量 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 の 総量 が 、 多 く な る こと 。 

その 結果 。 

物質 量 が 大 きい ほど 、 そ の 物質 に お ける 、 分 解 に 要する エネ ルギー 
が 、 高 く な る こと 。 

物質 が 巨大 構築 物化 する ほど 、 そ の 物質 に お ける 、 分 解 に 要する エエ 
ネル ギー が 、 高 く な る こと 。 


例 。 融点 や 沸点 。 
その 高 さ は 、 分子量 と 分 子 間 カ と に 、 比 例 す る こと 。 


分 子 量 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 の 総量 が 、 多 く な る こと 。 
その 結果 。 
分 子 量 が 大 きい ほど 、 融 点 や 沸点 が 、 高 く な る こと 。 


物質 の 硬 さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 。 

部 品物 質 に よる 内 部 移動 の 、 困 難 さ の 度合 い の 、 数 値 。 
物質 の 柔らか さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 。 

部 品物 質 に よる 内 部 移動 の 、 容 易 さ の 度合 い の 、 数 値 。 


例 。 共有 結合 の 結晶 の 場合 。 


柔らか い 固体 結晶 。 例 。 黒鉛 。 
電気 を 通す こと 。 
電子 が 、 内 部 移動 可能 で ある こと 。 


硬い 固体 結晶 。 例 。 ダ イヤ モン ド 。 
電気 を 通さ な いこ と 。 
電子 が 、 内 部 移動 不能 で ある こと 。 


物質 の 硬 さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 。 

部 品物 質 の 移動 が 発生 する こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 い の 、 
数 値 。 

部 品物 質 の 配列 の ズレ が 発生 する こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 
い の 、 数 値 。 

部 品物 質 同士 の 結合 が 切れ る こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 い 

の 、 数 値 。 


共有 結合 の 結晶 。 そ の 性 質 。 

例 。 分 子 の 場合 。 

巨大 分 子 を 形成 する こと 。 

小さ な 分 子 や イオ ン へ と 分 か れ な いこ と 。 溶解 し に くい こと 。 
硬い こと 。 融点 が 高い こと 。 

原子 の 配列 が 、 ズ レ に くい こと 。 


原子 間 の 結合 が 、 切 れ に くい こと 。 
電子 が 移動 し に くい こと 。 電気 を 通し に くい こと 。 


物質 に お ける 、 比熱 。 
ー 定 質量 の 物質 の 温度 を 、 一 定量 上 昇 さ せる た め に 必要 な 、 熱 エネ 


ルギー 量 。 
ー 定 質量 の 物質 の 分 子 問 力 を 、 一 定 程度 絞め る た め に 必要 な 、 エ ネ 
ルギー 量 。 


それ は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ー 定 質量 の 物質 の 物質 問 カ を 、 一 定 程度 弱め る た め に 必要 な 、 エ ネ 
ルギー 量 。 

物質 の 間 に お ける 結 台 。 

その 結合 を 形成 する た め に 、 一 定量 の エネ ルギー を 昔 積 す る こと 。 
その 結合 を 解消 する た め に 、 一 定量 の エネ ルギー を 消費 する こと 。 


例 。 水 。 

それ は 、 水 素 結合 で ある こと 。 

それ は 、 分 子 の 間 に お いて 、 大 き な 隙 間 が 存在 する こと 。 
その 水素 結合 は 、 液 体 の 状態 に お いて も 、 存 続 す る こと 。 


例 。 水素 結合 。 
それ は 、 比 熱 が 大 きい こと 。 
水素 結合 を 切る た め に 、 多 大 な 熱 エ ネル ギー を 、 余 計 に 消費 する こ 


水素 結合 を 形成 する た め に 、 多 大 な 熱 エ ネル ギー を 、 蓄 積 す る こ 


oO 


物質 に お ける 、 溶 解 。 
ある 物質 に お ける 、 部 品物 質 の 極性 が 、 よ り 強 いこ と 。 
それ は 、 他 の 物質 の 部 品物 質 同士 の 結合 を 、 よ り 弱 め る こと 。 


その 結果 。 
その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 よ り 良 く 溶 和解 さ せる こと 。 
例 。 水 。 


水 に お ける 、 分 子 の 極性 が 、 と て も 強い こと 。 


それ は 、 他 の 分 子 の イオ ン 結 合 を 、 弱 め る こと 
その 結果 。 

水 は 、 他 の 物質 を 、 よ り 良 く 溶解 させ る こと 。 
それ は 、 水 溶液 で ある こと 。 


物 綿 に お ける 、 部 品物 質 の 個数 。 

例 。 分 子 の 種類 の 、 分 類 。 

単 原子 分 子 。 一 個 の 原子 か ら 成る 、 分 子 。 
二 原 子 分 子 。 二 個 の 原子 か ら 成 る 、 分 子 < 
三原 子 分 子 。 三 個 の 原子 か ら 成 る 、 分 子 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 個数 。 
その 個数 が 少な い 物 質 。 
そう し た 物質 は 、 物 質問 カ が 小さ いこ と 。 
そう し た 物質 は 、 分 解 に 要する エネ ルギー が 少な いこ と 。 
例 。 
単 原子 分 子 。 En 
て 、 気体 で ある こと , 
二 原 子 分 子 。 それ ら か ら 構 成 され る 物質 。 
その 物質 は 、 多 く の 場 合 、 分 子 間 カ が 小さ いこ と 。 そ れ ら の 物質 
は 、 常温 に お し 1 て 、 気体 で ある こと 。 
その 物質 は 、 分 子 量 が 多い 場合 、 液 体 や 固体 で ある こと 。 
多 原 子 分 子 。 そ れ ら は 、 固 体 で ある こと 。 
共有 結合 の 結晶 。 そ れ ら は 、 固 体 で ある こと 。 


その 個数 が 多い 物質 。 
そう し た 物質 は 、 物 質問 力 が 大 きい こと 。 
そう し た 物質 は 、 分 解 に 要する エネ ルギー が 大 きい こと 。 


その 個数 が 、 極 め て 多い 物質 。 
例 。 高 分 子 化合 物 。 
数 千 個 愉 上 の 原子 か ら 形 成 さ れる 、 大 き な 分 子 。 
そう し た 大 き な 分 子 か ら 形 成 さ れる 、 化 合 物 。 
それ は 、 ほ と ん どの 場合 、 有 機 化合 物 で ある こと 。 
有機 化合 物 。 

分 子 数 は 、 1 万 個 史 上 で ある こと 。 


それ は 、 災 素 を 含む こと 。 
それ は 、 生 物 の 活動 を 維持 する た め の 、 主 要 な 物質 で ある こと 。 
例 。 糖 質 。 タ タンパク質 。 脂質 。 


重合 。 

より 小さ な 部 品物 質 同士 が 、 鎖 の よう に 、 多 数 結合 する こと 。 
その 結果 。 

部 品物 質 の 数 が 極め て 多い 、 物 質 。 そ うし た 物質 が 、 新 た に 形成 さ 
れる こと 。 

巨大 な 構築 物質 が 、 形 成 さ れる こと 。 

例 。 高 分 子 化合 物 。 

小さ な 分 子 が 、 鎖 の よう に 、 多 数 結合 する こと 。 

その 結果 。 

高 分 子 化合 物 が 形成 され る こと 。 


付加 重合 。 

二 重 結 合 に お いて 、 片 方 の 結合 が 、 切 れる こと 。 

それ を 、 隣 の 部 品物 質 と の 結合 へ と 組み 替え る こと 。 

そう し て 、 部 品物 質 同士 が 、 新 た に 、 互 い に 連 結 し て いく こと 。 
例 。 分 子 の 場合 。 

二 重 結 合 に お いて 、 片 方 の 結合 が 、 切 れる こと 。 

それ を 、 隣 の 分 子 と の 結合 へ と 組み 替え る こと 。 

そう し て 、 分 子 同士 が 、 新 た に 、 互 い に 連 結 し て いく こと 。 


物質 に お ける 、 特 定 の 部 品物 質 の 、 除 外 。 
例 。 縮合 結 合 。 


小さ な 部 品物 質 が 、 結 合 か ら 除外 され る こと 。 

残り の 大 き な 部 品物 質 同士 の み が 、 新 た に 結合 する こと 。 
例 。 分 子 の 場合 。 

小さ な 分 子 が 、 結 合 か ら 除 外さ れる こと 。 

残り の 大 き な 分 子 同 士 の み が 、 新 た に 結合 する こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 内 部 移動 し や すさ 。 
例 。 電気 伝 導 性 。 

ある 物質 に お ける 、 電 気 の 通し や すさ 。 

その 物質 の 分 子 に お ける 、 電 子 の 移動 し や すさ 。 


例 。 金属 結晶 に お ける 、 自 由 電 子 。 
電子 が 、 そ の 結晶 内 部 に お いて 、 自 由 移 動 が 可能 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 金 属 結晶 。 そ の 性 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 金属 。 

分 子 レ ベル で は 、 常 温 で 、 固 体 で ある こと 。 

電子 レベル で は 、 自 由 に 移動 可能 で ある こと 。 自由 電子 。 

電子 レベル で は 、 気 体 に 近い こと 。 

自由 電子 同士 が 、 互 い に 反発 し 合っ て いる こと 。 

電子 間 力 が 、 小 さい こと 。 

その 原子 は 、 単 位 格子 が 、 上 下 左右 方 向 に 、 配 列 さ れ て いる こと 。 
その 配列 は 、 特 定 の 方 向 性 を 持た な いこ と 。 

その 配列 は 、 最 密 構造 で ある こと 。 


最 密 構 造 。 

同じ 大 き さ の 球 を 、 一 定 の 容器 の 箱 の 中 に 、 出 来る だ け 多 数 、 詰 め 
込ん で 配列 する こと 。 

その こと で 、 球 の 分 布 が 、 最 も 密 に な る よう に する こと 。 


柔らか いこ と 。 

電子 が 、 自 由 に 移動 可能 で ある こと 。 
その 結果 。 
電気 を 、 容 易 に 通す こと 。 

熱 を 、 容 易 に 通す こと 。 


そう し た 自由 電子 が 、 絶 え ず 移動 し な が ら 、 原 子 同士 を 結び つけ て 
いる こと 。 

原子 同士 の 結合 が 、 全 て の 方 向 へ と 、 一 様 に 働く こと 。 

その 結果 。 


展 性 と 延性 を 、 持 つこ と 。 
展 性 。 
叩い た 場合 。 割 れず に 、 薄 く 広 が る こと 。 


延性 。 
引っ 張っ た 場合 。 長く 延び る こと 。 


ノー マル な 物質 。 

存在 する 数 が 多い 、 物 質 。 多 数 派 の 物質 。 
空間 的 に 、 ど こ で も 普通 に 存在 する 、 物 質 。 
空間 的 に 、 高 密度 で 存在 する 、 物 質 。 

時 間 的 に 、 何 時 で も 存在 する 、 物 質 。 

時 糸 列 的 に 、 高 密度 で 存在 する 、 物 質 。 


レア な 物質 。 

存在 する 数 が 少な い 、 物 質 。 少 数 派 の 物質 。 

空間 的 に 、 特 定 の 場所 に の み 存 在 する 、 物 質 。 

補 間 的 に 、 低 密度 で 存在 する 、 物 質 。 

時 間 的 に 、 特 定 の 時 間 帯 や 時 刻 に の み 存 在 する 、 物 質 。 
時 糸 列 的 に 、 低 密度 で 存在 する 、 物 質 。 


基本 的 な 物質 。 基盤 的 な 物質 。 
ある 物質 を 生成 する 際 に お いて 、 碁 盤 と な る 、 何 ら か の 物質 。 
応用 的 な 物質 の 、 下 位 概念 


応用 的 な 物質 。 

基本 的 で 基盤 的 な 物質 に 基づい て 、 新 た に 生成 され る 、 何 ら か の 物 
質 。 

基本 的 で 基盤 的 な 物質 の 、 上 位 概念 と し て 、 初 め て 成立 する 、 何 ら 
か の 物質 。 


シス テム 的 な 物質 。 統 合 的 な 物質 。 


ある 物質 に お いて 、 内 外 の 区 別 が 有る こと 。 
その 物質 の 内 部 に お いて 、 分 化 が 発生 し て いる こと 。 


その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 同士 が 、 相 互 に 依存 し 合っ 
て いる こと 。 

その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 に お いて 、 分 業 が 発生 し て 
いる こと 。 

その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 が 、 総 体 と し て 、 統 合 され 
て いる こと 。 


その 物質 の 内 部 に お いて 、 状 態 の 維持 が 、 発 生 し て いる こと 。 
その 物質 の 内 部 に お いて 、 恒常 性 が 、 発 生 し て いる こと 。 
例 。 一 定性 。 慣 性 。 全 自動 性 


構築 的 な 物質 。 


ある 物質 に お いて 、 骨 組み が 有る こと 。 
ある 物質 に お いて 、 構 成 が ボ 有 る こと 。 
ある 物質 に お いて 、 部 品 が 有る こと 。 


その 骨組 みや 構成 。 
それ ら が 、 軟 質 で ある 場合 。 例 。 皮膜 。 
それ ら が 、 硬 質 で ある 場合 。 例 。 骨 。 


総合 的 な 物質 。 全 体 的 な 物質 。 


ある 物質 が 、 部 品 的 な 物質 の 集積 に よっ て 、 全 体 と し て 、 新 た に 生 
成 さ れる こと 。 


部 品 的 な 物質 の 集積 方 法 。 


取り 付け 。 組 み 立て 。 
順列 。 組 み 合 わせ 。 


有機 的 な 物質 
例 。 有機 化合 物 。 生 物 , 


それ は 、 以 下 の 内容 で ある 。 

シス テム 的 な 物質 

例 。 不変 性 。 一 定性 。 慣 性 。 全 自動 性 。 恒 常 性 。 

多 。 内 江 の 区 有人 。 内 部 に お ける 、 分 全休 と し て の 、 久 人 
構築 的 な 物質 

総合 的 な 物質 。 全 体 的 な 物質 


上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


無機 的 な 物質 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

疾 シ ステ ム 的 な 物質 。 

例 。 変容 性 。 不 定性 。 慣 性 。 半自動 性 。 

例 。 内 外 の 皇 区 別 性 。 内 部 に お ける 、 一 様 性 。 全 体 と し て の 、 非 統 
合 性 。 

六 構 築 的 な 物質 . 

六 総 合 的 な 物質 。 部 品 的 な 物質 。 


上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


生物 。 

物質 に お ける 、 生 物性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
エネ ルギー 消費 性 。 資 源 消費 性 。 
例 。 


資源 の 吸入 。 
資源 消費 に 伴う 、 残 沼 や 残骸 や ゴミ の 、 生 成 と 排出 。 
有機 性 。 


上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


有機 的 な 物質 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 され る こと 。 
有機 的 な 物質 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 され 、 構 築 され 、 合 成 さ 
れる こと 。 


生物 は 、 そ うし た 有機 的 な 物質 の 一 種 と し て 、 存 在 する こと 。 
人 間 は 、 そ うし た 生物 の 一 種 と し て 、 存 在 す る こと 。 


生物 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 
生物 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 され 、 構 築 さ れ 、 合 成 さ れる こ 
ご ら 


人 間 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 
人 間 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 さ れ 、 構 築 さ れ 、 合 成 さ れる こ 
ea 


物質 に お ける 、 予 測 可 能 性 。 


前 例 踏襲 性 。 慣性 。 安 定性 。 不動 性 。 等 速 性 。 定住 性 。 
静止 性 。 回 。 


複製 エラ ー の 発生 性 。 
複製 に お ける 、 精 細 性 や 正確 性 。 


物質 に お ける 、 予 測 不能 性 。 


意外 性 。 新 規 性 。 革 新 性 。 
乱れ 。 波 乱 性 。 変 動 性 。 不安 定性 。 


複製 エラ ー の 発生 性 。 
複製 に お ける 、 粗 雑 性 や 、 い い 加 減 さ 。 


物質 に お ける 、 動 作 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 の 状態 。 
それ が 、 力 学 的 な 作用 の 発現 を 、 含 ん で いる こと 。 


物質 に お ける 、 組 み 換え 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
構成 部 品 へ の 分 解 。 


構成 部 品 の 軸 換 。 
構成 部 品 の 合成 や 組み 立て 。 そ れ ら の 順序 の 、 置換 。 


物質 に お ける 、 構 築 。 


例 。 


気体 。 


その 温度 が 、 
その 物質 が 、 
その 物質 は 、 


液体 。 


その 温度 が 、 


下降 し て 、 沸 点 に 達する こと 。 
気化 熱 を 、 外 部 に 対し て 、 付 所 す る こと 。 
液体 化す る こと 。 


下降 し て 、 融 点 に 達する こと 。 


それ が 、 融 解熱 を 、 外 部 に 対し て 、 付 所 する こと 。 


その 物質 は 、 


固体 化す る こと 。 


物質 に お ける 、 分解 。 


例 。 
固体 。 


その 温度 が 、 
その 物質 が 、 
その 物質 は 、 


液体 。 


その 温度 が 、 
その 物質 が 、 
その 物質 は 、 


上 昇 し て 、 融 点 に 達する こと 。 
融解 熱 を 、 外 部 か ら 、 吸 収 す る こと 。 
液体 化す る こと 。 


上 昇 し て 、 沸 点 に 達する こと 。 
気化 熱 を 、 外 部 か ら 、 吸 収 す る こと 。 
気体 化す る こと 。 


物質 問 に お ける 、 上 下関 係 。 
物質 問 に お ける 、 力 関係 
物質 問 に お ける 、 支 配 と 従属 と 独立 の 、 関 係 。 


上 位 物質 。 下位 物質 。 
強い 物質 。 弱い 物質 。 
支配 物質 。 従 属 物質 。 独立 物質 。 


それ ら の 関係 は 、 生 物 と 無生物 と で 、 共 通 で ある こと 。 
それ ら の 関係 は 、 有 機 物 質 と 無機 物質 と で 、 共 通 で ある こと 。 


1) 


物質 に お ける 、 上 位 性 。 


物質 に お ける 、 強 さ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 強制 力 の 、 所 有 。 
物質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 強制 力 の 、 保 持 。 


それ は 、 詳 細 と し て は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 支 配 性 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制す る こと 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制 出来 る こと 。 
強制 可能 性 。 制 御 可 能 性 。 統 制 可能 性 。 操作 可能 性 。 


物質 A に お ける 、 制 止 性 や 防御 性 や 防衛 性 や 閉門 性 。 
が 、 秒 質 A に 対し て 、 任意 の 状 艇 や 重 人 を 、 強 出来 な いこ 


牧 紅 A が 、 物質 B か ら の 、 働 意 の 状態 や 動作 の 強制 を 、 跳 ね 返す こと 
が 出来 る こと 

物質 A が 、 物 質 B を 、 そ の 場 か ら 締 め 出す こと が 出来 る こと 

強制 不 能 性 。 制 御 不能 性 。 統 制 不能 性 。 操 作 不能 性 。 閉 鎖 性 。 拓 他 
性 。 


物質 A に お ける 、 回 復 性 。 

物質 B が 、 物 質 A に 対し て 、 任 意 の 状態 や 動作 の 維持 を 、 強 制 出来 な 
し いい こと 。 

物質 A は 、 物 質 B か ら 何 を され て も 、 元 の 状態 へ と 、 程 無く 復帰 出来 
る こと 。 

人 物質 B か ら 何 を され て も 、 後 へ と 影 絡 を 残さ ず に 済む こ 


牧 芝 A が 、 物質 B に よ 2 か け を 、 無 効 化す る こと 
原状 復帰 性 。 緩衝 性 。 治 癒 性 。 


物質 A に お ける 、 自 立 性 。 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 取 る こと が 出来 る こと 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 鈴 持 出来 る こと 


物質 A に お ける 、 包含 性 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 包 含 する こと 。 


物質 A が 、 物 質 B を 、 併 合 す る こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 丸 呑み する こと 。 


物質 A に お ける 、 独立 性 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 包 含 出来 な いこ と 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 丸 呑み 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 有 能 性 。 
物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 能 力 を 、 有 し て いる こと 。 


物質 A に お ける 、 所 有 性 。 

物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 所 有 出 来る こと 。 
物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 眺 に 、 十 分 に 所 有 し て いる 
(< 

物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 奪 われ な いこ と 。 
眺 得 権益 。 奪取 不能 性 。 


(2) 

物質 に お ける 、 下 位 性 。 
物質 に お ける 、 幸 さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 従 属性 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制 され る こと 。 


物質 A に お ける 、 制 止 不 能 性 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら の 任意 の 働き か け を 、 制 止 で き な い こと 。 


物質 A に お ける 、 自 己 崩 壊 性 。 
物質 A が 、 任意 の 状態 や 動作 を 、 取 る こと が 出来 な いこ と 。 
物質 A が 、 働 意 の 状態 や 動作 を 、 維 持 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 依 存 性 。 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 取る た め に 、 物 質 B へ と 、 依 存する こ 


と 。 
物質 A が 、 働 意 の 状態 や 動作 を 維持 する た め に 、 物 質 B へ と 、 依 存 す 
の 選 辿 。 


物質 A に お ける 、 間 独 立 性 。 


物質 A が 、 物 質 B か ら 、 独 立 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 被 包含 性 。 


物質 A が 、 物 質 B に よっ て 、 色 含 さ れる こと 。 
物質 A が 、 物 質 B に よっ て 、 丸 呑み され る こと 。 


物質 A に お ける 、 無 能 性 。 


物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 能 力 を 、 


物質 A に お ける 、 欠 如 性 や 借用 性 。 


物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 
物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 


る こと 。 


物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 
eg 


欧 得 権益 の 欠如 。 被 奪取 性 。 


物質 に お ける 、 強 制 。 


有 し て いな いこ と 。 


所 有 出 来 て いな いこ と 。 
物質 B か ら 、 借 り る 必要 が あ 


物質 B に よっ て 、 奪わ れる こ 


それ は 、 総 括 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


1) 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 力 を 行使 する こと 。 


物質 A が 、 そ の た め の 資 源 や エネ ルギー 


物質 A が 、 物 質 B の 力 を 、 止 め る こと 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら 、 力 を 奪う こと 。 


物質 A が 、 そ の た め の 資 源 や エネ ルギー 


(2) 
物質 A が 、 物 質 B を 、 動 か すこ と 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 止 め る こと 。 


を 、 有 し て いる こと 。 


を 、 有 し て いる こと 。 


(3-1) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 動作 を 取る こと 。 


制御 。 統 制 。 操縦 。 

開発 。 

(3-2) 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 状 態 を 取る こと 。 
制御 不能 。 統制 不能 。 操 縦 不能 。 

開発 不能 。 

(4) 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 動作 を 取ら せる こと 。 
物質 A 自 身 を 、 無 限 に 制御 させ る こと 。 
物質 A 自 身 を 、 無 限 に 操縦 させ る こと 。 
物質 A 自 身 を 、 無 限 に 開発 させ る こと 。 

その 結果 。 


物質 A が 、 物 質 B の 力 を 、 遷 さ せる こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 無 力 化 する こと 。 


(5) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 状 態 を 取る こと 。 


物質 A が 、 物 質 B か ら 、 必 要 と され る こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 必 要 と し な いこ と 。 


物質 に お ける 、 強 制 。 
それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内容 で ある 。 


(1) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 操作 を 行う こと 。 


変形 。 歪 昌 。 

劣化 。 改 変 。 変 性 。 変 質 。 病変 。 
奪取 。 略 倫 

突く こと 。 衝 突 。 突入 。 

容 つ こと 。 容 通 。 

粉砕 。 破 壊 。 分 解 。 貫通 。 掘削 
移動 。 ど か すこ と 。 

散 佐 。 逃 散 。 
制御 。 統 制 。 操 綻 

開発 。 

それ ら は 、 凸 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 和 気体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 性 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 操作 を 行う こと 。 
溶解 。 解 消 。 消 失 。 消 滅 。 吸 収 。 回 収 。 消化 
無効 化 。 無 力 化 。 無 害 化 。 無 毒 化 。 
包含 。 併 合 。 丸 呑み 。 


それ ら は 、 凹 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 女 性 性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 の 回 避 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 反 応 を 取る こと 。 


独立 。 自立 。 
それ ら は 、 凸 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 気 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 性 で ある こと 。 


物質 A が 、 物質 B に 対し て 、 以 下 の 反 応 を 取る こと 。 
不変 。 慣 性 。 現状 災 持 。 健 康 維持 

保持 。 防 御 。 防衛 。 

緩衝 制止 。 晃 ね 返し 。 

回 復 。 原 状 復帰 治 誠 

不動 。 定住 

集団 維持 

それ ら は 、 凹 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 力 の 根源 。 


物質 に お ける 、 力 の 根源 。 
それ は 、 資 源 で ある こと 。 
それ は 、 エ ネル ギー で ある こと 。 
それ は 、 保 存 で ある こと 。 


物質 問 に お ける 、 移 転 


物質 A に お ける 、 強 化 。 
物質 A に お ける 、 利 益 , 


物質 B に お ける 、 只 化 。 

物質 B に お ける 、 損 失 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 A に よる 、 物 質 B か ら の 、 資 源 や エネ ルギー の 、 取 得 。 
物質 B か ら 、 物 質 A へ の 、 資 源 や エネ ルギー の 、 移 転 。 


物質 A に よる 、 そ れ ら の 資源 や エネ ルギー の 、 所 有 や 保持 。 
物質 4 に よる 、 そ れ ら の 資源 や エネ ルギー の 、 防 衛 。 


そう し た 、 物 質問 に お ける 、 移 転 や 出入 り に お いて 。 
資源 や エネ ルギー は 、 物 質問 に お いて 、 保 存 さ れる こと 。 

資源 や エネ ルギー の 、 収 支 は 、 物 質問 に お いて 、 相 級 さ れる こと 。 
例 。 エ ネル ギー 保存 則 。 


物質 に お ける 、 権 益 。 


物質 ^A に お ける 、 力 の 、 保有 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 保有 。 
それ ら に お ける 、 以 下 の 性 質 の 実現 。 


豊潤 性 。 富 裕 性 。 余 裕 性 。 球 余 性 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 力 。 

物質 ^A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー。 

物質 A が 、 そ れ ら を 、 物 質 B に 、 練 える こと 。 
物質 A が 、 そ れ ら を 、 物 質 B に 、 恵 お こと 。 
物質 A が 、 そ れ ら を 行う 余力 を 、 有 する こと 。 


それ ら は 、 物 質 4 に お ける 、 余 力 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 ^4 に お ける 、 富 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 4 に お ける 、 権 益 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 強 大 性 の 象徴 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 ^A に お ける 、 上 位 性 の 象徴 で ある こと 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 有 効 な 保持 量 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 有 効 な 保持 量 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 學 得 権益 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 有 和 能 性 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 物 働 効率 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 利 用 効率 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 稼働 に お ける 有効 性 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 利 用 に お ける 有効 性 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 品 質 の 高 さ 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 品 質 の 高 さ 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 有 能 性 で ある こと 。 


全能 物質 。 万 能 物質 。 絶 対 的 物質 。 


物質 に お ける 、 全 能 性 や 万 能 性 や 絶対 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 物質 が 、 何 で も 、 出 来る こと 。 

その 物質 が 、 何 に で も 、 な れる こと 。 

その 物質 に お ける 、 そ うし た 能力 が 、 最 大 化す る こと 。 
その 物質 に お ける 、 そ うし た 能力 が 、 永 続 す る こと 。 


物質 に お ける 、 気 体 性 。 

その 一 壇 と し て 。 
物質 に お ける 、 男 性 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


動く が 強い こと 。 
動か す 力 が 強い こと 。 


エネ ルギー が 強い こと 。 
仕事 する 力 が 強い こと 。 
稼ぐ 力 が 強い こと 。 

移動 する 力 が 強い こと 。 


跳ね 返す 力 が 強い こと 。 


物質 に お ける 、 液 体 性 。 

その 一 壇 と し て 。 
物質 に お ける 、 女 性 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 が 強い こと 。 
止ま る 力 が 強い こと 。 
止め る 力 が 強い こと 。 
定住 する 力 が 強い こと 。 


包含 力 が 強い こと 。 

受容 する 力 が 強い こと 。 
呑み 込む 力 が 強い こと 。 
貯め 込む 力 が 強い こと 。 
革 積 する 力 が 強い こと 。 


受け 止め る 力 が 強い こと 。 


物質 に お ける 、 固 体 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 が 強い こと 。 
止ま る 力 が 強い こと 。 
止め る 力 が 強い こと 。 
定住 する 力 が 強い こと 。 


跳ね 返す 力 が 強い こと 。 


物質 と 、 同 化 や 異化 。 


物質 と 、 同 化 。 


空間 的 な 同居 。 

時 間 的 な 同期 。 

波 に お ける 同調 。 
質 的 な 同質 化 や 調和 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 を 同化 する こと 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う こ 


oO 


第 一 段階 。 
包囲 する こと 。 
取り 囲む こと 。 
囲い 込む こと 。 
覆う こと 。 


第 二 段 階 。 
包含 する こと 。 
呑み 込む こと 。 
包み 込む こと 。 
取り 込む こと 。 
埋め 込む こと 。 
埋 没 させ る こと 。 


第 三 段 階 。 

逃避 不能 に する こと 。 
閉じ 込め る こと 。 

密 半 する こと 。 
封印 する こと 。 
密封 する こと 。 


第 皿 段階 。 

融合 する こと 。 
融解 する こと 。 
溶解 する こと 。 
分 解す る こと 。 
消化 する こと 。 
吸 I す る こと 。 


第 五 段 階 。 
残り を 、 外 部 へ と 排出 する こと 。 


物質 と 、 異 化 。 


空間 的 な 別居 。 

時 間 的 な 間 同 期 。 

波 に お ける 義 同 調 。 
質 的 な 異質 化 や 非 調和 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 を 異化 する こと 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う こ 
ご 


第 一 段階 。 
析出 する こと 。 
凝 編 す る こと 。 
凝固 させ る こと 。 


第 二 段 階 

分 離す る こと 。 
剥離 する こと 。 
離 する こと 。 


第 三 段 階 。 
包囲 を 解除 する こと 。 


第 四 段 階 。 

追放 する こと 。 
追い 出す こと 。 
追い 落と すこ と 。 


第 五 段 階 。 
門戸 を 閉 さ すこ と 。 


物質 に お ける 、 混 合 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 混 在 と 同居 と 併存 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 接 着 と 癒着 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 接 合 と 融合 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 協 和 や 平 和 。 


物質 に お ける 、 差別 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 分 離 と 別居 と 相互 攻撃 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 到 離 や 秦 離 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 反 発 や 対立 。 


物質 と 、 変 化 や 保存 。 
それ ら は 、 物 質 に お ける 、 以 下 の よ うな 力 の 、 反 映 で ある こと 。 


変化 の 力 。 


物質 に お ける 、 変 化 を 促進 する 力 。 
物質 に お ける 、 変 わる 力 。 
物質 に お ける 、 変 える 力 。 


不変 の 力 。 

保存 の 力 。 

恒常 の 力 。 

物質 に お ける 、 保 つ 力 。 
物質 に お ける 、 変 化 を 抑制 する 力 。 
物質 に お ける 、 変 化 を 禁止 する 力 。 


物質 問 に お ける 、 上 下関 係 と の 関連 。 
物質 問 に お ける 、 支 配 従属 関係 と の 関連 。 


物質 A は 、 物 質 B を 、 支 配 する こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A が 、 物 質 B を 、 変 える こと が 出来 る こと 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 変 える こと が 出来 な いこ と 。 


物質 に お ける 、 分 解 と 合成 。 

分 解 。 

ある 物質 を 、 よ り 小 さい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 解 いて 分 ける こと 。 
合成 。 

ある 物質 を 、 よ り 大 きい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 相 互 に 了 合 させ る こ 
ど 


ある 物質 を 、 よ り 大 きい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 相 互 に 組み 合わ せ 
て 、 構 築 す る こと 。 


液体 に お ける 、 溶 解 。 
ある 物質 が 、 他 の 液体 物質 の 内 部 に 入っ て 、 溶 融 する こと 。 


液体 に お ける 、 溶 媒 。 
他 の 物質 を 溶かす 、 液 体 物質 。 


溶媒 和 。 
例 。 水 の 場合 。 水 和 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

溶媒 の 液体 分 子 。 

(②) 

溶媒 の 液体 中 に 入っ た 他 の 物質 の 分 子 。 


上 記 の (1) が 、 上 記 の (2) の 周囲 を 、 完 全 に 取り 囲ん で 旨 う こと 。 
その 結果 。 

上 記 の (2) が 、 表 面 的 に 、 上 記 の (1) と 同様 に 振る 舞う こと 。 

上 記 の (2) が 、 表 面 的 に 、 上 記 の (1) へ と 、 同 化し 和合 する こと 。 


物理 化学 の 本 質 。 


1) 

それ は 、 粒 子 論 で ある こと 。 

それ は 、 分 析 主 義 で ある こと 。 

それ は 、 遺 元 主義 で ある こと 。 

それ は 、 粒 子 の 社会 学 で ある こと 。 
化学 物質 は 、 粒 子 の 社会 で ある こと 。 


物質 の 振る 細 い を 、 粒 子 の 単位 で 、 分 析 す る こと 。 
粒子 間 の 相互 作用 を 、 分 析 す る こと 。 

物質 を 、 個 別 化 する こと 。 

例 。 素 粒子 物理 学 。 


それ ら は 、 気 体 的 思想 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 的 思想 で ある こと 。 


(2) 

それ は 、 集 合 論 で ある こと 。 

それ は 、 統 合 論 で ある こと 。 

それ は 、 構 築 主 義 で ある こと 。 
それ は 、 全 体 主義 で ある こと 。 


物質 を 、 大 き な ま と まり と し て 、 分 析 す る こと 
物質 を 、 統 一 体 と し て 、 分 析 す る こと 。 
例 。 流体 力学 。 


物質 を 、 構 築 物 と し て 、 分 析 す る こと 。 
例 。 高 分 子 化合 物 の 研究 


それ ら は 、 液体 的 思想 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 的 思想 で ある こと 。 


そう し た 、 気 体 的 思想 と 液体 的 思想 と の 、 統 合 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

分 析 と 統合 と の 、 両 立 。 

詳細 化 と 要約 と の 、 両 立 。 


例 。 

内 部 分 業 と 、 全 体 的 統一 と の 、 両 立 。 
シス テム 理論 。 

生物 学 。 

人 間 社 会 の 研究 


物質 に お ける 、 反 応 と 無 反応 と フィ ー ド バッ ク 。 


物質 に お ける 、 反 応 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 きか け を 行う こと 。 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 攻 撃 を 行う こと 。 
その 結果 。 


物質 B が 、 変 化す る こと 。 
物質 B が 、 変 質 す る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
物質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 侵 略 や 侵攻 。 


物質 に お ける 、 無 反応 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 きか け を 行う こと 。 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 攻 撃 を 行う こと 。 
その 結果 。 


物質 B が 、 変 化し な いこ と 。 
物質 B が 、 変 質 し な いこ と 。 


それ ら は 、 以 下 の 内容 で ある 。 
物質 B に お ける 、 物 質 A に 対す る 、 防 御 や 防衛 。 


物質 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 
物質 B に お ける 、 反応 の 有無 。 
その 結果 が 、 物 質 A へ と 、 伝 わる こと 。 


物質 に お ける 、 振 動 と 流動 。 


物質 の 振動 。 
その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 波動 で と る こと 。 


流動 。 

それ は 、 粒 子 状 の 物質 に お ける 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 
例 。 音波 の 場合 。 

それ は 、 和 気体 分 子 の 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 


例 。 光波 の 場合 。 
それ は 、 気 体 分 子 と は 別 の 物質 に よる 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 


その 物質 は 、 電 子 で ある こと 。 


物質 の 進行 方 向 へ の 、 伸縮 運動 。 

その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 横 波 で ある こと 。 

例 。 光 流 。 電 磯 波 。 


物質 の 進行 方 向 以 外 へ の 、 上 下 運動 。 

その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 縦 波 で ある こと 。 

例 。 音 流 。 


それ ら の 振動 が 伝わる 、 周 囲 の 他 の 物質 。 
気体 中 を 伝わる こと 。 


液体 中 を 伝わる こと 。 
固体 中 を 伝わる こと 。 


それ ら の 振動 が 伝わる 、 次 元 数 。 


次 元 の 場合 平面 波 。 
三次 元 の 場合 。 球 面 小 


振動 や 波動 に お ける 、 分 析 項 目 。 


振動 の 幅 の 長 さ 。 振 幅 。 

振動 の 回 数 。 振動 数 。 

振動 の 密度 。 時 間 的 な 密度 。 補 間 的 密度 。 
振動 の 周期 。 周 波数 。 

振動 が 一 周 し た 場合 に お ける 、 そ の 波動 の 伝達 距離 。 流 長 。 
振動 の 伝播 に お ける 、 速 度 。 

振動 が 伝播 する 、 媒 体 と し て の 物質 。 媒質 。 


波動 に お ける 、 様 々 な 特質 。 
波動 の 伝播 は 、 物 質 毎 に 独立 し て いる こと 。 


複数 の 物質 の 波動 に お いて 、 加 人 算 と 減算 が 、 成 立 す る こと 。 
波動 は 、 常 に 、 最 短 距 離 で 進む ひこ と 。 


波動 の 速度 と 、 振 動 数 と は 、 比 例 す る こと 。 
波動 の 速度 と 、 波 長 と は 、 比 例 す る こと 。 


波動 の 速度 。 
例 。 光 の 場合 。 
それ は 、 真 空中 に お いて 、 最 も 速い こと 。 


波動 が 所 える 、 高 さ に つい て の 感覚 。 

例 。 音 の 高 さ 。 

それ は 、 振 動 数 が より 多く な る ほど 、 よ り 高 く 感じ られ る こと 。 
それ は 、 振 動 数 に 比例 する こと 。 


流動 に お ける 、 屈 折 。 

波動 が 、 異 な る 媒質 の 境界 面 へ と 達し た 場合 。 

波動 の 進行 方 向 が 、 向 き を 変え て 屈折 し て 、 第 二 の 媒 質 の 中 を 進む 
己 お 。 


そう し た 、 流動 の 屈折 時 に お いて 。 
波動 の 振動 数 は 、 変 化し な いこ と 。 


波動 に お ける 、 屈 折 率 
物質 1 に 対す る 、 物 質 2 の 屈折 率 


ある 波動 に お いて 。 
物質 1 が 、 媒 質 1 で ある こと 。 
物質 2 が 、 媒 質 2 で ある こと 。 


1) 
媒質 1 か ら 、 媒 質 2 へ の 、 入 射 負 。 そ の 正弦 。 
(2) 
屈折 後 の 、 媒 質 2 に お ける 屈折 角 。 そ の 正弦 。 


上 記 の (1) の 値 と 、 上 記 の (2) の 値 と の 、 比 。 
その 値 は 、 一 定 で ある こと 。 
その 値 は 、 以 下 の 値 に 等 し いこ と 。 


(A-1) 

波動 が 媒質 1 を 進む 、 速 度 。 

(A-2) 

波動 が 媒質 2 を 進む 、 速 度 。 

上 記 の (A-1) の 値 と 、 上 記 の (A-2) の 値 と の 、 比 。 


(B-1) 

波動 が 媒質 1 を 進む 、 波 長 。 

(B-2) 

波動 が 媒質 2 を 進む 、 波 長 。 

上 記 の (B-1) の 値 と 、 上 記 の (B-2) の 値 と の 、 比 。 


媒質 1 の 密度 が 、 貴 で ある 場合 。 媒 質 2 の 密度 が 、 密 で ある 場合 。 
上 記 の (1) の 値 は 、 上 記 の (2) の 値 よ り も 、 大 きい こと 。 


波動 に お ける 、 物 質 A の 絶対 屈折 率 
真空 に 対す る 、 物 質 A の 屈折 率 。 


1) 

媒質 1 か ら 、 媒 質 2 へ の 、 人 入射 角 。 
(2) 

屈折 後 の 角度 。 


上 記 に お いて 。 
媒質 1 が 、 真 空 で ある 場合 。 媒質 2 が 、 物 質 A で ある 場合 。 


波動 に お ける 、 反 射 
人 射 角 と 反射 角 が 、 等 し いこ と . 


流動 に お ける 、 強 及 。 
それ は 、 波 の エネ ルギー に 、 比 例 す る こと 。 


波 の エネ ルギー。 
それ は 、 媒質 の 周期 運動 に よる 、 力 学 的 エネ ルギー で ある こと 。 


密度 が 大 きい 媒質 ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 
湿度 が 大 きい 媒質 ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 
例 。 波 の 強 さ と 媒質 の 種類 と の 関係 。 


媒質 が 、 固 体 の 場合 。 そ の 波 は 、 一 番 強い こと 。 

媒質 が 、 液 体 の 場合 。 そ の 波 は 、 二 番目 に 強い こと 。 

媒質 が 、 気 体 の 場合 。 そ の 波 は 、 三 番目 に 強い こと 。 そ の 波 は 、 一 
番 弱 いこ と 。 


振幅 が 大 きい ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 
振動 数 が 大 きい ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 
速度 が 速く な る ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 


波動 に お ける 、 速度 。 
それ は 、 媒 質 の 温度 が 、 より 上 が っ た 場合 、 よ り 速 く な る こと 。 
それ は 、 媒 質 の 密度 が 、 よ り 上 が っ た 場合 、 よ り 速 く な る こと 。 


流動 に お ける 、 共 振 。 


振動 体 。 
それ は 、 振 動 す る 物質 で ある こと 。 


固有 振動 。 
振動 体 を 自由 に 振動 させ た 時 の 、 振 動 。 


固有 振動 数 。 
固有 振動 に お ける 、 振 動 数 。 


振動 体 に 対し て 、 そ の 固有 振動 の 周期 に 合わ せ て 、 周 期 的 に 変化 す 
る 外力 を 、 与 えた 場合 。 
その 振動 体 は 、 小 さ な 外 力 の み で 、 振動 を 開始 する こと 。 


そう し た 振動 の 、 開 始 の 発生 。 
それ は 、 共 振 で ある こと 。 
IS 

気 的 振動 の 場合 、 そ れ は 、 同 調 で ある こと 。 


ある 振動 体 A が 振動 する こと 。 
その こと で 、 振 動 の 波 が 発生 する こと 。 
その 波 が 、 別 の 振動 体 B へ と 、 達 する こと 
振動 体 A と 、 振 動体 5 と が 、 同 一 の 固有 振動 数 を 持っ て いる 場合 。 
その 振動 体 B5 が 、 新 た に 振動 する こと 
そう し た 振動 の 、 開 始 の 発生 。 
それ は 、 共 振 で ある こと 。 
の 
気 的 振動 の 場合 、 そ れ は 、 同 調 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 痢 制 。 
プラ ス の 強 制 と 、 マ イナ ス の 強制 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 状態 P を 取る こと を 、 強 制す る 
こと が 出来 る こと 。 
それ は 、 ブ ラス の 強制 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 状態 P を 取る こと を 、 不 許可 に 
する こと が 出来 る こと 

物質 A が 、 物質 B に 対し て 、 物質 B が 状態 P を 取る こと を 、 禁 止 する 
こと が 出来 る こと 

それ は 、 マ イナ ス の 強制 で ある こと 。 


物質 A。 そ れ は 、 働 きか け を 行う 物質 で ある こと 。 
物質 B。 そ れ は 、 働 きか け を 受け る 物質 で ある こと 。 

状態 PD を 取る こと が 出来 る こと 。 状態 P を 取る こと が 出来 な いこ と 。 
それ ら は 、 物 質 に お ける 、 働 きか け の 意図 や 結果 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A に 状態 O を 取ら せる こと を 、 不 許 
可 に する こと が 出来 る こと 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A に 状態 0 を 取ら せる こと を 、 禁 止 
する こと が 出来 る こと 。 

それ は 、 マ イナ ス の 強制 で ある こと 。 


物質 A。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う 物質 で ある こと 。 そ 
れ 上 自身 に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 。 

物質 B。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 働き か け を 受け る 物質 で ある こと 。 
相手 物質 に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 。 

状態 O を 取ら せる こと が 出来 る こと 。 状態 O を 取ら せる こと が 出来 
な いこ と 。 そ れ ら は 、 物 質 に お ける 、 働 きか け の 意図 や 結果 で ある 
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プラ ス の 交 制 。 

それ は 、 働 きか け の 有効 化 の 強制 で ちる こと 。 
マイ ナス の 強制 。 

それ は 、 働 きか け の 無効 化 の 強制 で ちあ る こと 。 


物質 一 般 は 、 意 図 を 持つ こと 。 

意図 を 持つ 物質 。 そ れ は 、 生 物 に 限定 され な いこ と 。 
物質 に お ける 、 意 図 。 

例 。 

物質 は 、 重 力 に 従っ て 落下 し よう と する こと 。 

酸 は 、 相 手 物質 を 酸化 させ よう と する こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 変化 する こと を 、 強 制す る こと 
が 出来 て いる こと 。 

例 。 

塩酸 が 、 鉄 を 、 必 ず 酸 化 さ せる こと が 出来 る こと 。 

塩酸 が 、 鉄 に 対し て 、 酸 化 を 強制 する こと が 出来 て いる こと 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 攻撃 で ある こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 高 い エ ネル ギー 性 で ある こと 。 


例 。 気体 性 。 男 性 性 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 支配 で ある こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 上 位 性 で ある こ 
寺 

物質 A は 上 位 者 で あり 、 物 質 B は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 塩 松 は 上 位 者 で あり 、 鉄 は 下位 者 で ある こと 。 


物質 A は 、 あ ら ゆ る 物質 を 、 絶 対 に 変化 させ る こと が 出来 る こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 絶 対 的 な 攻撃 能力 で ある こと 。 
物質 A は 、 絶 対 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A を 変化 させ る こと を 、 禁 止 す る こ 
と が 出来 る こと 。 

物質 A は 、 物 質 B の 働き か け に よっ て 、 絶 対 に 変化 し な いこ と 。 

例 。 

白金 は 、 塩 酸 に よっ て 、 決 し て 酸化 され な いこ と 。 

白金 は 、 塩 酸 に 対し て 、 白 金 そ れ 自 身 の 酸化 を 禁止 さす せる こと が 出 
来 て いる こと 。 

例 。 

巨大 な 岩石 は 、 強 風 が 吹い て も 、 決 し て 移動 し な いこ と 。 

巨大 な 岩石 は 、 強 風 に よっ て 、 決 し て 動か され な いこ と 。 

巨大 な 岩石 が 、 強 風 に 対し て 、 岩 石 そ れ 自 身 の 移動 を 禁止 させ る こ 
と が 出来 て いる こと 。 

例 。 

鉄 は 、 決 し て 、 光 を 通さ な いこ と 。 

鉄 は 、 光 に 対し て 、 鉄 それ 自身 に 対す る 光波 の 通過 を 、 禁 止 さ せる 
こと が 出来 て いる こと 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 防御 や 防衛 で ある 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 高 い 保存 性 で ある こと 。 
例 。 液体 性 。 女 性 性 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 支配 で ある こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 上 位 性 で ある こ 
5 

物質 A は 上 位 者 で あり 、 物 質 B は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 白金 は 上 位 者 で あり 、 塩 酸 は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 巨大 な 宇 石 は 上 位 者 で あり 、 強 風 は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 鉄 は 上 位 者 で あり 、 光 は 下位 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 絶 対 に 変化 し な いこ と 。 
それ は 、 物 質 A4 に お ける 、 絶 対 的 な 防御 能力 や 防衛 能力 で ある こ 


Ca 

それ は 、 物 質 A に お ける 、 絶 対 的 な 保存 能力 で ある こと 。 
物質 A は 、 絶 対 者 で ある こと 。 

例 。 白金 は 、 絶 対 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 そ れ 自 身 を 改変 する こと 。 

物質 A が 、 物 質 B を 改変 する こと 。 

それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 改 変 力 の 行使 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 働 きか け の 有効 化 で ある こと 。 


改変 力 の 行使 に お いて 。 


改変 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 
改変 し な いこ と 。 物質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 能 性 で ある 


[の 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 性 で あ 
る こと 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 で ある 


(5 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 従属 性 で あ 
る だ ど 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 で ある 


5 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 性 で あ 
る こと 。 


物質 A が 、 そ れ 自 身 を 保存 する こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 保存 する こと 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


物質 A が 、 そ れ 自 身 の 改変 を 禁止 する こと 。 
物質 A が 、 物 質 B の 改変 を 禁止 する こと 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 保 存 力 の 行使 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 で ある こと 。 


保存 力 の 行使 に お いて 。 

保存 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 

保存 し な いこ と 。 物質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 
改変 を 禁止 し な いこ と 。 物 質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 


保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 能 性 で ある 
(Wo 

保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 性 で あ 
人 のど 。 


保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 で ある 
(5 

保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 従属 性 で あ 
る こと 。 


保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 で ある 
(< 
保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 性 で あ 
る と 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 能 性 
で ある こと 。 

改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 
性 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 
で ある こと 。 

改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 ^A に お ける 従属 
性 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 
で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 
性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 力 と 禁止 力 。 


強制 力 。 


それ は 、 プ ラス の 強 制 力 で ある こと 。 
それ は 、 和 気体 的 な 力 で ある こと 。 そ れ は 、 男 性 的 な 力 で ある こと 。 


それ は 、 マ イナ ス の 強制 力 で ある こと 。 
それ は 、 液 体 的 な 力 で ある こと 。 そ れ は 、 女 性 的 な 力 で ある こと 。 


生物 の 、 物 質 的 な 定義 。 

物質 A が 、 そ れ 自身 を 保存 する こと 。 

例 。 白金 

物質 A が 、 活 動 する こと 。 

例 。 活 火山 。 

それ ら の 性 質 を 併せ 持つ 物質 A。 

それ ら の 性 質 を 持続 させ る 物質 A。 

それ ら を 実現 する た め に 、 資 源 を 継続 的 に 消費 する 、 物 質 A。 
物質 A は 、 生 物 で ある こと 。 

資源 の 、 物 質 的 な 定義 。 


物質 B が 、 そ れ 自 身 を 保存 する こと 。 
物質 B が 、 活 動 す る こと 。 


物質 4 が 、 物 質 B に 対し て 、 そ うし た 生物 と し て の 性 質 を 、 持 続 さ せ 
る こと 。 
そう し た 、 物 質 A。 


物質 A は 、 物 質 B に と っ て の 資源 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 
エネ ルギー 性 物質 と 保存 性 物質 。 
粒子 間 に お ける 引力 と の 関連 。 


エネ ルギー 性 物質 と 、 保 存 性 物質 。 


エネ ルギー 性 物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー を 行使 する 物質 。 

動く 物質 。 動か す 物質 。 
仕事 を する 物質 。 

稼ぐ 物質 。 

現状 を 変更 する 物質 。 
手術 を 行う 物質 。 
自己 捨て 身 を 行う 物質 。 

資源 や 凡 養 を 、 使 用 し 消費 する 、 物 質 。 
発 妹 す る 物質 。 発 信 す る 物 。 

例 。 

気体 。 

例 


気体 性 の 生物 。 男 性 。 


保存 性 物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 を 行使 する 物質 。 
不動 の 物質 。 止め る 物質 。 
自己 保身 を 行う 物質 。 
原状 復帰 する 物質 。 
現状 を 維持 する 物質 。 


治癒 を 行う 物質 。 

資源 や 宋 養 を 、 付 与 する 物質 。 養 物質 。 
受け 止め る 物質 。 受 容 する 物質 。 受 信 す る 物質 。 
例 。 

液体 。 

例 。 

液体 性 の 生物 。 女性 。 


エネ ルギー 性 物質 。 そ の 欠点 。 

それ は 、 保 存 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 原 状 復 帰 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 現 状 維 持 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 治 癒 を 行う 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 消 耗 する こと 。 

それ は 、 自 己 捨て 映 で 、 リ スク に 直面 し な が ら 動く こと 。 


保存 性 物質 。 そ の 欠点 。 

それ は 、 仕 事 する 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 稼 ぐ 能 力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 リ スク を 回 避 し て 、 安 全 第 一 で 動く こと 。 
それ は 、 新 領域 開拓 の 能力 に 欠け る こと 。 


エネ ルギー 性 の 行為 。 
それ は 、 和 気体 的 行為 で ある こと 。 
それ は 、 男 性 的 行為 で や る こと 。 


保存 性 の 行為 。 
それ は 、 液 体 的 行為 で も る こと 。 
それ は 、 女 性 的 行為 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 の 思想 。 
それ は 、 気 体 的 思想 で ある こと 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 の 思想 で ある こと 。 


保存 性 の 思想 。 
それ は 、 液 体 的 思想 で ある こと 。 


それ は 、 女 性 優位 社会 の 思想 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 引 力 と 保存 力 と の 関連 。 


粒子 状 の 物質 に お いて 。 
以下 の 内 容 が 、 成 立 す る こと 。 


に 】pa 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 粒子 に お いて 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 接近 させ る 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 誘引 する 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 惹き 付け る 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 引き 込む 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 一 体 融 合 化 させ る 力 。 
それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 呑み 込む 力 。 

それ 上 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 包含 する 力 。 

例 。 女性 に お ける 、 男 性 に 対す る 、 性 的 誘引 力 の 行使 。 


引き 込む 側 の 粒子 。 

それ は 、 動 か な いこ と 。 

それ は 、 定 住 者 で ある こと 。 

例 。 固体 。 液 体 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 卵細胞 。 女性 。 


引き 込ま れる 側 の 粒子 。 

それ は 、 動 く こ と 。 

それ は 、 移 動 者 で ある こと 。 

例 。 気体 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


万 有 引 力 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
全て の 粒子 物質 は 、 引 力 を 備え て いる こと 。 


万 有 引 カ 。 
それ は 、 保 存 力 で ある こと .。 


引力 。 保 存 力 。 そ れ ら の 大 き さ は 、 互 い に 比例 する こと 。 


引力 が 強い 粒子 。 そ の 質量 は 大 きい こと 。 そ れ は 、 重 いこ と 。 
例 。 固体 分 子 。 液 体 分 子 。 液 体 性 の 生物 。 細胞 。 卵子 。 女 性 。 


引力 が 弱い 粒子 。 そ の 質量 は 小さ いこ と 。 そ れ は 、 軽 いこ と 。 
例 。 気 体 分 子 。 気 体 性 の 生物 。 ウ ィ ルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


例 。 

人 間 の 女性 が 、 彼 女 自身 の 体重 を 、 盛 ん に 気 に す る こと 。 
その 理由 。 

彼女 は 、 そ も そ も 重 い 存 在 で ある か ら 。 


引力 が 強い 粒子 。 そ れ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 
例 。 固体 分 子 。 液 体 分 子 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 


引力 が 弱い 粒子 。 そ れ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 
例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


他 の 粒子 に よる 引力 を 振り 切ら な い 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 相互 に 引き 合う つ 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 相互 に 足 を 引っ 張り 合う つ 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 一 体 杏 合 化し て 動く 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 同調 し て 動く 、 別 の 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

例 。 固 体 分 子 。 液体 分 子 。 液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 


他 の 粒子 に よる 引力 を 振り 切っ て 、 自 由 に 飛翔 する 、 別 の 粒子 。 
他 の 粒子 と は 独自 に 、 個 別に 自由 に 動く 、 別 の 粒子 。 


それ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 
例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


ある 粒子 に お ける 、 他 の 粒子 か ら の 引力 を 振り 切る 力 。 
その 力 の 流 。 
それ は 、 運 動 エ ネル ギー で ある こと 。 


運動 エネ ルギー が 大 きい 粒子 。 

仕事 を する 粒子 。 稼ぐ 粒子 。 

現状 を 変更 する 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 

それ は 、 引 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 

例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


運動 エネ ルギー が 小さ い 粒 子 。 

仕事 を し な い 粒 子 。 稼 が な い 粒 子 。 

現状 を 維持 する 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

それ は 、 引 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

例 。 固 体 分 子 。 液体 分 子 。 液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵 子 。 女性 。 


ある 粒子 に お ける 、 位 置 エ ネル ギー。 

それ は 、 そ の 粒子 の 位置 の 高 さ の 表れ で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 の 重力 の 大 き さ の 表れ で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 の 保存 力 の 大 き さ の 表れ で ある こと 。 


その 粒子 の 土台 が 撤去 され な い 限 り 。 
それ は 、 運 動 エ ネル ギー に 転化 する こと は 、 決 し て 無い こと 。 


それ は 、 以 下 の よ うお なお 物質 に お いて 、 大 きい こと 。 
例 。 固体 。 液 体 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 


引力 が 強い 粒子 同士 は 、 互 い に 一 体 融 合 化 し て 、 ひ と まとまり に な 
る 所 を 。 


そう し た 、 粒 子 群 の まとまり に お いて 。 

表面 張力 が 働く こと 。 そ れ は 、 表 面積 を 最小 に し よう と する 力 で あ 
る こと 。 

対外 的 に 、 閉 鎖 性 や 排他 性 が 、 生 じ る こと 

その 内 部 に お いて 、 機 密 性 が 生じ る こと 

その 内 部 に お いて 、 調 和 が 生じ る こと 。 


その 内 部 に お いて 、 調 和 を 乱す 粒子 が 発生 し た 場合 。 
そう し た 粒子 は 、 追 放さ れる こと 。 
そう し た 粒子 は 、 そ の 存在 自体 を 、 抹 消さ れる こと 。 


例 。 液体 に お ける 、 液体 分 子 同士 。 液 状 の 水 に お ける 、 水 分 子 同 
mm 


例 。 女性 専用 社会 に お ける 、 女 性 同士 。 
例 。 女性 優位 社会 に お ける 、 生 物 同 士 。 例 。 ロ シア 社会 や 中 国 社 会 
や 韓国 社会 や 日 本 社会 に お ける 、 人 間 同 士 。 


引力 が 層 い 粒子 同士 は 、 互 い に バ ラバ ラ で 、 ひ と まとまり に な ら な 
し いい こと 。 

例 。 気体 に お ける 、 気 体 分 子 同士 。 空気 に お ける 、 酸 素 分 子 同士 
例 男性 専用 社会 に お ける 、 男 性 同 二 

例 。 男性 優位 社会 に お ける 、 生 物 同士 。 例 。 欧米 社会 や 中 東 社会 に 
お ける 、 人 間 同 土 。 


ある 粒子 に お いて 。 
質量 。 万 有 引 力 。 保 存 力 。 そ れ ら の 大 き さ は 、 互 い に 比 例 す る こ 
と 。 


ある 粒子 に お ける 、 引 力 。 そ の 発生 源 。 
それ は 、 そ の 粒子 に お ける 保存 力 で ある こと 。 


ある 粒子 に お ける 、 保 存 力 。 そ の 発生 源 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の を 成立 させ る 力 で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 その も の を 維持 する 力 で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 その も の を 保つ 力 で ある こと 。 


それ は 、 そ の 粒子 その も の に 、 内 蔵 さ れ 、 内 包 さ れ て いる こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 その も の の 根源 で ある こと 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の と 不可 分 で ある こと 。 
保存 力 。 そ の 探求 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
物質 の 根源 その も の 。 そ の 探求 。 


追加 内 容 。2023 年 3 月 下旬 初出 。 
従来 の 物理 学 に お ける 保存 力 の 概 
念 と その 限界 。 保存 力 の 概念 の 根 
本 的 な 時 新 の 必要 性 。 保存 性 の 概 
念 の 、 學 存 物理 学 へ の 新規 導入 の 
必要 性 。 観 察 物 理学 の 新規 提唱 。 
質 子 の 概念 の 新規 提唱 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 保 存 の 概念 。 そ れ ら の 限界 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 保存 則 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー 保存 の 法則 。 
孤立 償 に お いて 、 エ ネル ギー の 総量 な いし 総和 は 、 変 化し な いこ 
と 。 


運動 量 保存 の 法則 。 
閉鎖 的 で 外力 が 働か な い 糸 に お いて 。 
その 糸 の 運動 量 の 総和 は 、 不 変 で ある こと 。 


その 系 の 個々 の 物体 の 運動 量 が 変化 し た 場合 に お いて 。 
それ ら の 運動 量 の 総和 は 、 変 化し な いこ と 。 


角 運 動 量 保存 の 法則 。 

ある 軸 に 対し て 回 転 運動 を 行っ て いる 物体 に お いて 。 

角 運 動 量 。 回 転 の 勢い を 表す 量 。 

物体 に 働く 合力 が 中 心 力 で ある 場合 。 角 運動 量 は 、 時 間 に よ ら ず 一 
定 で ある こと 。 


電荷 の 保存 則 。 電気 量 の 保存 則 。 
孤立 人 奈 に お いて 、 電 気 量 の 総量 は 、 恒 久 的 に 変化 し な いこ と 。 


質量 保存 の 法則 。 
化学 反応 の 前 後に お いて 。 
物質 の 総 質 量 は 、 変 化し な いこ と 。 


上 記 の 間々 の 法則 に お ける 、 共 通 内 容 の 有 要約 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 的 変化 。 化学 的 変化 。 

そう し た 変化 の 前 後に お いて 。 

物理 量 の 総和 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 

物質 問 に お ける 結合 の 総量 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 


物理 現象 。 そ の 時 間 的 変化 。 そ の 段階 的 変化 。 
そう し た 変化 に お いて 。 
孤立 償 の 内 部 に お いて 。 
ある 物理 量 の 総和 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 


物理 学 に お ける 、 従 来 の 保存 に 関す る 知見 。 
物理 学 に お ける 、 従 来 の 保存 則 。 

それ ら に お ける 、 根 本 的 な 問題 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ ら の 内 容 は 、 エ ネル ギー 系 に 、 偽 っ て いる こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 運 動 に 、 偏 っ て いる こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 動 的 反応 に 、 偏 っ て いる こと 。 


それ ら の 内 容 は 、 保存 力 の 行使 や 不動 性 に つい て の 内 容 を 、 無 意識 
の つ ち に 、 意 図 的 に 除外 し 省略 し て いる こと 。 

それ ら の 内 容 に お いて 。 保存 力 の 行使 や 不動 性 に つい て の 内 容 が 、 
欠如 し た まま で ある こと 。 


その 発生 原因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


そう し た 知見 が 、 専 ら 、 気 体 性 社会 の 産物 だ っ た か ら 。 

そう し た 知見 が 、 専 ら 、 気 体 的 思想 の 産物 だ っ た か ら 。 

気体 は 、 高 い エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こと 。 

気体 は 、 高 い 運動 性 の 物質 で ある こと 。 

その 結果 。 気体 的 思想 は 、 エ ネル ギー や 運動 や 動 的 反応 の み を 重視 
する こと 。 

そう し た 気体 的 思想 で 動く 気体 性 社会 。 例 。 欧米 諸国 。 

そう し た 社会 は 、 エネ ルギー や 運動 や 動 的 反応 に 関す る 知見 の み 
を 、 科 学 的 知見 と し て 重視 する こと 。 

そう し た 社会 は 、 保 存 力 に 関す る 知見 を 、 科 学 的 知見 と し て は 軽視 
する こと 。 

の 

液体 的 思想 で 動く 液体 性 社会 。 

そう し た 社会 は 、 本 来 は 、 保 存 力 に 関す る 新た な 知見 を 、 生 み 出 す 
べき で あっ た こと 。 

し か し 。 

そう し た 社会 は 、 新 た な 未知 の 知見 を も た ら す 能力 が 、 根 本 的 に 欠 
如 し て いる こと 。 


それ ら の 結果 。 
保存 力 に 関す る 新た な 知見 が 、 今 な お 、 十 分 に は 、 も た ら さ れ て い 
な いこ と 。 


私 は 、 液 体 的 思想 に 基づい て 、 物 質 保存 則 に つい て の 新た な 知見 
を 、 追 加 し て 行き た い 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 の 保存 。 
それ は 、 物 質 に 対す る 、 保 存 力 の 行使 で ある こと 。 


物質 の 保 和 存 。 
その 有効 な 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


孤立 償 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 する こと 。 
物質 に お ける 保存 力 は 、 孤 立 償 の 内 部 に 限定 され る 形 で 、 行 使 され 
の こと 。 


孤立 償 の 内 部 。 
それ は 、 保 存 系 と 呼ぶ こと が 出来 る こと 。 


孤立 償 に お ける 孤立 性 を 、 完 全 に 保持 する こと 。 

孤立 償 に お いて 。 漏れ や 隙間 が 、 完 全 に 無い こと 。 

孤立 償 に お いて 。 そ の 包装 や パッ ケー ジ が 、 完 全 で ある こと 。 
例 。 真空 パッ ク さ れ た 、 レ トル ト 食 品 。 

例 。 テ トラ バッ ク で 提供 され た 、 乳 飲料 。 


その 物質 その も の が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 
その 物質 その も の が 、 以 下 の 力 を 持っ て いる こと 。 


外部 影 響 を 、 シ ャ ッ ト ア ウト する 力 。 

売 全 な 包含 性 。 

売 全 な 内 包 性 。 

寺 全 な 響 面 性 。 

寺 全 な シー ル 性 。 

寺 全 な 対外 隔離 性 。 

寺 全 な 対外 閉鎖 性 。 

寺 全 な 対外 遮断 性 。 

寺 全 な 排他 性 。 

外部 物質 の 侵 人 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 

外部 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 寺 全 に 締め 出す 力 。 
外部 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 完 全 に 締め 切る 力 。 
完 全 な 対外 防御 性 。 


完全 な 防御 武装 性 。 

完全 な 護 筐 衛 性 。 

表面 を 最小 化す る こと 。 液体 に お ける 、 表 面 張力 。 

例 。 真空 パッ ク 容 器 。 外 気 の シ ャ ッ ト ア ウト 。 

例 。 魔法 瓶 。 冷蔵 庫 。 二 重 窓 。 衣 類 。 そ の 外部 に お ける 温度 変化 
の 5 ジジ ヤツ ドア ウト 。 

例 。 サ ー ジ カル マス ク 。 そ の 外部 に お ける 菌 や ウィ ルス の 、 シ ャ ッ 
に ド 、 


その 内 部 に お ける 、 完 全 な 調和 性 。 
その 内 部 に お ける 、 完 全 な 平和 性 。 
例 。 温室 生活 。 


その 内 部 に お ける 、 寺 全 な 機密 性 。 

内 部 物質 を 、 外 部 に 、 一 切 出 さ な い 力 。 

内 部 物質 を 、 内 部 の み に 、 閉 じ 込 め る 力 。 

内 部 物質 を 、 密 閉 す る 力 。 

内 部 物質 を 、 密 封 する 力 。 

内 部 物質 の 漏洩 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 

その 内 部 と 外部 と を 繋ぐ 通路 の 存在 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 
その 内 部 の 存在 自体 を 、 外 部 に 知ら れ な いよ うに する 力 。 
その 内 部 の 存在 自体 を 、 最 初 か ら 無かっ た こと に する 力 。 


その 物質 が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 
寺 全 な 不動 性 。 
寺 全 な 不変 性 。 
寺 全 な 不 活性 。 


その 物質 が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 


仮に それ 自身 が 傷 付 いた 場合 。 その 傷 を 、 自 力 で 、 独 力 で 、 衣 ぐ に 
治す 力 。 

完全 な 原状 復帰 性 。 

売 全 な 原状 回 復 性 。 

完全 な 治癒 性 。 

売 全 な 予防 性 。 


いっ た ん その 内 部 へ と 侵入 し た 、 外 部 か ら の 影響 を 、 再 び シ ャ ッ ト 


アウ ト す る 力 。 
いっ た ん その 内 部 へ と 侵入 し た 外部 物質 を 、 そ の 外部 へ と 、 再 ひ 追 
い 出 す 力 。 


例 。 室 気 清浄 機 。 侵 人 し た ウィ ルス の シャ ッ ト ア ウト 。 


物質 に お ける 、 外 部 か ら の 影響 。 そ の 分 類 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 の 影響 。 外 部 気体 の 侵 人 。 有害 ガス の 侵入 。 
液体 性 の 影響 。 外 部 液体 の 侵 人 。 津 波 の 流入 。 有 娠 溶剤 の 流入 。 
固体 性 の 影響 。 外 部 固体 の 侵入 。 土 砂 の 流入 。 


物質 に お ける 、 防 御 。 

物質 に お ける 、 外 部 か ら の 影響 の 防止 。 
シー ルド 。 プロテクト 。 
それ ら の 分 類 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


粒子 の 有無 の 影響 。 


真空 性 の 維持 に 対す る 妨害 の 、 防 止 。 例 。 真空 パッ ク 容 器 の 、 万 能 
化 。 


粒子 の 存在 維持 に 対す る 妨害 の 、 防 止 。 例 。 宇宙 毅 内 部 に お ける 、 
酸素 や 水 の 維 持 。 


気体 性 の 影響 。 

外部 気体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 気 密 性 の 確保 。 例 。 寒 准 地 に お け 
る 、 冷気 流入 防止 の た め の 、 二 重 窓 の 万 能 化 。 

内 部 気体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 気 密 性 の 確保 。 例 。 寒 准 地 に お け 
る 、 暖 気流 出 防止 の た め の 、 二 重 窓 の 万 能 化 。 


液体 性 の 影響 。 


外部 液体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 濡 れ の 防止 。 例 。 台 所 の 水 仕事 に 
お ける 、 水 濡れ 防止 の た め の 、 娠 創 言 の 万 能 化 。 

内 部 液体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 液 漏れ の 防止 。 例 。 浴室 に お け 
る 、 水 漏れ 防止 シー ルド の 万 能 化 。 


固体 性 の 影響 。 

外部 固体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 

外部 の 岩石 や 土砂 の 、 流 入 の 防止 。 例 。 砂防 ダ ム の 完全 化 。 
外部 の 粉塵 の 流入 の 防止 。 例 。 飛 聞 す る 有害 昆虫 の 侵入 を 防止 す 
る 、 綱 戸 の 完全 化 。 

内 部 固体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 

内 部 の 岩石 や 土砂 の 、 流 出 の 防止 。 例 。 コ ンク リー ト 擁 壁 の 完全 
化 。 
内 部 の 粉塵 の 流出 の 防止 。 例 。 小麦 炉 の パッ ケー ジ の 完全 化 。 


外部 温度 影響 の 防止 。 低 温 や 高温 に 対す る 防御 。 
外部 湿度 影響 の 防止 。 乾 燥 や 湿潤 に 対す る 防御 。 
外部 圧力 影響 の 防止 。 低 圧 や 高圧 に 対す る 防御 。 崩 沙 の 防止 。 


易 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 傷 付く が 、 そ の 内 部 は 、 傷 付か ず 、 不 変 で ある こと 。 
変形 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 変 形 す る が 、 そ の 内 部 は 、 変 形 せ ず 、 不 変 で ある こ 
ee 

切断 に 対す る 防御 。 

その 、 外 部 も 内 部 も 、 切 断 さ れず 、 不 変 で ある こと 。 
反応 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 化 学 反応 し て 変質 する が 、 そ の 内 部 は 、 変 質 せ ず 、 不 
変 で ある こと 。 


不 活性 の 物質 。 


不 活性 。 
外部 か ら の 働き か け に 対し て 、 反 応 し な いこ と 。 


例 。 化学 反応 し な いこ と 。 


外部 か ら の 働き か け に 対し て 。 

と て も 微弱 に 反応 する こと 。 

と て も ゆっ くり 反応 する こと 

と て も 鈍く 反応 する こと 。 

例 。 金地 金 。 白 金 の 地 金 。 極 め て 、 化 学 反 応 し に くい こと 。 

例 。 窒素 。 電 子 を 必要 と し な いこ と 。 電子 を 外部 か ら 獲 得 し な いこ 
と 。 内 部 の 電子 を 喪失 し な いこ と 。 不 活性 ガス 。 


反応 。 
物質 内 部 に お ける 、 リ ンク や 結合 の 、 切 除 や 置換 。 


不 反応 。 
物質 内 部 に お ける 、 リ ンク や 結合 の 、 保 持 や 維持 。 


活性 。 
反応 する こと 


不 活性 。 
反応 し な いこ と 。 不 反応 で ある こと 。 


保全 。 

孤立 償 の 、 保持 や 維持 。 

孤立 系 の 、 保存 や 存続 。 

例 。 環境 保全 活動 。 環 境 を 、 系 と し て 捉え る こと 。 


現状 維持 。 その た め の ケ ア 。 現 状 変化 に 対す る 予防 。 それ ら の 行為 
を 、 自 力 で 行う こと 。 セ ルフ ケア 。 

例 。 健康 維持 。 病気 予防 。 

現状 変化 後 の 、 原 状 復帰 や 原状 回 帰 や 原状 修復 や 、 源 へ の 回 帰 や 、 
根本 へ の 回 帰 。 そ の た め の 治 癒 行為 。 そ れ ら の 行為 を 、 自 力 で 行う 


こと 。 自己 修復 。 

例 。 傷 や 変形 や 失 れ の 、 治 癒 や 修復 。 傷 付い た 部 分 に お ける 、 か さ 
ぶた の 生成 。 離 反 部 分 の 、 縫 い 合 わせ や 接着 。 

例 。 液体 表面 を 斬っ て も 、 直 ぐに 元 に 戻る こと 


物質 に お ける 、 不 変性 。 

例 。 

物質 に お ける 、 不 動 性 や 定住 性 。 物質 の 所 在 位置 に お ける 、 守 間 的 
な 、 時 間 的 な 、 不 変性 。 


物質 に お ける 、 永 遠 性 。 物 質 の 不変 性 に お いて 、 空 間 的 な 限界 が 存 
在 し な いこ と 。 
物質 に お ける 、 永 久 性 。 物 質 の 不変 性 に お いて 、 時 間 的 な 限界 が 存 
在 し な いこ と 。 


それ ら の 対立 概 師 。 
仏教 に お ける 、 万 物流 転 の 概念 。 


不変 性 。 

物質 を 構成 する 粒子 問 の 、 組 み 合わ せ や リン ク は 変化 する こと 

し か し 、 粒 子 それ 自体 の 性 質 は 、 変 化し な いこ と 。 

を 村 成す る 和子 周 の 組み 合わ せ や リン ク が 、 変 化し な いこ 
を する 族 の 間 それ 邊 の 人 が 変化 し な いこ 


を 本 す る 和子 が する 入 人 トポロジ ー が 、 変 化し な いこ 


物質 を 構成 する 粒子 問 の 、 組 み 合わ せ や リン ク が 、 保 持 さ れ 続け る 
己 半 


物質 を 構成 する 最小 単位 の 素 粒子 それ 自体 の 性 質 が 、 保 持 さ れ 続け 
る こと 。 
物質 を 構成 する 粒子 が 形成 する 社会 の トポロジ ー が 、 保 持 され 続け 
る ご の 。 


物質 に お ける 、 不 変性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 を 構成 する 粒子 に お いて 。 

そう し た 粒子 社会 の トポロジ ー に お ける 不変 性 。 
そう し た 粒子 社会 の トポロジ ー に お ける 恒常 性 。 


反応 。 

物質 を 構成 する 粒子 間 の 、 順 列 や 組み 合わ せ や リン ク が 、 変 動 す る 
こと 。 変質 。 変量 。 

粒子 それ 自体 の 性 質 が 、 変 動 す る こと 。 変質 。 変 量 。 

粒子 の 社会 の トポロジ ー が 、 変 動 す る こと 。 変質 。 変 量 。 

例 。 

合成 。 下 位 レ ベル の 粒子 群 か ら 、 上 位 レ ベル の 粒子 を 、 合 成す る こ 
呈 


分 解 。 上 位 レ ベル の 粒子 群 を 、 下 位 レ ベル の 粒子 へ と 、 分 解す る こ 
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物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


根本 粒子 。 素 粒子 。 

粒子 同士 の 、 順 列 や 組み 合わ せ や 、 リ ンク や 連結 や 接続 や 、 相 互 作 
用 。 そ れ ら の 有無 。 

粒子 の 社会 。 


保存 性 の 物質 。 そ の 本 質 。 
例 。 液体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 生物 。 女 性 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 
例 。 中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 。 


その 物質 は 、 自 己 保 存 を 最 優先 する こと 。 
その 物質 は 、 自 己 保 身 性 で 動く こと 。 
その 物質 は 、 他 の 物質 を 犠牲 に し て で も 、 そ れ 自 身 は 存続 し よう と 


する こと 。 
その 物質 は 、 内 部 で 調和 する こと 。 


その 物質 は 、 外 的 存在 に 対し て 、 そ の 内 部 へ の 侵入 を 拒む こと 。 
その 物質 は 、 外 的 存在 に 対し て 、 そ の 表面 を 最小 化す る こと 。 そ の 
物質 は 、 表 面 張力 を 保持 する こと 。 

その 物質 は 、 そ の 内 部 が 、 温 室 的 で 、 快 適 で ある こと 。 

その 物質 は 、 そ の 内 部 か ら の 脱出 が 、 困 難 で ある こと 。 

その 物質 は 、 専 制 支 配 的 で ある こと 。 


そう し た 外 的 存在 が 、 そ の 物質 より も 、 強 力 で あっ た 場合 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 か ら の 働き か け に 対し て 、 視 目 的 な 
丸呑み を 行う こと 。 

例 。 女性 が 、 強 権 者 の 主張 内 容 の 丸 暗 記 を 、 得 意 と する こと 。 女 性 
が 、 学 校 の 教科 書 の 丸 暗記 を 、 得 意 と する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 に 対し て 、 妨 び 、 迎 合 し 、 度 する 
だ 。 

例 。 女性 が 、 強 権 者 に 対し て 、 び 、 迎 合 し 、 装 度 す る こと を 、 得 
意 と する こと 。 日 本 人 が 、 ア メリ カ に 対し て 、 妨 び 、 迎 合 し 、 度 
する こと を 、 得 意 と する こと 。 

その 物質 に よる 、 そ うし た 動作 は 、 そ うし た 外 的 存在 が 居る 限り 、 
無限 に 続く こと 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 が 去っ た 瞬間 に 、 そ つう し た 盲目 的 な 
丸呑み を 、 下 ち に 停止 する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし て 、 程 無く 、 原 状 復帰 する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし て 、 程 無く 、 自 主 的 に 自己 治癒 する こと 。 


その 物質 は 、 自 己 保 身 性 を 、 よ り 高 め よ うと する こと 。 
その 物質 は 、 そ れ 自 身 を 、 よ り 守 りや すく し よう と する こと 。 
その 物質 は 、 そ れ 自 身 を 、 よ り 防 御 し や すく し よう と する こと 。 


その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 動 か な いこ と 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 間 断 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 動 作 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 

その 物質 は 、 作 業 や 仕事 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 
その 物質 は 、 麟 断 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 が 動く こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 も 動く こ 
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その 物質 は 、 外 部 か ら エ ネル ギー が 流入 する こと で 、 初 め て 、 そ れ 
自身 も 動く こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが ある こと で 、 初 め て 、 そ れ 
自身 も 動く こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが 終了 する こと で 、 直 ち に 、 
不動 化す る こと 。 

その 物質 は 、 エ ネル ギー 性 物質 に よる 稼ぎ を 、 必 要 と する こと 。 


その 物質 は 、 リ スク を 回 避 す る こと 。 

その 物質 は 、 リ スク を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 。 

その 物質 は 、 貢 任 を 回 避 す る こと 。 

その 物質 は 、 貢 任 を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 。 

その 物質 は 、 チ ャ レン ジ を 回 避 す る こと 。 

その 物質 は 、 チ ャ レン ジ を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 。 
その 物質 は 、 新 た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 回 避 す る こ 
その 物質 は 、 新 た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 他 の 物質 へ 
と 、 転 嫁 す る こと 。 

その 物質 は 、 何 時 まで も 、 後 進 的 で ある こと 。 


その 物質 は 、 互 い に 、 他 の 物質 の 助け を 得 や すく し よう と する こ 
と 


その 物質 は 、 講 送 船団 方 式 で 、 動 く こと 。 
その 物質 は 、 集 団 主 義 で 、 動 く こと 。 
その 物質 は 、 同 調 主義 で 、 動 く こと 。 


その 物質 の 動作 する 環境 は 、 恵 まれ て いて 、 安 全 で 、 安 定 し て いる 


て 一 


例 。 水滴 。 水 溜り 。 湖 。 海 。 

それ は 、 一 箇所 に 留まっ て 、 動 か な いこ と 。 

それ は 、 体 積 一 定 で ある こと 。 

それ は 、 表 面 張力 が 働い て いて 、 形 状 が 丸い こと 。 

それ は 、 軽 い 外部 物質 を 、 排 除 す る こと 。 例 。 極 く 小 さ な 上 昆虫 が 、 
水面 の 上 に 浮く こと 。 

それ は 、 重 い 外 部 物質 を 、 守 目 的 に 丸呑み する こと 。 例 。 投石 が 、 
一 発 で 、 水 面 下 へ と 沈む こと 。 


それ は 、 一 度 、 内 部 に 入っ た 外部 物質 を 、 外 に 出 そ う と し な いこ 
と 。 例 。 水滴 の 中 に 入っ た 虹 が 、 そ の 外 に 出 ら れ な く な けり 、 陸 上 に 
居 な が ら に し て 、 そ の 水滴 の 内 部 で 沈 れ る こと 。 

それ は 、 他 の 物質 が 動く こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 も 動く こと 。 
例 。 風 に よる 、 水 面 の 波 の 発生 。 地殻 変動 に よる 、 津 波 の 発生 。 
それ は 、 外 部 か ら エ ネル ギー が 流入 する こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 
も 動く こと 。 例 。 太陽 熱 に よる 、 水 の 高温 化 と 、 内 部 対流 の 発生 。 
それ は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが ある こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 
も 動く こと 。 例 。 気 流 で 動く 雲 。 大 気 の 寒冷 化 に よる 降雨 の 発生 。 
山岳 勾配 の 発生 に よる 、 河 川 の 発生 。 

それ は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが 終了 する こと で 、 直 ち に 、 不 動 
化す る こと 。 例 。 風 が 終息 する と 、 下 ち に 、 水面 が 動か な く な る こ 
と 。 

それ は 、 そ の 内 部 が 、 温 室 的 で 、 快 適 で ある こと 。 例 。 水中 や 海中 
は 、 生 物 に と っ て 、 よ り 生 きやすい 環境 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 そ の 本 貸 。 
例 。 気体 。 気体 性 生物 。 男 性 。 男 性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧米 諸 
国 。 中 東 諸 国 。 


その 物質 は 、 自 己 拡 大 を 最 優先 する こと 。 


その 物質 は 、 高 速 運 動 を 好む こと 。 

その 物質 は 、 エ ネル ギ ッ シ ュ な 活動 を 好む こと 。 
その 物質 は 、 仕 事 を 好む こと 。 

その 物質 は 、 稼 ぎ 事 を 好む こと 。 


その 物質 は 、 他 の 物質 の 破壊 を 、 好 むこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 体 当 た り を 、 好 むこ と 。 
その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 突撃 を 、 好 むこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 直撃 を 、 好 むこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 、 掘 削 や 夫 孔 を 、 好 むこ と 。 
その 物質 は 、 暴 力 支 配 的 で ある こと 。 

それ ら の 結果 。 

その 物質 は 、 そ れ 自 身 が 傷 付 きやすい こと 。 

その 物質 は 、 自 己 消耗 し や すい こと 。 

その 物質 は 、 自 己 破壊 し ゃ すい こと 。 


その 物質 は 、 自 己 保 遇 し な いこ と 。 
その 物質 は 、 保 存 性 物質 に よる 治癒 行為 の 実行 を 、 必 要 と する こ 
ea 


その 物質 の 動作 する 環境 は 、 昔 酷 で 、 危 険 で 、 不 安定 で ある こと 。 


その 物質 は 、 新 た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 好 むこ と 。 
その 物質 は 、 何 時 まで も 、 先 進 的 で ある こと 。 


保存 力 に つい て の 記述 に 関す る 、 補 足 。 


上 記 内 容 に お いて 。 

私 に よる 、 保 存 力 の 定義 。 

それ は 、 従来 の 伝統 的 な 物理 学 に お ける 定義 と は 、 大 きく 違っ て い 
る こと 。 


保存 力 。 

それ に つい て の 、 徒 来 の 伝統 的 な 物理 学 に お ける 定義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 物質 が 、 新 た に 運動 を 起こ す た め の 、 潜 在 的 な エネ ルギー の 、 
それ 自身 へ の 、 貯 蓄 や 保存 。 例 。 固体 に お ける 、 位置 エネ ルギー。 


保存 力 。 

それ に つい て の 、 私 の 定義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 物質 に お ける 、 そ れ 自 身 を 保存 し 保持 する 、 力 。 


保存 力 に 関し て 。 

従来 の 定説 と は 、 別 の 種類 の 力 が 、 別 途 存在 する こと 。 

私 は 、 そ の こと に 、 液体 の 動き を 観察 し て いて 、 初 め て 気付 いた 。 
私 は 、 そ の 力 の 具体 的 内 容 を 、 上 記 に お いて 、 明 記し た 。 


観察 物理 学 の 提唱 。 


私 は 、 以 下 の よ うな 内 容 の 物理 学 を 、 新 た に 提唱 する 。 

それ は 、 従 来 の 、 数 式 運用 主体 の 物理 学 と は 、 異 な る も の で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 の 現物 の 動作 の 、 実 験 心理 学 的 手法 に 基づく 、 観 察 。 

物質 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に 基づく 動作 の 、 実 験 心理 
学 的 手法 に 基づく 、 観 察 。 

そう し た 観察 に 基づく 分 析 を 、 主 要 な 内 容 と する 、 物 理学 。 観 察 物 
理学 。 


例 。 

液体 分 子 運動 の 視覚 的 な シミ ュ レ ーション 結果 の 、 観 察 。 
現物 の 水滴 の 動き の 、 現 場 観 察 。 

その よう な 、 液体 の 動作 や 性 質 の 、 観 察 と 分 析 。 


それ ら の 物質 に つい て の 、 視 聴覚 を 活用 し た 、 観 察 。 
それ ら の 物質 の 性 質 の 、 感 覚 心理 学 的 で 、 官 能 検査 的 な 、 分 析 。 


物質 と 社会 と の 関連 に つい て の 分 析 。 男 女 の 性 差 と の 関連 。 それ ら 
に つい て の 、 こ こま で の 内 容 の 、 妥 約 。 


私 は 、 私 自身 が 得 た 最終 的 で 根源 的 な 結論 か ら 、 今 まで と は 逆 方 向 
の 内 容 の 展開 を 、 新 た に 行っ た 。 
それ ら は 、 生 物 や 人 間 に つ いて の 内 容 を 一 括 し た も の を 、 含 むこ 


ea 

それ ら は 、 男 女 の 性 差 の 根源 に つい て の 内 容 を 一 括 し た も の を 、 含 
むこ と 。 

私 は 、 そ れ ら の 内 容 の 要約 を 、 以 下 に お いて 、 記 述 する 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 の 力 が 、 存 在 す る こと 。 
エネ ルギー 性 の 力 。 作動 する 力 。 移動 する 力 。 仕事 する 力 。 
保存 性 の 力 。 制 止 する 力 。 定住 する 力 。 不動 の 力 。 


その こと に 対応 し て 。 

物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 

エネ ルギー 性 の 物質 。 動き回る 物質 。 変 動 す る 物質 。 作動 す る 物 
質 。 移 動 す る 物質 。 

保存 性 の 物質 。 動 か な い 物 質 。 現 状 維持 する 物質 。 原 状 回 復 する 物 


質 。 制 止 する 物質 。 不 動 の 物質 。 定 住 する 物質 。 
気体 。 そ れ は 、 相 対 的 に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こと 。 
液体 。 固 体 。 そ れ ら は 、 相 対 的 に 、 保 存 性 の 物質 で ある こと 。 


生物 一 般 。 人 間 一 般 。 そ れ ら は 、 液 体 で ある こと 。 そ れ ら は 、 保 存 
性 の 物質 で ある こと 。 

細胞 。 卵子 。 女性 。 そ れ ら は 、 液 体 的 生物 で ある こと 。 そ れ ら は 、 
生物 に お ける 、 基 盤 や 中 心 や 本 体 に 、 当 た る こと 。 

ウィ ルス 。 精子 。 男性 。 そ れ ら は 、 気 体 的 生物 で ある こと 。 それら 
は 、 生 物 に お ける 、 外 的 展開 物 や 、 周 辺 部 や 外縁 部 へ の 展開 物 や 、 
付随 物 や 、 使 い 捨 て の 試行 物 に 、 当 た る こと 。 


物質 に お ける 、 思 想 や ポリ シー。 
エネ ルギー 的 な 思想 。 作 動 的 な 思想 。 気 体 的 思想 。 
保存 的 な 思想 。 制 止 的 な 思想 。 液 体 的 思想 。 固 体 的 思想 。 


物質 は 、 固 体 か ら 液体 へ 、 液 体 か ら 気 体 へ と 、 変 化す る こと 。 
物質 は 、 気 体 か ら 液体 へ 、 液 体 か ら 固体 へ と 、 変 化す る こと 。 
固体 と 気体 は せ 、 そ うし た 変化 に お ける 、 両 端 に 位置 する こと 。 
液体 は せ 、 そ うし た 変化 に お ける 、 中 間 に 位 置 す る こと 。 

その 結果 。 以下 の 関係 が 成立 する こと 。 

固体 的 思想 。 ター ミナ ル 的 思想 。 極論 。 

液体 的 思想 。 中 間 的 思想 。 中 心 的 思想 。 中 鹿 論 。 

気体 的 思想 。 タ ー ミ ナル 的 思想 。 極 論 。 普遍 的 思想 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 


粉砕 性 の 物質 。 

粉末 化す る 固体 。 例 。 ビ ピス ケッ ト 。 そ れ ら は 、 粉 砕 や 破壊 が 、 可 能 
で ある こと 。 

気体 。 粉末 性 の 固体 。 例 。 小麦 粉 。 砂 粒 。 そ れ ら は 、 最 初 か ら 、 粉 
砕 され た 状態 で ある こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持っ て いる こと 。 

飛散 性 。 離 散 性 。 分 離 性 。 分 断 性 。 分 散 性 。 分 別 可 能 性 。 分 析 可 能 
性 。 デ ジタル 性 。 客 観 性 。 

乾燥 性 。 


まとまる 人 性質 の 物質 。 く っ 付く 性 質 の 物質 。 

固体 。 例 。 金属 。 

液体 。 

それ ら は 、 粉 砕 や 破壊 が 、 不 可能 で ある こと 。 

それ ら は 、 外 的 な 力 に より 、 変 形 可 能 で ある が 、 そ の 後 も 、 ま と ま 
り 続 ける こと 。 

それ ら は 、 外 的 な 力 に より 、 ス プレ ー 可 能 で ある が 、 程 無く 、 再 び 
まとまる こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持っ て いる こと 。 
連続 性 。 ア ナ ロ グ 性 。 

柔軟 性 。 

自己 保存 性 。 自己 保身 性 。 

現状 維持 性 。 慣性 。 

順応 性 。 

原状 復帰 性 。 自 己 治癒 性 。 自己 回 復 性 。 自己 修復 性 。 

分 断 の 拒否 。 分 析 の 拒否 。 客観 視 の 拒否 。 

湿潤 性 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 

発 ど おこ と が 不可 能 な 物質 。 頑 固 な 物質 。 変 化 不可 能 な 物質 。 固 体 。 
発 お こと が 可能 な 物質 。 柔 軟 な 物質 。 変 化 可 能 な 物質 。 液 体 。 気 
体 。 


物質 . 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
粒子 の 社会 。 

その 構成 要素 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
交 子 その も の 。 


粒子 間 に お ける 、 静 的 な 結合 。 

粒子 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 
それ ら の 有無 。 

それ ら の 可能 性 や 不可 能 性 。 

それ ら の 、 時 間 的 な 、 空 間 的 な 、 存 在 の あり 方 。 
それ ら の 量 。 強弱 。 大小 。 多 少 。 長短 。 


それ ら の 質 。 そ の 内 容 は 、 感 覚 形容 詞 に よっ て 表現 され る こと 。 
例 。 美 し さ 。 


SE 
の 結合 が 強い こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を 
時 に 
固 さ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 
硬 さ 。 そ の 物質 は 、 擁 まな いこ と 。 
剛性 。 そ の 物質 は 、 擁 お こと 


の 結合 が 弱い こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を 
1 
柔らか さ 。 そ の 物質 は 、 変 形 す る こと 。 
軟らか さ 。 そ の 物質 は 、 凹 むこ と 。 


MM 

の 結合 が 切れ る こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 
6 
粉砕 性 。 切 断 性 。 離散 性 。 撤 散 性 。 


の 結合 が 切れ な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 
抽 を も た ら すこ と 
まとまり 。 癒着 性 。 接 着 性 。 粘 着 性 。 自 己 治癒 性 。 


粒子 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 

粒子 同士 が 、 相 互 の 独立 を 保ち つつ 、 一 時 的 に 結合 する こと 
相互 の 衝突 。 一 時 的 な 結合 と 、 そ の 後 の 、 再 度 の 相互 分 離 。 
連絡 。 付き合い 。 や り 取 り 。 交 流 。 交 信 。 物 流 。 

それ ら の 強度 の 高 さ 。 そ れ は 、 気 体 で は 高く 、 液 体 で は 低い 。 
それ ら の 頻度 の 高 さ 。 そ れ は 、 気 体 で は 低く 、 液 体 で は 高い 。 


それ ら の 作用 が 強い こと 。 

それ ら の 作用 が 切れ な いこ と 。 

それ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を も た ら す こと 。 
相互 依存 。 同調 。 分 業 。 シ ステ ム 化 。 燃 わし さ 。 し つこ さ 。 怒 始 。 
相互 関係 に お ける 、 厚 さや 、 底 の 深 さ 。 

それ ら は 、 気 体 で も 液体 で も 、 起 きる こと 


それ ら の 作用 が 弱い こと 。 

それ ら の 作用 が 切れ る こと 。 

それ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を も た ら す こと 。 

孤立 。 独立 。 自立 。 自 閉 。 寂 し さ 。 淡 白 さ 。 相互 関 係 に お ける 、 薄 
さや 、 底 の 浅 さ 。 

それ ら は 、 気 体 で も 液体 で も 、 起 きる こと 


粒子 間 に お ける 、 ま と まり 。 

液体 。 固 体 金 属 。 

それ は 、 物 質 に お いて 、 以 下 の 性 質 を 生み 出す こと 

粒子 間 に お ける 、 内 部 と 外部 と の 、 区 別 。 

粒子 群 が 、 そ れ ら の 外部 を 切り 捨て て 、 そ れ ら の 内 部 の み で ま と ま 
る こと 。 

それ ら の 外部 に 対す る 、 閉 鎖 性 や 排他 性 の 、 発 現 。 

それ ら の 内 部 に お ける 、 調 和 や 温 室 性 や 統制 の 、 発 現 。 


粒子 間 に お ける 、 結 合 や まとまり が 、 切 れる こと 。 
その 、 結 合 や まとまり に 、 傷 が 付く こと 。 

それ が 、 切 れ た まま に な る こと 。 

その 傷 が 、 付 いた まま に な る こと 。 

例 。 切断 され た 鉄骨 。 


それ が 、 再 び ま と まる こと 。 

それ が 、 再 び 、 接 着 し 癒着 する こと 

その 傷 が 、 自 主 的 に 修復 され る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

原状 復帰 。 原 状 回 復 。 自 己 治癒 。 

例 。 

液体 の 水滴 を 斬る と 、 直 ぐに 、 切 れ 目 が 消え て 、 元 通り に な る こ 
と 


生物 の 皮膚 の 傷 が 、 自 然 に 治る こと 。 


粒子 間 に お ける 、 結 合 や まとまり が 、 切 れ な いこ と 。 
人 結合 や まとまり の 、 度 合い が 、 強 過ぎ る こと 。 

の 結合 が 強固 過ぎ て 、 硬 過ぎ て 、 切 る こと が 出来 な いこ と 。 
その 提 着 や 需 着 や 融合 の 度合 い が 週 ぎ て 切る こと が 出来 な いこ 


粒子 間 に お ける 、 レ ベル の 高低 の 存在 。 

低 レ ベル の 粒子 。 例 。 素 粒子 。 

高 レ ベル の 粒子 。 例 。 高 分 子 化合 物 。 生物 。 人 間 。 

低 レ ベル の 粒子 群 か ら 、 高 レベ ル の 粒子 が 、 合 成 さ れる こと 。 
高 レ ベル の 粒子 が 、 低 レベ ル の 粒子 群 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 


物質 に お ける 、 そ うし た 粒子 構造 の 、 デ ジタル 文字 列 情報 に よる 表 
現 。 
その 実現 が 、 物 質 の 社会 学 の 発展 に お いて 、 重 要 で ある こと 。 


生物 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 


エネ ルギー 性 の 生物 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 男 性 。 


保存 性 の 生物 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 

固体 性 の 生物 。 武 装 性 の 生物 。 硬質 で 剛性 の 外装 を 、 身 に 着け た 生 
物 。 鎧 で 武装 し た 生物 。 甲虫 。 甲 南 を 身 に 着け た 武者 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 する こと 。 
ター ミナ ル 的 な 物質 。 気体 。 固 体 。 
中 間 的 な 物質 。 調和 的 な 物質 。 液体 。 


生物 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 
ター ミナ ル 的 で 極端 な 、 生 物 。 ウィルス 。 精子 。 男 性 。 
中 間 的 で 中 市 的 で 穏健 な 、 生 物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 


キツ い 物 質 。 
高圧 が 掛か る 物質 。 高圧 を 掛け る 物質 。 


キツ さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

高い レベ ル の エネ ルギー が 掛か る こと 。 高 い レ ベル の 攻撃 を 受け る 
こと 。 高 い レ ベル の 暴力 支配 を 受け る こと 。 

高い レベ ル の 保存 力 が 掛か る こと 。 高 い レ ベル の 束縛 を 受け る こ 
と 。 高 い レ ベル の 専制 支配 を 受け る こと 。 

高い レベ ル の 刺激 を 受け る こと 。 過 激 性 。 

ター ミナ ル 性 。 極端 性 。 

生物 や 人 間 の 場合 。 左 田 。 右 糞 。 


緩い 物質 . 
低圧 が 掛か る 物質 。 低圧 を 掛け る 物質 。 


緩 さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

低い! レベ ル の エネ ルギー が 掛か る こと 。 低い レベ ル の 攻撃 を 受け る 
こと 。 低 レベ ル の 暴力 支配 を 受け る こと 。 

低い レベ ル の 保存 力 が 掛か る こと 。 低い レ ベル の 束縛 を 受け る こ 
と 。 低 い レ ベル の 専制 支配 を 受け る こと 。 

低 ! レ ベル の 刺激 を 受け る こと 。 マ イル ド 性 。 

中 間 性 。 中 席 性 。 穏 健 性 。 

生物 や 人 間 の 場合 。 中 道 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 


量 に お いて 。 


多量 の 物質 。 
少量 の 物質 。 


質 に お いて 。 
高 品質 の 物質 。 良質 な 物質 。 
低 品質 の 物質 。 悪 質 な 物質 。 


物質 に は 、 そ の 分 析 の 視点 に 応じ て 、 以 下 の よ うな 種類 が 、 存 在 す 
る と と 。 


湿度 に お いて 。 

乾い た 物質 。 個 人 主義 の 物質 。 バ ラバ ラ な 物質 。 粉 末 状 の 物質 。 分 
離 独立 する 物質 。 自 律 的 な 物質 。 自 立 的 な 物質 。 湿 度 が 低い 物質 。 
湿っ た 物質 。 集 団 主義 の 物質 。 ま と まる 物質 。 一 体 化 する 物質 。 融 
合 する 物質 。 合 体 す る 物質 。 同 調 する 物質 。 他 律 的 な 物質 。 相 互 依 
存 的 な 物質 。 湿 度 が 高い 物質 。 


明度 に お いて 。 


明る い 物 質 。 
光量 が 多い 物質 。 光 線 が 当たる 物質 
透明 な 物質 。 清 ら か な 物質 。 光 を 通す 物質 。 


言い 物質 。 
光量 が 少な い 物 質 。 光 線 が 当たら な い 物 質 。 
不 箕 明 な 物質 。 滴 っ た 物質 。 光 を 通さ な い 物 質 。 


純度 に お いて 。 

純粋 な 物質 。 純 血 の 生物 。 純 度 が 高い 物質 。 

混ざっ た 物質 。 混 合 。 混 成 。 混 交 。 交 雑 。 混血 の 生物 。 雑種 の 生 
物 。 純 度 が 低い 物質 。 


温度 に お いて 。 


熱い 物質 。 暑い 物質 。 高 い 熱 エネ ルギー 量 の 物質 。 
温か い 物 質 。 暖 か い 物質 。 中 市 な 熱 エ ネル ギー 量 の 物質 。 
冷た い 物質 。 涼 し い 物 質 。 寒い 物質 。 低い 熱 エ ネル ギー 量 の 物質 。 


高度 に お いて 。 
高い 物質 。 上 方 の 物質 。 高 い 位置 エネ ルギー 量 の 物質 。 
低い 物質 。 下 方 の 物質 。 低い 位置 エネ ルギー 量 の 物質 。 


物質 に お ける 粒子 。 量 子 論 と 質 子 論 。 


粒子 の 種類 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
5 半 。 

電子 。 


分 子 。 原 子 。 素 粒子 。 


物質 . 


その 分 解 の 結果 。 原子 。 

原子 。 

その 分 解 の 結果 。 原 子 核 。 電子 。 

原子 核 

その 分 解 の 結果 。 陽 子 。 中 性 子 。 

陽子 。 

その 分 解 の 結果 。 素 粒子 。 例 。 ク ォ ー ク 。 レ プ ト ン 。 
その 他 。 

光子 。 

量子 。 


物理 量 の 最小 単位 。 
物質 に お ける 最小 レベ ル の 粒子 の 、 数 量 。 


私 は 、 以 下 の 存 在 を 、 新 た に 主張 する 。 


質 子 。 
物質 の 、 本 体 や 根本 や 本 質 の 、 最 小 単位 。 
物質 に お ける 、 品 質 や 性 質 の 、 最 小 単位 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
物質 に お ける 最小 レベ ル の 粒子 の 社会 に お ける 、 ト ボロ ジー。 


それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 

保存 力 に 基づく トポロジ ー。 静 的 な トポロジ ー。 最 小 レ ベル の 粒子 
同士 の 、 静 的 な 、 結 合 や 構築 や 組み 立て 。 そ れ ら の トポロジ ー。 
例 。 生物 的 神経 和 に お ける 、 固 定 回 路 。 

エネ ルギー に 基づく ト ボ ポロ ジー。 動 的 な トポロジ ー。 最 小 レ ベル の 
粒子 同士 の 、 動 的 な 相互 作用 。 それら の トポロジ ー。 例 。 生物 的 神 
経 胡 に お ける 、 神 経 細胞 間 の 発火 の 伝達 。 生物 的 神経 長 に お ける 、 
可変 回 路 。 


上 記 の 両者 を 併合 し た 内 容 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 や 人 間 の 社会 に お ける トポロジ ー。 例 。G.Simmel の 形式 社会 学 
や 、L. Von Wiese の 関係 学 。 


物質 に お ける 、 品 質 や 性 質 の 、 研 究 。 
物質 の 粒子 の 社会 に お ける 、 ト ポロ ジー の 研究 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 社会 学 で ある こと 。 


物質 の 社会 学 。 例 。 生物 や 人 間 の 、 社会 学 。 
そう し た 社会 学 は 、 い ずれ も 、 ト ポロ ジー の 一 種 で ある こと 。 


トポロジ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


存在 物 に お ける 、 形 状 や 形式 。 

それ ら の 間 に お ける 、 相 同性 や 相似 性 や 互換 性 や 置換 可能 性 の 、 
ま 正 : 光 グ 。 

互い に 異な る 形状 や 形式 に つい て 。 

それ ら の 数 え 上 げ 。 

それ ら の 分 類 。 


そう し た 形状 や 形式 に つい て の 、 分 析 項 目 や 分 類 基 準 。 
それ ら の 策定 。 


追加 内 容 。2023 年 4 月 上 旬 初 出 。 
エネ ルギー 性 物質 と 保存 性 物質 と 
の 、 対 比 。 エネ ルギー 的 思想 と 保 
存 的 思想 と の 、 対 比 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 保存 性 の 物質 。 そ れ ら の 性 質 に お ける 、 対 


凡例 。 
[E] エネ ルギー 性 の 物質 。 
[C] 保存 性 の 物質 。 


実例 。 
[E] 気体 。 気 体 性 の 生物 。 ウィ ルス 。 精 子 。 精 細胞 。 男 性 。 
[C] 液体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 の 生物 。 細胞 。 卵子 。 卵細胞 。 女性 。 


[E] 自分 か ら は 保存 行為 を し な い 人 存在 。 
[C] 自分 か ら は 仕事 を し な い 存 在 。 


[E] 能動 的 に し か 仕事 する こと が 出来 な 存在 。 
[C] 受動 的 に し か 仕事 する こと か 出来 な い 存 在 。 仕事 を 、 エ ネル 
ギー 性 物質 に 押し 付け る 存在 。 


[E] 受動 的 に し か 保存 行為 が 出来 な 存在 。 保存 行為 を 、 保 存 性 物 
質 に 押し 付け る 存在 。 
[C] 能動 的 に し か 保存 行為 が 出来 な い 存 在 。 


[E] 現状 変更 や 現状 破壊 し か 出来 な 存在 。 
[C] 現状 維持 や 原状 回 復 し か 出来 な い 存 在 。 
[E] 動か すこ と し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 止め る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 破壊 し か 出来 な 存在 。 
[C] 保全 し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 消耗 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 補給 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 現状 変更 し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 現状 維持 し か 出来 な 存在 。 


[E] 危険 な こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 安全 な こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] アク セル を 踏む こと し か 出来 な い 人 存在 。 
[C] プレ ー キ を 踏む こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 変え る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 変え な いこ と し か 出来 な い 存 在 。 


[E] チャ レン ジ す る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 禁止 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 動き 回 る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 動か な いこ と し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 新 機軸 の こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 前 例 踏 龍 し か 出来 な 存在 。 


[E] 体積 膨張 し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 体積 一 定 化 し か 出来 な 存在 。 


[E] 上 學 踏 領域 に 滞留 し て いる こと が 出来 な い 存 在 。 
[C] 未踏 領域 に 進出 する こと が 出来 な い 存 在 。 


[E] 先進 的 で いる こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 後進 的 で いる こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 開放 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 閉鎖 し 隔離 する こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 内 部 を 公開 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 内 部 を 機密 化す る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 自由 化す る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 閉じ 込め て 束縛 する こと し か 出来 な い 人 存在 。 


[E] 個別 に 動く こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 護送 船団 方 式 で 動く こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 楽観 的 で 居る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 慈 観 的 で 居る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 積極 的 で 居る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 消極 的 で 居る こと し か 出来 な 存在 。 
[E] 反転 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 順応 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 批 章 し 反抗 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 調和 し 仲良 くす る こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 離散 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 融合 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 衝突 し て 傷 付 く こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 治癒 する こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 相手 を 殺傷 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 救済 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 温室 の 外部 で 生活 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 温室 生活 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 相手 を 攻撃 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 締め 出す こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 相手 を 暴力 支配 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 専制 去 配 す る こと し か 出来 な 存在 。 


エネ ルギー 的 思想 es 保存 的 思想 。 


エネ ルギー 性 の 物質 が 持つ 、 そ の 振る 舞い に お ける 、 ポ リ シ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

エネ ルギー 的 思想 。 

例 。 

気体 的 思想 。 

男性 的 思想 。 

移動 生活 様式 の 思想 。 

実例 。 

欧米 諸国 の 思想 。 中 東 諸 国 の 思想 。 


保存 性 の 物質 が 持つ 、 そ の 振る 舞い に お ける 、 ポ リ シ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

保存 的 思想 。 

例 。 

液体 的 思想 。 

生物 的 思想 。 

女性 的 思想 。 


定住 生活 様式 の 思想 。 
実例 。 
中 華 思 想 。 ロ シア の 思想 。 日 本 の 思想 。 韓国 の 思想 。 


物質 に お ける 、 別 の 物質 へ の 対応 。 


保存 性 物質 に お ける 、 相 手 の 物 質 へ の 対応 。 

例 。 液体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 動 か な いこ と 。 

その 結果 。 

その 物質 の 表面 は 、 平 和 で あり 続け る こと 。 

その 物質 の 内 部 は 、 調 和 し 続け る こと 。 

その 物質 の 内 部 に お いて は 、 複数 の 構成 粒子 が 、 微 動 し 、 互 い に 率 
制 し 合っ て いる こと 。 そ の 物質 の 内 部 に お いて は 、 粒 子 間 の 専制 支 
配 が 行わ れ て いる こと 。 

その 物質 は 、 体 積 が 一 定 で あり 、 膨 張 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 そ れ 自 身 の 表面 に お いて 、 そ の 表面 を 最小 限 に する 力 
が 、 常 時 、 働 いて いる こと 。 それは 、 表 面 張力 で ある こと 。 

その 結果 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 締 め 出 すこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 撃 退 す る こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 か ら 、 そ れ 自 身 を 防御 する こと 。 

他 の 物質 は 、 そ の まま で は 、 そ れ 自 身 の 内 部 に 入る こと が 出来 な い 
od 


相手 の 物質 が 、 そ の 物質 の 表面 張力 より も 、 力 学 的 に 、 よ り 劣 位 で 
下位 で ある 場合 。 

相手 の 物質 が 、 軽 い 場 合 。 

例 。 水面 に お ける 、 小 さい 昆虫 。 

その 物質 の 表面 は 、 少 し 凹 お むだ け で ある こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 審査 に お いて 、 不 合格 と な る こ 
(か 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 を 一 方 的 に 拒否 され る こと 。 
相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 表面 に 浮い た まま と な る こと 。 

相手 の 物質 は 、 免 疫 的 に 、 そ の 物質 か ら 撃 退 さ れる こと 。 


相手 の 物質 が 、 そ の 物質 の 表面 張力 より も 、 力 学 的 に 、 よ り 優 位 で 


上 位 で ある 場合 。 

相手 の 物質 が 、 重 場合 。 

例 。 水面 に 投入 され る 、 大 きく て 重い 石 。 

その 物質 の 表面 が 、 凹 むこ と 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 審査 に お いて 、 合 格 と な る こと 。 
相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 を 、 瞬 間 的 に 拒絶 され た 後 、 次 の 
瞬間 に は 許可 され る こと 。 そ の 瞬間 、 そ の 物質 の 表面 に に し ぶ き が 
上 が る こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 表面 を 突破 し て 、 そ の 物質 の 内 部 へ と 加 
入 す る こと 。 

相手 の 物質 は 、 免 疫 的 に 、 そ の 物質 へ と 感染 する こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物 質 を 、 丸 呑み する こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 に 対し て 、 迎 合 す る こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 と 、 合 体 し 、 癒 着 す る こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 を 、 包 含 す る こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 内 部 に 一 度 加 入 す る と 、 濡 れる こと 。 
その 結果 。 相 手 の 物 質 は 、 そ の 物質 か ら 独 立 し た 状態 で は 、 再 び 外 
出す る こと が 、 二 度 と 出来 な まく な る こと 。 


エネ ルギー 性 物質 に お ける 、 相 手 の 物質 へ の 対応 。 

例 。 気体 。 気体 性 生物 。 ウ ィ ル ス 。 精子 。 男 性 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら 動 く こ と 。 そ の 物質 は 、 臨 機 応 変 に 、 位 置 的 
に 、 前 進 と 後退 と を 、 繰 り 返 すこ と 。 

その 物質 の 表面 は 、 存 在 し な いこ と 。 そ の 物質 に お いて 、 内 部 と 外 
部 と の 区 別 は 、 存 在 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 体 積 が 不定 で ある こと 。 そ の 物質 の 体積 せ 、 そ の まま 
で は 、 膨 張 し 続け る こと 。 

その 物質 は 、 周 囲 の 物質 を 、 常 時 、 攻 撃 し 続け る こと 。 そ の 結果 、 
その 物質 が 、 周 囲 に 対し て も た ら す 圧力 。 気体 の 場合 、 それは 、 気 
圧 で ある こと 。 

その 結果 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 、 そ の 物質 自身 の 領域 へ の 加入 を 、 問 
題 無 く 受 け 入 れる こと 。 そ の 物質 の 存在 領域 は 、 他 の 物質 に 対し 

て 、 開 か れ て いる こと 。 

その 物質 の 複数 の 粒子 は 、 他 の 物質 を 、 暴 力 的 に 、 個 別に 攻撃 し 続 
ける こと 。 そ れ ら の 粒子 は 、 粗 暴 で ある こと 。 そ れ ら の 粒子 は 、 暴 
力 に よる 支配 を 行う こと 。 

その 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 力 学 的 に 、 優 位 で 上 位 で ある 場 


その 物質 の 体積 は せ 、 そ の まま 、 い つま で も 増加 し 続け る こと 。 
例 。 海 水面 近く を 立ち 昇る 、 火 山 ガ ス の 大 き な 気 泡 。 
その 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 力 学 的 に 、 共 位 で 下位 で ある 場 


その 物質 の 体積 は 、 増 加 が 停止 し 、 圧 縮 さ れ 、 収 縮 す る こと 
例 。 深 海中 の 極小 の 気泡 。 


物質 同士 に お ける 、 混合 と 徐 離 。 
共通 性 を 持つ 物質 同士 。 

共通 部 分 を 持つ 物質 同士 。 
同種 の 物質 同士 。 

互 い に 握 手 可能 な 物質 同士 。 

そう し た 物質 同士 は 、 互 い に 混合 する こと 
例 。 リ ン ゴ 果汁 と オレ ンジ 果汁 。 


共通 性 を 持た な い 物 質 同士 。 

共通 部 分 を 持た な い 物 質 同士 。 
異種 の 物質 同士 。 

互い に 握手 不可 能 な 物質 同士 。 

そう し た 物質 同士 は 、 互 い に 砂 離す る こと 。 
例 。 水 と 油 。 


仲介 物質 。 

ー つ の 異な る 物質 の 両方 に 対し て 、 共 通 分 を 持っ て いる 物質 。 

ニ つ の 異な る 物質 の 両方 に 対し て 、 揚 が 可 9 E で ある 物質 。 
そう し た 仲介 物質 が 新た に 混ざる こと に より 、 磁 離 し て いた 二 種 の 
異な る 物質 同士 が 、 新た に 混合 可能 に な る こと 。 
例 。 互 い に 砂 離 し て いた 水 と 油 と に 、 新 た に 、 石 鹸 液 を 混ぜ る こ 
と 。 そ の こと で 、 水 と 油 と が 、 新 た に 混合 する こと 。 


エネ ルギー 性 物質 と 、 保 存 性 物質 と の 、 相 互 依存 。 生物 の 場合 。 


エネ ルギー 性 物質 の 一 種 と し て の 、 エ ネル ギー 性 の 生物 。 
エネ ルギー 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス や 精子 や 男性 。 そ の 応用 と 
し て 。 移動 生活 様式 社会 の 生物 。 男 性 優位 社会 の 生物 。 


保存 性 物質 の 一 種 と し て の 、 保 存 性 の 生物 。 
保存 性 の 生物 と し て の 、 細 胞 や 卵子 や 女性 。 そ の 応用 と し て 。 定住 
生活 様式 社会 の 生物 。 女 性 優位 社会 の 生物 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 、 相 互 依存 し て いる こと 。 

エネ ルギー 性 の 生物 が 、 仕 事 を し て 、 稼 いで 、 そ の 過程 に お いて 、 

消耗 し 、 傷 付く こと 。 

そう し た エネ ルギー 性 の 生物 に 対し て 、 保存 性 の 生物 が 、 治 癒 を 施 
し 、 養 分 補給 を 行う こと 。 

その こと で 、 保存 性 の 生物 が 、 エ ネル ギー 性 の 生物 の 生存 を 保つ こ 
CS 

その 一 方 で 。 

保存 性 の 生物 は 、 自 力 で は 、 仕 事 や 稼ぎ を 行う こと が 不得 手 で ある 
人 


その 結果 。 

保存 性 の 生物 は 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対し て 、 仕 事 を させ て 、 稼 
が せる こと 。 

その 結果 。 

保存 性 の 生物 は 、 エ ネル ギー 性 の 生物 経由 で 、 彼 ら の 生存 に 必要 な 
資源 を 得る こと が 出来 る こと 


有 性 生殖 を 行う 生物 の 場合 


保存 性 の 生物 に よる 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 柚 
ぎ 止 め が 、 実 行 さ れる こと 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋ぎ 止め が 、 実 行 さ れる こ 


1 
女性 が 男性 を 引き 寄せ る 力 。 女 性 が 男性 を 繋ぎ 止め る 力 。 性 的 誘引 
カ 


エネ ルギー 性 の 生物 に と っ て の 、 保 存 性 の 生物 に 対す る 、 配 偶 者 と 
し て の 適格 性 の 審査 内 容 。 
NG 女性 に 対す る 、 配 偶 者 と し て の 適格 性 の 審査 内 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

保存 力 の 強 さ 。 

相手 の 傷 や 疲れ を 、 治 癒す る 力 。 相 手 と 一 体 融 合 化し て 寄り 
力 。 相 手 を 看護 する 力 。 

彼ら の 子 孫 を 生成 する 力 。 彼ら の 子 除 の 保育 を 行う 力 。 


相手 に 対し て 、 養 分 補給 を 行う 力 。 相 手 に 対し て 、 食事 を 用 意 する 
力 


物事 の 原状 復帰 を 行う 力 。 物 事 を 元 通り に する 力 。 汚 れ た 部 屋 を 、 
元 通 り に 綺麗 に する 力 。 汚 れ た 衣類 を 、 元 通り に 綺麗 に する 力 。 
定住 する 力 。 動じ ず に 、 ど っ し り 構 える 力 。 相 手 を 受け 止め る 力 。 


エネ ルギー 性 の 生物 に よる 、 保 存 性 の 生物 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋 
ぎ 止 め が 、 実 行 さ れる こと 。 
男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋ぎ 止め が 、 実 行 さ れる こ 


ee 
男性 が 女性 を 引き 寄せ る 力 。 男 性 が 女性 を 繋ぎ 止め る 力 。 性 的 誘引 
カ 


保存 性 の 生物 に と っ て の 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対す る 、 配 偶 者 と 
し て の 適格 性 の 審査 内 容 。 

女性 に と っ て の 、 男 性 に 対す る 、 配 偶 者 と し て の 適格 性 の 審査 内 
谷 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

エネ ルギー の 強 さ 。 運 動 能力 の 高 さ 。 稼 働 能力 の 高 さ 。 
仕事 を する 力 。 稼 ぐ 。 

物事 を 突破 する 力 。 物 事 を 貫通 する 力 。 押 し の 強 さ 。 チ ャ レン ジ 精 
神 の 強 さ 。 

仕事 に 伴う 摩耗 や 消耗 や 致傷 に 対す る 、 面 性 の 強 さ 。 

相手 に 対し て 、 自 己 保身 し や すさ を 提供 する 力 。 相 手 に 対し て 、 安 
全 で 快適 で 楽 な 、 温 室生 活 を 提供 する 力 。 相 手 を 護衛 する 力 。 相 手 
に と っ て の 敵 や 脅威 を 、 攻 撃 し 残 滅する 、 力 。 

移動 する 力 。 自 力 で 自発 的 に 能動 的 に 動き 回 る 力 。 


エネ ルギー 性 の 生物 と 保存 性 の 生物 と の 双方 に と っ て 。 
そう し た 引き 寄せ や 繋ぎ 止め が 、 相 互 に 必要 な 理由 。 


保存 性 の 生物 に お いて 。 

彼ら 自身 の 生存 維持 の た め の 資 源 の 獲得 。 

そう し た 資源 を 獲得 する た め に 必要 な 、 稼 ぎ や 仕事 。 

そう し た 稼ぎ や 仕事 を 、 本 来 は 、 彼 ら 自 身 で 、 一 通り 遂行 する 必要 
が ある こと 。 

し か し 。 彼 ら 自 身 に お いて 、 そ うし た 稼ぎ や 仕事 を 十 全 に 行う 能力 
が 、 不 足し て いる こと 。 


その た め 。 
そう し た 稼ぎ や 仕事 を 行う 、 エ ネル ギー 性 の 生物 が 、 生 活 上 の パー 
トナ ー と し て 、 必 須 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 の 生物 に お いて 。 

彼ら 自身 が 、 仕 事 や 稼ぎ の 実行 中 に お いて 、 と か く 、 傷 付き 、 消 耗 
し 、 疲 れ や すい こと 。 

それ ら に 対応 する た め の 、 治癒 や 、 養 分 補給 や 、 疲 労 回 復 。 す な わ 
ち 。 自己 保存 行為 。 

そう し た 自己 保存 行為 を 、 自 前 で 、 一 通り 遂行 する こと 。 

し か し 。 彼 ら 自 身 に お いて 、 そ うし た 自己 保存 行為 を 十 全 に 行う 能 
力 が 、 不 足し て いる こと 。 

その た め 。 

そう し た 保存 力行 使 を 行う 、 保 存 性 の 生物 が 、 生 活 上 の パー トナ ー 
と し て 、 必 須 で ある こと 。 


有毒 物質 と 無毒 物質 と 治癒 物質 。 


有毒 物質 。 

ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 無 効 化す る 、 別 の 物 。 

元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 除 去 し 抹消 する 、 別 の 物質 。 
分 解 を 行う 物質 。 解体 を 行う 物質 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 置 換 し 組み 換え る 、 別 の 物 
質 。 変 質 を 行う 物質 。 変 性 を 行う 物質 。 

例 。 生物 に と っ て の 、 病 原 菌 。 


無毒 物質 。 

ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 無 効 化し な い 、 別 の 物 。 
元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 現 状 維持 する 、 別 の 物質 。 
例 。 生物 に と っ て の 、 無 菌 の 食事 皿 。 


治癒 物質 。 治 療 薬 と し て の 物質 。 
ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 向 上 させ る 、 別 の 物 質 。 
元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 


それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 原 状 回 復 す る 、 別 の 物質 。 
例 。 生物 に と っ て の 、 食 中 毒 の 治療 薬 。 


保存 性 の 物質 に お ける 、 免疫 。 
他 の 物質 に よる 、 そ の 物質 内 部 へ の 侵入 に つい て 。 


事前 の 対策 。 
相手 の 物質 に よる 侵入 の 、 事 前 の 阻 。 


相手 の 物質 に 対す る 、 反 撃 や 撃退 。 
相手 の 物質 に 対す る 、 防 御 や 胃 


事後 の 対策 。 

相手 の 物質 に よる 侵入 を 許し た 後 。 

相手 の 物質 その も の の 、 無 毒 化 や 解毒 。 

相手 の 物質 に よる 、 変 性 力 や 変質 力 の 行使 を 、 阻 止 す る こと 。 
相手 の 物質 に よる 、 分解 力 や 解体 力 の 行使 を 、 阻 止 す る こと 。 


物質 と 、 持 ち 物 。 


エネ ルギー 性 の 物質 の 場合 。 

エネ ルギー 性 の 生物 の 場合 。 例 。 男 性 。 

例 。 移動 生活 様式 の 社会 の 人 間 の 場合 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 を 、 積 極 的 に 、 手 放し 、 捨 て 去り 、 身 か ら 離 し 、 
放流 する こと 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 に 対し て 、 執 着 し な いこ と 。 彼ら 自身 の 土地 に 対 
し て 、 執 着 し な いこ と 。 例 。 婚 得 権益 の 喜 捨 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 身 軽 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 動 き 回 りや すく な る こと 。 


その こと で 。 彼ら 自身 の 速度 や 加速 度 が 、 よ り 高 速 化し や すく な る 
こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 に お ける 、 動 か す 力 を 、 よ り 発揮 し や すく な 
る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の エネ ルギー 性 を 、 よ り 発 揮 し や すく な る こ 


oO 


保存 性 の 物質 の 場合 。 

生物 一 般 の 場合 。 

保存 性 の 生物 の 場合 。 例 。 女性 。 

例 。 定住 生活 様式 の 社会 の 人 間 の 場合 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 を 、 積 極 的 に 、 革 え 、 貯 め る こと 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 に 対し て 、 執 着 す る こと 。 彼ら 自身 の 土地 に 対し 
て 、 執 着 す る こと 。 例 。 學 得 権益 の 蓄積 。 

一 度 、 彼 ら 自 身 の 内 部 に 入れ た 物質 を 、 そ の まま 外部 に 放出 する こ 
と 無く 、 ず っ と 、 彼 ら 自 身 の 内 部 へ と 、 閉 じ 込 め た まま に する こ 
5 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 富 むこ と 。 彼ら 自身 が 、 よ り 太 る こ 
と 。 彼 ら 自 身 が 、 よ り 肥 える こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 身 重 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 、 停 止 し や すく な る こと 。 彼ら 自身 
が 、 よ り 、 不 動 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の 速度 や 加速 度 が 、 よ り 低 速 化し 、 速 度 ゼロ 
化し や すく な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 に お ける 、 止 め る 力 を 、 よ り 発 揮 し や すく な 
る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の 保存 性 を 、 よ り 発 揮 し や すく な る こと 


物質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 の 高低 。 
高い エネ ルギー 性 。 大 き な 質 量 で 、 高 速 で ある こと 。 
高い 保存 性 。 大 き な 質 量 で 、 速 度 ゼ ロ で ある こと 。 


低い エネ ルギー 性 。 小さな 質量 で 、 速 度 ゼ ロ で ある こと 。 
低い 保存 性 。 小さ な 拘 量 で 、 高 速 で ある こと 。 


低 エ ネル ギー 状態 の 物質 。 固 体 。 液 体 。 
そう し た 物質 が 、 別 の 物質 に と っ て は 、 高 エネ ルギー で ある こと 。 
例 。 人 間 に と っ て の 、 知 熱 の 火山 に お ける 溶岩 。 


高 エ ネル ギー 状態 の 物質 。 気体 。 
そう し た 物質 が 、 別 の 物質 に と っ て は 、 低 エネ ルギー で ある こと 。 
例 。 人 間 に と っ て の 、 酷 塞 地域 に お ける 寒風 の 室 気 流動 。 


物質 に と っ て の 、 エ ネル ギー と 保存 力 。 


エネ ルギー。 

ある 物質 を 構成 する 、 複 数 の 粒子 に お いて 。 

それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 を 、 破 壊す る 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 を 、 破 壊す る 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 包 含 関係 を 、 破 壊す る 力 。 


保存 力 。 

ある 物質 を 構成 する 、 複 数 の 粒子 に お いて 。 

それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 を 、 保 持 する 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 を 、 保 持 する 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 色 含 関係 を 、 保 持 する 力 。 


物質 の 三 態 と の 関連 に つい て 。 


固体 。 そ の エネ ルギー が 、 よ り 高 まっ た 場合 、 それは 、 液 体 化す る 


己 ど 。 
液体 。 そ の エネ ルギー が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 気 体 化す る 
(が 


気体 。 そ の エネ ルギー が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 それは 、 更 に 高圧 化 
する こと 


気体 。 そ の 保存 力 が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 液 体 化す る こ 


oO 


液体 。 そ の 保存 力 が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 固 体 化す る こ 
3。 
固体 。 そ の 保存 力 が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 更 に 固く な る こ 


oO 


固体 分 ) 子 。 
静 的 な 結合 。 静 的 な 孤立 。 静 的 な 包含 関係 。 
液体 分 子 。 


動 的 な 相互 作用 。 動 的 な 包含 関係 。 
それ ら の 発生 が 、 常 態 化 し て いる こと 。 


気体 分 子 。 

動 的 な 孤立 。 互 い に 、 完 全 に 無関係 に 飛び 回 る こと 。 
稀 に 、 互 い に 衝 突 し て 、 相 互 作用 する こと 
結合 の 無効 化 。 包含 関係 の 無効 化 。 


物理 学 。 化 学 。 そ れ ら と 、 社 会 学 や 生態 学 と の 関連 に つい て 。 


物理 学 。 化学 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 社会 学 で ある こと 。 


物質 の 社会 学 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 構成 する 粒子 に つい て 。 

そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 。 
そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 
そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 色 含 関係 。 
それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 個 別 の 振る 舞い 。 
高速 性 。 低 速 性 。 不動 性 。 
所 在 位置 。 進行 方 向 。 


それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 個 別 の 属性 。 
質量 。 色彩 。 匂い 。 
それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 分 布 。 
空間 的 分 布 。 時 間 的 分 布 。 
それ ら の 研究 。 


物理 学 。 化学 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 生 上 態 学 で ある こと 。 


物質 の 生態 学 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 、 仮 に 、 以 下 の よ うに 捉え た 場合 。 

物質 一 般 は 、 結 局 、 全 て 、 生 物 で ある こと 。 

様々 な 物質 の 存在 は 、 予 め 、 体 系 化 さ れ て いる こと 。 
そう し た 様々 な 物質 に お ける 、 振 る 舞い や 生態 の 、 研 究 。 
物質 に お ける 、 エ ネル ギー と 保存 力 の 、 源 。 
生物 の 場合 。 

養分 。 彼ら 自身 の 生体 維持 に と っ て 必要 な 、 資 源 。 

エネ ルギー の 源 。 涙 水 化物 。 糖 分 。 脂 質 。 

保存 力 の 源 。 タン パク 質 。 脂質 。 

水分 。 


それ は 、 液体 性 その も の の 源 で ある こと 。 
それ は 、 保 存 力 そ の も の の 源 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 最 小 単位 。 


物質 に お ける 、 最 小 単位 。 
それ は 、 以 下 の 2 種類 か ら 成 る 。 


クオ ンタ ム 。 Quantum. 物質 の 量 に お ける 、 最 小 単位 。 
その 源 の 概念 。 物 質 の 量 。Quantity. 


クオ ラム 。 Qualum. 物質 の 性 質 や 品質 に お ける 、 最 小 単位 。 
の 9 の 抽 物質 の 性 質 や 品質 。Quality. 


クオ ラム 。Qualum. 
その 構成 要素 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


静 的 な 千 合 。 
動 的 な 相互 作用 。 
包含 関係 。 入 れ 子 関係 。 


参考 。 ク オラ ム 。Qualum. 
その ラテ ン 語 に お ける 原義 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


し な や か な 結合 。wicker. コン テ ナ 。 basket. 
大 き な コ ン テ ナ 。hamper. 


従来 の 物理 学 で は 、 ク オン タム の み が 取 り 上 げ ら れ 、 ク オラ ム は 、 
無視 され て 来 た こ と 。 

私 は 、 ク オラ ム を 、 新 た に 、 物 理学 の 表 舞 台 に 送り 出し た い 。 
私 は 、 そ の た め に 、 こ の 文章 を 、 書 いて いる 。 


クオ ラム 。 Qualum. 

それ は 、 結 局 、 社 会 学 の 研究 対象 に お ける 、 最小 単位 で ある こと 。 
その こと は 、 物 質 の 社会 学 で も 、 生 物 の 社会 学 で も 、 人 間 の 社会 学 
で も 、 共 通 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 
物質 の 化合 物 を 操作 する コン 

ビ ピュー ター シミ ュ レ ーション の 、 
マル チ プ ブロ セス の モジ ュー ル 化 に 
よる 、 実 現 。 


物質 の 化合 物 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 


複数 粒子 間 の 、 静 的 結合 。 
複数 粒子 間 の 、 動 的 相互 作用 。 
それ ら の モジ ュー ル 化 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の モジ ュー ル 化 。 

マル チ プ ロ セ ス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 グ ルー プ 化 と 
モジ ュー ル 化 。 

それ ら は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の 、 配 列 化 。 


マル チ プ ロ セ ス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 多 重 配列 化 
や 、 多 次 元 配列 化 。 


物質 構成 の 、 配 列 に よる 表現 。 
例 。 分子 式 の 、 配 列 に よる 表現 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

例 。 分 子 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

例 。 原 子 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

そつ うし た 複数 粒子 間 の 、 静 的 結合 。 
そう し た 複数 粒子 間 の 、 動 的 相互 作用 。 
それ ら の モジ ュー ル 化 。 


それ ら の 、 配 列 に よる 表現 。 


例 。 水分 子 の 内 部 構成 の 、 配 列 に よる 表現 。 
H2O. 
H-O-H. 
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それ ら の 項目 番 [0, 1, 2] 

粒子 同士 の 組み 合わ せ . それ ら の 項目 番号 を 利用 する こと 。[[0, 2], 
[1, 2]] 

それ ら の 組み 合わ せ の 種類 。 静 的 な 結合 。 動 的 な 相互 作用 。[ 静 的 
な 結合 , 静 的 な 結合 ] 

それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 有 効 性 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 安 定性 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ の 保持 確率 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ の 保持 強度 の 数 値 。[1.0, 1.0] 


物質 構成 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 
神経 回 路 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 構成 の 、 配 列 に よる 、 モ ジュ ー ル 表現 。 そ れ ら の 配列 の 操作 。 
神経 回 路 構成 の 、 配 列 に よる 、 モ ジュ ー ル 表現 。 そ れ ら の 配列 の 操 


作 。 


マス タ 配 列 。 

粒子 を 、 独 立 し た プロ セス と 見 な すこ と 。 

粒子 の 名 前 。 粒子 グ ルー プ の 名 前 。 グ ルー プ そ の も の を 、 粒 子 の 一 
種 と 見 な すこ と 。 [Azusa''Kozue','Tarou] 

粒子 の 種類 。 粒子 グル ー プ の 種類 。[ 女性 女性 男性 ] 

粒子 同士 の 組み 合わ せ 。[[1, 2], [0, 2], [1, 3], [0, 3]] 

それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 属 性 。 


「 静 的 な 結合 , 動 的 な 相互 作用 動 的 な 相互 作用 " ' 動 的 な 相互 作用 ] 
「 双 方向 , ' 在 か ら 右 の み ', ' 右 か ら を の み ', 右 か ら 左 の み ] 


[強い , 弱い "強い" 弱い ] 
それ ら の 副 次 的 な 属性 。 


「 可 変 ? "不変, 不変? 可変 
[安定 不安 定 ! 不安 定 。 安定 ] 
[無効 , 有効 , 有効 , 無効 ] 


[プラ ス ! "マイナス, ' プ ラス "マイ ナス ] 
それ ら の 副 次 的 な 属性 。 


「 可 変 ? 不変 , 可変 ? 可変 
「 不 安定 〉 不安 定 ! 不安 定 〉 安定 ] 
「 有 効 , 有効 , 有効 , 無効 ] 


粒子 グル ー プ を 、 プ ロ セ ス の 多 次 元 配列 と 見 な すこ と 。 
神経 回 路 を 、 プ ロ セ ス の 多 次 元 配列 と 見 な すこ と 。 

例 。Azusa の 5 番目 の 中 の 3 番目 と 、Kozue の 2 番目 の 中 の 4 番目 と 
の 、 結 合 や 相互 作用 。 

項目 番号 は 、1 を 起点 と し た 場合 で ある こと 。 
[[Azusa][5][3],[Kozue][2][4]] 


物質 に お ける 保存 力 。 そ の 根源 。 

それ は 、 粒 子 間 カ で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

粒子 間 に お いて 働く 、 互 い に 引き 付け 合う 力 。 
粒子 間 に お いて 働く 、 互 い に く っ 付く 力 。 


それ は 、 静 的 な 結合 力 で ある こと 。 

例 。 接着 力 。 癒 着力 。 融 着力 。 

例 。 固 体 。 

それ は 、 動 的 な 相互 作用 の 力 で ある こと 。 

それ は 、 微 細 で 、 非 破壊 柏 で ある こと 。 

例 。 融 合力 。 ま と まる 力 。 一 体 化 する 力 。 互 助力 。 互 酬 力 。 相 互 扶 


助 の 力 。 調 和 の 力 。 平 和 の 力 。 
例 。 液体 。 


追加 内 容 。2023 年 5 月 下旬 初出 。 

複数 物質 に お ける 、 機 能 分 化 の 発 
生 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コン 

ビ ピュー ター シミ ュ レ ーション 。 弁 
証 法 的 物質 と し て の 生物 。 生 物 に 
お ける 、 互 い に 相 反する 、 エ ネル 
ギー 性 と 保存 性 と の 、 共 存 と 合 一 
化 。 


物質 一 般 に お いて 。 
複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 の 発生 。 
その プロ セス 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 存在 に お ける 、 補 完 や 補給 や 補充 の 、 必 要 性 。 そ れ ら の 発現 。 
その 奈 件 。 

それ は 、 そ の 存在 に お ける 、 欠損 や 無効 化 の 、 発 生 で ある こと 。 
それ は 、 そ の 存在 に お ける 、 完 全 性 の 喪失 の 、 発 生 で ある こと 。 


欠損 や 無効 化 。 完全 性 の 喪失 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 

完全 な セッ ト 。 例 。 "AAA" 

欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-A" 

本 来 、A が 三 つ 必 要 で ある に も 関わ ら ず 、 二 つ し か 無い こと 。 


例 。 

完 全 な セッ ト 。 例 。 "ABC" 

欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-C" 

本 来 、B が 必要 で ある に も 関わ ら ず 、 そ れ が 無い こと 。 


欠損 や 無効 化 。 完 全 性 の 喪失 。 
ある 存在 に お いて 、 そ れ ら が 発生 し て いる こと 。 
そう し た 状況 下 に お いて 、 以 下 の よ うな 存在 が 、 新 た に 出現 する こ 


ee 
上 記 の 欠損 や 無効 性 を 、 補 売 し 補給 し 補充 する 、 他 の 存在 。 


例 。 

完 全 な セッ ト 。 例 。 "AAA" 
欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-A" 
それ を 補完 する セッ ト 。 例 。"-A-" 


例 。 

売 全 な セッ ト 。 例 。 "ABC" 
欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-C" 
それ を 補完 する セッ ト 。 例 。"-B-" 


そう し た 状況 下 に お いて 、 以 下 の よ うな 状況 が 、 新 た に 出現 する こ 


と 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 互 作用 を 、 開 始 し 維持 する こと 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 互 に 関係 を 持つ こと 。 


その 結果 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 補 関 係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 社 会 的 分 業 関係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 


その 結果 。 

上 記 の 二 つ の 存在 に お いて 、 機 能 分 化 が 、 新 た に 実現 する こと 。 
上 記 の 二 つ の 存在 に お いて 、 社 会 シス テム 化 が 、 新 た に 実現 する こ 
人 


複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の 自動 化 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


大 元 の 存在 。 例 。 "ABC" 
その 存在 が 、 順 に 、 以 下 の 三 つの 存在 に 分 か れる こと 。 


No.1."A--" 
No.2. "-B-" 
No.3."--C" 


それ ら の 自動 化 。 


それ ら の 三 つ の 存在 が 、 相 互 作 用 する こと 。 


リ A--" - > 5 ロ gT 
リ A--" こっ の 
リ .B-" - > AL 
リ .B-" - > EE 
MM ョ > AU 
た aCT 還 > CB=! 


それ ら の 自動 化 。 


複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の 自動 化 。 
それ ら の 実現 。 そ の た め の ア ル ゴ リ ズム 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


大 元 の 存在 を 、 機 能 項 目 の 数 だ け 、 自 動 的 に 、 自 己 複製 する こと 。 


新た に 複製 し た 各々 の 存在 の 、 各 々 の 結果 内 容 に つい て 。 

大 元 の 内 容 か ら 、 残 す 項 目 を 、 自 動 的 に 、 1 項目 ずつ ピッ クア ッ プ 
を 行う こと 。 

それ と 同時 に 、 他 の 項目 を 、 全 て 欠損 させ る か 、 全 て 無効 化す る こ 
と 。 


その 状況 下 に お いて 。 

各々 の 新た な 存在 同士 を 、 各 々 の 欠損 を 相互 に 補完 する 形 で 、 相 互 
作用 させ る こと 。 

その た め の プ ロ セ ス 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


各々 の 存在 が 、 そ れ 自 身 の 欠損 内 容 を 、 自 覚 し 明記 する こと 。 
各々 の 存在 が 、 以 下 の よ うな 存在 を 、 自 発 的 に 探索 する こと 。 
彼 上 自身 の 欠損 内 容 を 補 売 し て くれ る 、 他 者 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 偶 然 に 、 相 互 作 用 する こと 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 偶 然 に 、 結 合 す る こと 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 各 々 の 欠損 を 、 新 た に 補 つ こと が 出来 る こと 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 相 補 関 係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 


その 結果 。 

各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 そ うし た 相補 関係 を 維持 し よう と 
する こと 。 

その た め に 。 

各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 相 互 作用 を 持続 させ る こと 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 結 合 を 持続 させ る こと 。 


物質 に お ける 機能 分 化 の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス と し て の 物質 

その プロ セス に 、 欠 損 を 、 自 動 的 に 発生 させ る こと 。 あるいは 。 そ 
の プロ セス に 、 欠 損 を 、 予 め 発生 させ て お く こ と 。 

その プロ セス に 、 そ の 欠損 を 補填 する 動作 を 、 自 動 的 に 実行 させ る 
[ge 

その プロ セス に 、 そ の 欠損 を 補填 する 他 の 物質 を 、 自 動 的 に 発見 さ 
せる こと 。 

その プロ セス に 、 そ の 物質 と の 間 で 、 相 互 作用 を 、 自 動 的 に 生成 さ 
せる こと 。 

その プロ セス に 、 そ の 物質 と の 間 で 、 相 補 関 係 を 、 自 動 的 に 成立 さ 
せる こと 。 

それ ら は 、 結 局 、 以下 の 内 容 で ある 。 

複数 物質 の シス テム 化 。 

複数 物質 の 自己 組織 化 。 


プロ セス と し て の 物質 。 

その プロ セス に お ける 所 有 や 保有 や 保持 。 そ の 表記 。 そ れ は 、 プ ラ 
ス 記 号 で ある こと 。 

その プロ セス に お ける 欠損 。 そ の 表記 。 そ れ は 、 マ イナ ス 記 号 で あ 
る こと 。 


例 。 化学 物質 に お ける 、 プ ラス イオ ン と マイ ナス イオ ン 。 
例 。 生物 に お ける 、 あ る 遺伝 情報 の 、 保 持 と 欠損 。 


その プロ セス に お ける 所 有 内 容 。 そ の 表記 。 それは 、 例 えば 、 文 字 
列 で ある こと 。 

例 。 化学 物質 に お ける 、 化 学 式 。 

例 。 生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 


その プロ セス に お ける 保有 と 欠損 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 配 列 と し て 、 表 現 可能 で ある こと 。 
[[ 内 容 1, 保 有 か 欠損 ], [内 容 2, 保 有 か 欠損 ], .… ] 

[[ 内 容 1,. プ ラス か マイ ナス ], [内 容 2,. プ ラス か マイ ナス ], …… ] 


例 。 
ある 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こと 。 
[[A1 上 中 」 [A2.-]] 


複数 物質 の 間 に お いて 。 

そう し た プラ ス と マイ ナス と が 、 互 い に 惹 きつ け 合 うこ と 。 
例 。 

ある 物質 が 、A1 を 欠損 し て いる こと 。 

[[A1,-]] 

それ と は 別 の 物質 が 、A1 を 保有 し て いる こと 。 

[[A1"+] 

それ ら の 二 つ の 物質 は 、 互 い に 惹き つけ 合う こと 。 


プラ ス の 物質 が 、 マ イナ ス の 物質 に 対し て 、 一 方 的 に 、 そ の 欠損 
を 、 補 填 し 補充 する こと 。 

マイ ナス の 物質 は 、 プ ラス の 物質 に と っ て 、 そ の まま で は 、 一 方 的 
な 奪 者 と な る こと 。 


複数 物質 が 、 互 い に 、 プ ラス と マイ ナス の 部 分 を 持っ て いる 場合 。 
例 。 
ある エネ ルギー 性 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こ 
と 


[FAT TA250] 
それ と は 別 の エネ ルギー 性 物質 が 、A1 を 欠損 し つつ 、A2 を 保有 し 


て いる こと 。 

[[A1.-], TA2 り 中 

それ ら の 物質 は 、 そ れ ら を 、 互 い に 、 相 互 交換 する こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 に お ける 、 市 場 の 生成 。 


複数 物質 が 、 互 い に 、 相 手 物質 に お いて 欠損 し て いる 内 容 を 、 持 っ 
て いる 場合 。 

例 。 

ある 保存 性 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こと 。 
[[A1"+ 本 [A2 り -]] 

それ と は 別 の 保存 性 物質 が 、A1 を 欠損 し つつ 、A2 を 保有 し て いる 
ご 寺 2 

[[A1-], [A2 り 中 

それ ら の 物質 は 、 互 い に 、 相 補 関 係 に 入る こと 。 

それ ら の 物質 は 、 互 い に 、 相 互 扶助 関係 に 入る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 に お ける 、 社 会 的 分 業 の 生成 。 

物質 に お ける 、 機 能 分 化 。 

物質 に お ける 、 シ ステ ム 化 。 

物質 に お ける 、 共 生化 。 


物質 の 粒子 を 、 プ ロ セ ス と 見 な すこ と 。 

そう し た 提 プ ロ セ ス が 、 常 時 、 相 互 に 独立 し て 動く こと 。 

例 。 

液体 分 子 。 気体 分 子 。 

そう し た 個別 の 分 子 を 、 そ れ ぞ れ 粒 子 と し て 捉え る こと 。 

そう し た 個別 の 分 子 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た プロ セス と し て 動か すこ 
ea 

例 。 

生物 に お ける 、 細 胞 や ウィ ルス 。 

そう し た 個別 の 個体 を 、 そ れ ぞ れ 粒 子 と し て 捉え る こと 。 

そう し た 個別 の 個体 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た プロ セス と し て 動か すこ 
oe 


物質 の 粒子 を 、 プ ロ セ ス と 見 な すこ と 。 


そう し た 粒子 プロ セス が 、 個 別に 内 色 す る 、 物 理 的 内 容 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
位置 。 


速度 ベク トル 。 
加速 度 ベ クト ル 。 


質量 。 
体積 。 半 往 。 
中 核 と な る 情報 内 容 。 


例 。 化学 物質 に お ける 、 化 学 式 。 
例 。 生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 
そうした 情報 内 容 の 、 保 有 か 欠損 。 
保有 。 プラ ス 記 号 。 
欠損 。 マ イナ ス 記 号 。 


そう し た 粒子 プロ セス 同士 の 相互 作用 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物理 的 衝突 。 あ る い は 。 化学 反応 。 

物理 的 結合 。 物 理 的 に 引き 付け 合う こと 。 
物理 的 離反 。 物 理 的 に 反発 し 合う こと 。 


そう し た 粒子 プロ セス 同士 の 相互 作用 。 

それ ら の 発生 の トリ ガー。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 粒子 プロ セス の 位置 情報 が 、 互 い に 、 同 一 化す る か 近接 化す 
る こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 粒子 プロ セス が 、 互 い に 、 物 理 的 に 位置 が 重なり 合う こと 。 
複数 の 粒子 プロ セス が 、 互 い に 、 物 理 的 に 位置 が くっ 付く こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 章 定 。 

複数 の 粒子 プロ セス に お ける 、 位置 情報 の 同一 性 や 近接 性 を 利用 す 
る こと 。 

その た め に 、 そ れ ぞ れ の 粒子 プロ セス の 外部 に お いて 、 位置 情 報 の 
管理 機構 が 、 別 途 必 要 で ある こと 。 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス 間 に お ける 、 位置 の 重ね 合わ 
せ を 、 自 動 的 に 検 和 する こと 。 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス に 対し て 、 そ うし た 検知 結果 
を 、 キ ュー と し て 、 損 粒子 プロ セス へ と 、 リ アル タイ ム で 通知 する 
こと 。 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス に と っ て 、 第 三 者 の 視点 で あ 
け 、 世 界 の 創造 者 の 視点 で ある こと 。 例 。 飛行 中 の 複数 の 航空 機 に 
対す る 、 航 空 管制 室 の 視点 。 

そう し た 視点 は 、 以 下 の 二 種類 へ と 分 別 さ れる こと 。 


大 局 的 な 把握 。 双 方 の 粒子 プロ セス 同士 が 、 大 きく 離れ て いる 場 
合 。 双 方 の 粒子 プロ セス 同士 は 、 衝 突 し そう に 無い こと 。 

局所 的 な 把握 。 双方 の 粒子 ブロ セス 同士 が 、 至 近 距 離 で 接近 し て い 
る 場合 。 双 方 の 粒子 プロ セス 同士 が 、 今 に も 衝突 し そう な こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 、 そ うし た 機構 を 経 ず に 、 自 主 的 に 、 衝 
突 章 定 を 行う こと 。 その 実現 は 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション と 
し て は 、 そ の まま で は 困難 で ある こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 処理 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 、 他 の 粒子 プロ セス に 対し て 、 キ ュー を 
用 いて 、 相 互 に 影響 力 す を 、 リ アル タイ ム で 送り 合う こと 。 

そう し た 影響 力 。 

それ は 、 粒 子 間 に 働く エネ ルギー や 保存 力 に よっ て 、 計 算 さ れる こ 
と 。 

例 。 

エネ ルギー。 速度 ベク トル 。 加 速度 ベク トル 。 

保存 力 。 引 力 。 粒子 間 力 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス は 、 他 の 粒子 プロ セス か ら 受 信 し た 影響 
の 内 容 を 、 リ アル タイ ム で 集計 する こと 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス は 、 そ の 集計 結果 に 基づい て 、 そ れ 自 身 の 
振る 舞い を 、 リ アル タイ ム で 計算 する こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス の 内 部 に お いて 。 
そう し た 集計 や 計算 の イベ ント を 、 リ アル タイ ム で 、 無 限 ル ー プ 
で 、 な る べく 短い 時 間 間 隔 で 、 自 動 的 に 発生 し 続け る こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 決定 する 振る 舞い 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 

例 。 結 合 。 離 反 。 結合 の 破壊 。 交渉 の 持続 。 交 涼 の 打ち 切り 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 や 結合 や 相互 作用 。 
例 。 

気体 分 子 運動 。 液 体 分 子 運動 。 固 体 分 子 運動 。 

生物 に お ける 、 細 胞 や ウィ ルス の 、 振 る 舞い 。 


例 。 
粒子 プロ セス の 存在 する 空間 を 限定 する こと 。 
その た め に 、 そ れ ら の 周囲 に 、 壁 を 、 予 め 設 ける こと 。 


複数 の 粒子 ブロ セス 間 に お ける 、 通 信 。 そ の 実現 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 

例 。 結 合 。 離 反 。 結合 の 破壊 。 交渉 の 持続 。 交 涼 の 打ち 切り 。 
それ ら を 、 物 理 的 衝突 利 定 無し に 、 実 現す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物理 的 衝突 を 伴わ な い 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作 
用 。 そ れ ら の 実現 。 

通信 を 利用 し た 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 そ 
れ ら の 実現 。 

そう し た 相互 作用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物理 的 衝突 を 伴わ な い 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 保 有 品 
や 欠損 品 の 、 相 互 交 換 。 そ れ ら の 実現 。 

そう し た 保有 品 や 欠損 品 を 、 文 字 列 情 報 と し て 、 表 現す る こと 。 
複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 、 そ うし た 文字 列 情報 を 、 相 互 に 
送信 し 合う こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


複数 の 粒子 プロ セス 間 に お ける 、 通 信 。 


それ ら の 通信 に お ける 、 そ うし た 文字 列 情報 。 そ れ ら の 内 容 。 

例 。 

生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 

それ ら の 遺伝 情報 の 、 自 動 的 な セグ メン ト 化 。 

それ ら の 遺伝 情報 の 、 自 動 的 な 、 オ ン と オフ 。 

生物 に お ける 、 複数 細胞 や 複数 ウィ ルス の 間 に お ける 、 そ つう し た 遺 
伝 情 報 の 、 交 信 。 

複数 生物 の 間 に お ける 、 そ うし た 遺伝 情報 の 、 交 舘 。 

そう し た 交信 動 作 そ れ 自 体 を 、 そ の 生物 に と っ て の 遺伝 情報 化す る 
ye 

そう し た 交信 動作 それ 自体 を 、 文 字 列 情報 化す る こと 。 

その 実現 が 、 プ ログ ラム の 基盤 と な る 関数 群 に お いて 、 予 め 必要 で 
ある こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 通 信 に よる 相互 作用 。 

例 。 化学 物質 に お ける 、 プ ラス イオ ン と マイ ナス イオ ン と の 、 交 

展 。 

例 。 生物 の 複数 細胞 の 間 に お ける 、 特 定 の 遺伝 情報 の 保有 の 有無 に 
つう MC の 、 次 信 : 

それ は 、 神 経 回 路 に お ける 、 思 考 細胞 同士 の 、 神 経 伝達 物質 の 交信 
と 、 同 様 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 粒子 ブロ セス が 、 任 意 の 他 の 粒子 プロ セス を 、 ラ ンダ ム に 選択 
し 接続 する こと 。 

その 粒子 プロ セス が 、 相 手 の 粒 子 プ ブロ セ ス に 対し て 、 キ ュー を 用 い 
て 、 そ れ 上 自身 に お ける 保有 品 や 欠損 品 に つい て の 情報 を 、 送 信 す る 
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その 粒子 プロ セス が 、 相 手 の 粒 子 プ ブロ セス か ら 、 キ ュー 経由 で 、 返 
答 情 報 を 、 受 信 す る こと 。 

その 返答 情報 の 内 容 。 そ れ ら は 、 以 下 の よ うに 分 別 さ れる 。 


私 は 、 あ な た の 欠損 品 を 、 十 分 に 保有 し て いる 。 私 は 、 あ な た に 対 
し て 、 補 填 や 補充 の 行為 が 、 可 能 で ある 。 

私 は 、 あ な た の 欠損 品 を 、 十 分 に 保有 し て いな い 。 私 は 、 あ な た に 
対し て 、 補 填 や 補充 の 行為 が 、 不 可能 で ある 。 


私 は 、 あ な た の 保有 品 を 、 欠 損し て いる 。 私 は 、 あ な た に 対し て 、 
補填 や 補充 の 行為 を 、 要 求 す る 。 

私 は 、 あ な た の 保有 品 を 、 特 に 欠損 し て いな い 。 私 は 、 あ な た に 対 
し て 、 補 填 や 補充 の 行為 を 、 特 に 要求 し な い 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 。 欠損 品 の 、 相 互 補填 や 相互 補充 
が 、 可 能 で ある こと 。 そ の こと が 放 明 し た 場合 。 

双方 の 粒子 プロ セス ある い は どちら か 一 方 の 粒子 プロ セス が 、 追 加 
で 、 相 手 の 粒 子 プ ロ セ ス に 対し て 、 相 補 関 係 に 入る 合図 を 送る こ 
と 。 

その 結果 。 

双方 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 、 相 補 関 係 が 、 新 た に 成立 する こ 
と 。 

双方 の 粒子 プロ セス が 、 新 た に 、 シ ステ ム 化 し 、 そ の シス テム 内 部 
に お いて 機能 分 化す る こと 。 

双方 の 粒子 プロ セス が 、 新 た に 、 社会 的 分 業 を 実現 する こと 。 
双方 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 、 保 有 品 の 市 場 が 、 新 た に 実現 す 
る こと 。 


保有 者 と し て の 物質 。 
欠損 者 と し て の 物質 。 


保有 者 と し て の 物質 は 、 そ の 保有 内 容 の 防衛 や 防御 が 、 必 要 で ある 
その 理由 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

その 保有 内 容 の 補填 を 、 欠 損 者 と し て の 物質 か ら 強 制 さ れ な いた 
め 。 
別 。 


例 。 生物 に お ける 、 時 得 権益 の 防衛 や 防御 の 、 必 要 性 。 


物質 の プロ セス 化 。 
そう し た 複数 の プロ セス に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の シミ ュ レ ー シ ョ 
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その 手順 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス の 自己 複製 。 そ の 実装 。 
プロ セス が 内 蔵 する 情報 内 容 の 自己 複製 。 そ の 実装 
その 情報 内 容 の デー タ セ ッ ト 。 
[PA1"+,「A25 PA3 


プロ セス が 内 蔵 する 情報 内 容 の 、 自 動 的 な 分 節 化 。 そ の 実装 
その 情報 内 容 の デー タ セ ッ ト 。 

分 館 化 以前 。 

[PA1"+,「A2 り PA3 

分 節 化 以 後 。 

[[PA1A2].+ り TA3 り 邊 


プロ セス が 内 蔵 する 、 分 節 化 さ れ た 情報 内 容 。 そ れ ら の 、 部 分 的 な 
欠損 化 や 無効 化 。 そ れ ら の 自動 化 。 そ の 実装 

欠損 化 以前 。 舞 効 化 以前 。 

[[PA1A2.+, [A3 リ "中 

欠損 化 以後 。 舞 効 化 以 後 。 

[[PA1A21.-, PA3 り + 由 


その プロ セス の 情報 内 容 の 欠損 を 補填 する 、 他 の プロ セス 。 そ の プ 
ロ セ ス に よる 、 そ うし た 他 プ ロ セ ス の 探索 。 そ の 自動 化 。 

その プロ セス が ラン ダム に 見 つけ た 、 他 の プロ セス へ の 働き か け と 
反応 の 取得 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 

[LUA1T)A2]-] [AS 十 ] 

相手 の 他 プ ロ セ ス の 情報 内 容 。 

[LTATJA2]。 二 AS)-]] 


ある 情報 項目 を 保有 有する プロ セス に よる 、 そ の 項目 を 欠損 し て いる 
プロ セス に 対す る 、 補 填 の 実行 。 そ の 仕組 み の 構築 。 

その 補填 の 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


欠損 し て いる 物品 その も の の 補填 。 例 。 生物 に と っ て の 、 水 分 や 酸 


氷 o 

欠損 し て いる 情報 項目 その も の の 補填 。 例 。 生物 の 遺伝 情報 その も 
の 。 

欠損 し て いる 情報 内 容 に よっ て 生み 出さ れる 、 二 次 的 な 生成 物 や 生 
産物 の 、 補 填 。 例 。 生物 細胞 の 体内 で 生産 され る 、 有 機 化 合 物 。 消 
化物 と し て の 守 養 素 。 ホ ル モ ン 。 フェロ モン 。 酵素 。 


それ ぞ れ の 補填 方 法 に つい て 、 そ の 仕組 み を 、 予 め 個 別に 構築 する 
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補填 以前 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21.-], PA3 り + 和 
相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 
[[A1A2]+, PA37] 


補填 され た 情報 項目 。 
相手 の 他 プ ロ セ ス か ら 、 そ の プロ セス へ の 補填 。[A1'A2] 
その プロ セス か ら 、 相 手 の 他 プロ セス へ の 補填 。[A3] 


補填 以後 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21+ り TA3 リ "中 
相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 
[LA1A2]+ り , [A3" 二 中 


そう し た 補填 の 授受 に お いて 。 

双方 の デー タ セ ッ ト の タイ プ が 、 合 うか 合わ な いか を 、 予 め 、 自 動 
的 に 痢 定 す る こと 。 

その 結果 。 双 方 の デー タ セ ッ ト の タイ プ が 合致 し た 場合 の み 、 補 填 
の 授受 を 実行 する こと 。 


例 。 

双方 の デー タ セ ッ ト の タイ ブ が 合致 し て いる 場合 。 
その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21], PA3 り + 和 

相手 の 他 プ ロ セス の 情報 内 容 。 
[[A1A2] り PA37] 


例 。 

双方 の デー タ セ ッ ト の タイ ブ が 合致 し て いな い 場 合 。 
その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21], PA3 り 

相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 そ の 複数 例 。 
[[PA1A21+ [AT] 
[[PA1A5]』+, PA3 り LT] 

[A1"+ り , FA3!] 


複数 の ブロ セス 同士 が 、 そう し た 補填 を 、 相 互 に 行う 仕組 み 。 そ の 
実装 。 

複数 の プロ セス 同士 が 、 そ うし た 相互 補填 を 通じ て 、 相 補 関 係 に 入 
る 仕組 み 。 そ の 実装 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


そう し た 相互 補填 。 そ れ ら が 、 自 動 的 で ある こと 。 そ れ ら が 、 同 期 
的 で ある こと 。 

そう し た 相互 補填 の 必要 性 の 発生 。 そ の 発生 が 、 定 期 的 で 同期 的 で 
ある こと 。 

双方 の プロ セス に お いて 、 そ うし た 相互 補填 を 必要 と する 欠損 状態 
が 、 定期 的 に 、 同期 的 に 、 発生 する こと 


それ ら の 実装 に お いて 。 
予め 、 と て も シン プル な 作り の 多 細 胞 生 物 の 仕組 み を 、 把 握 し て お 
のど 。 


欠損 し て いる 情報 項目 。 補填 の 対象 と な る 情報 項目 。 そ れ ぞ れ の 明 
確 化 を 、 予 め 行 うこ と 。 


物質 に お ける 、 欠損 や 保有 の 発生 と 、 そ れ ら に よる 、 機 能 の 概念 の 
生成 。 
そう し た 機能 の 分 類 が 、 必 要 で ある こと 。 


例 。 生物 の 場合 。 

機能 と は 、 生 き や す さ を も た ら す 働き で ある こと 。 

生物 に と っ て の 、 そ れ ら の 機能 の 内 容 。 

それ ら の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 私 が 執筆 し た 、 生 物 一 般 の 行動 と 
社会 に つい て の 電子 書籍 の 内 容 を 、 参 照 し て 下さ い 。 


例 。 物 質 一 般 の 場合 。 そ の 物質 を 構成 する 粒子 の 場合 。 
機能 と は 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー の 源 。 動 か す 力 。 そ の 源 。 

その 粒子 の 内 部 に 甘え られ た 、 仕 事 を 為 し 得る 能力 。 

その 粒子 が 持つ 、 移 動力 。 そ の 粒子 が 持つ 、 仕 事 力 や 稼ぐ 力 。 そ の 
粒子 が 持つ 、 改 変 力 や 破壊 力 。 

その 粒子 が 持つ 、 質 量 。 そ の 粒子 が 持つ 、 速 度 や 加速 度 。 そ れ ら を 
掛け 合わ せ た 値 。 そ れ ら の 値 を 上 げ る 、 有 要因 。 


保存 力 の 源 。 止め る 力 。 そ の 源 。 

静止 状態 。 微動 状態 。 

そう し た 状態 ほ の 複 数 の 粒子 同士 が 、 極 く 近接 し て いる こと 。 
そう し た 状態 の 複数 の 粒子 同士 が 、 互 い に 、 頻 繁 に 接触 し た り 、 接 
着 し た り 、 結 合 し て いる こと 。 

そう し た 状態 に お ける 、 粒 子 間 力 。 そ れ ら の 強 さ 。 そ れ ら の 値 を 上 
げ る 、 有 要因 。 

従来 の 静 力 学 に お いて 。 あ る 物体 が 、 そ の 物体 に 対し て 働く 諸 力 の 
釣り 合い に より 、 静 止 する こと 。 そ うし た 均衡 状態 を 、 実 現し 鈴 持 
する 、 有 要因 。 


Me 禁止 力 。 閉 じ 込 め る 力 。 締 め 上 げ る 力 。 破壊 を 防 
る 力 。 

静 力学 に お いて 、 そ れ ら の 力 が 生み 出さ れる 奈 件 の 洗い 出し が 、 必 
要 で ある こと 。 

例 。 材 料 強度 学 。 工 業 材料 。 建築 材料 。 それ ら の 材料 に お ける 、 旬 
裂 や 損傷 の 、 発 生 。 それ ら の 進 必 が も た ら す 、 その 材料 の 破壊 の プ 
ロ セ ス 。 そ れ ら の 発生 を 防止 する 、 奈 件 や 要因 。 そ れ ら の 洗い 出 
し 。 


静 力学 に お いて 。 


止め る 力 。 相手 の 物体 の エネ ルギー を ゼロ に する 力 。 相手 の 物体 の 
活力 や 精力 を 、 ゼ ロ に する 力 。 
止め る 力 が 生み 出さ れる 、 奈 件 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 質量 が 、 相 手 の 物体 に 比べ て 、 よ り 、 十 分 に 、 大 きい こと 。 
その 結果 。 そ の まま 、 相 手 の 物体 を 、 跳 ね 返す こと が 出来 る こと 。 
その 状態 に お いて 。 

クッ ショ ン 性 が 有る こと 。 受 け 止 め る 力 が 有る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

柔軟 性 。 変 形 可 能 性 。 壮 反発 性 。 

スト ッ パ ー と し て の 性 質 。 丘 貫通 性 。 遮蔽 性 。 庶 断 性 。 

それ ら は 、 結 局 、 以下 の 力 を 生み 出す こと 。 

鎮め る 力 。 鎮 静 力 。 

包容 力 。 包含 力 。 相 手 の 物 体 を 丸呑み する 力 。 そ うし た 相手 の 物体 
を 、 そ の まま 内 部 に 閉じ 込め て 、 そ の 外部 に 出 ら れ な くす る 力 。 


上 記 の 内 容 の 要約 。 

相手 を 跳ね 返さ ず に 、 そ の まま 和 柔軟 に 受け 止め る 力 。 
相手 を 跳ね 返さ ず に 、 そ の まま 丸呑み し て 閉じ 込め る 力 。 
それ ら の 力 が 、 十 分 に 強い こと 。 


それ ら の 力 を 生み 出す 要因 。 そ れ ら が 、 保 存 力 の 源 で ある こと 。 


それ ら の 力 が 十分 に 強い 、 物 質 。 

例 。 

液体 。 ゼ リー。 粘液 。 

柔軟 な 固体 。 布団 や 枕 や クッ ショ ン 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰め され た 、 気 体 。 エ アバ ッ グ 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰め され た 、 液体 。 水枕 。 

ドッ ジ ボ ー ル の 球 を 受け 止め る 競技 者 。 

男性 の 精力 を 奪っ て 、 そ の 男性 を イン ポテ ン ツ に させ る 、 女 性 。 


保存 性 の 物質 に お ける 、 保存 行為 。 保 存 力 の 、 も う 一 つの 源 。 


保存 力 の 源 。 止め る 力 。 そ の 源 。 
上 記 の 静 力 学 と は 別 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


医学 の 視点 。 建 築 学 の 視点 。 歴 史学 の 視点 。 


ある 物質 に お ける 、 そ の 保存 状態 が 悪化 する こと 。 

例 。 致傷 。 破壊 。 病気 。 劣 化 。 

する と 。 

その 物質 は 、 そ の 保存 状態 の 悪化 を 、 自 力 で 、 阻 止 し 停止 し 食い 止 
め る こと 。 

その 物質 は 、 そ の 保存 状態 を 、 元 の 良好 な 状態 へ と 、 自 力 で 再 修復 
する こと 。 

その 結果 。 そ の 物質 は 、 原 状 回 復 す る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 保存 行為 。 


保存 行為 。 
それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 状態 を 悪化 させ る 有 要因 。 

それ ら へ の 予防 。 そ れ ら へ の 、 防 御 や 防衛 。 

それ ら へ の 免疫 の 獲得 。 そ れ ら の 切除 。 そ れ ら の 消去 。 そ れ ら の 濃 
度 を 薄め る こと 。 そ れ ら の 無効 化 。 


保存 状態 が 悪化 し た 箇所 。 
それ ら の 修復 。 そ れ ら の 修繕 。 そ れ ら の 治療 や 治癒 。 


ある 物質 に お いて 。 

それ 自身 の 原状 回 復 。 そ れ 自 身 の 原 状 復帰 。 そ れ 自 身 の 復古 、 そ れ 
自身 の 帰還 。 

それ ら を 実現 する 力 が 、 十 分 に 強い こと 。 


それ ら の 力 を 生み 出す 要因 。 そ れ ら が 、 保 存 力 の 源 で ある こと 。 


それ ら の カカ が 十分 ) に 強い 、 物 質 。 


例 。 
液体 。 ゼ リー。 粘液 。 
それ ら は 、 切 断 さ れ て も 、 瞬 時 に 再 癒着 する こと 


例 。 

柔軟 な 固体 。 布団 や 枕 や クッ ショ ン 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰 め さ れ た 、 気 体 。 空気 枕 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰 め さ れ た 、 液 体 。 水枕 。 

それ ら は 、 加 圧 に より 変形 させ られ て も 、 加 圧 を 中 断 す る と 、 瞬 時 
に 元 の 形 に 戻る こと 


例 。 

生物 。 彼 ら は 、 液 体 の 一 種 で ある こと 。 

彼ら は 、 人 致傷 し 発病 し て も 、 次 第 に 治癒 し 、 回 復 す る こと 。 
彼ら は 、 侵 入 を 受け て も 、 次 第 に 元 通り に 押し 返す こと 

彼ら は 、 彼 ら 自身 の 所 有 物 を 壊さ れ て も 、 次 第 に 修繕 し 、 原 状 回 復 
させ る こと 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 築き 上 げた 社会 を 、 戦 争 や 革命 に よっ て 壊さ れ 
て も 、 次 第 に 復古 し 、 原 状 回 復 さ せる こと 。 

彼ら は 、 致 傷 し 発病 し た 仲間 を 、 治 療 し 看護 し 、 次 第 に 治癒 させ る 
に 


そう し た 生物 に は 、 人 間 も 含 まれ る こと 。 


保存 性 物質 に お いて 。 

それ 自身 の 原状 回 復 。 そ れ 自 身 の 治 癒 。 そ れ 自身 の 復旧 。 
そう し た 保存 力 。 そ れ ら を 実現 する 力 。 

それ ら の 発生 原理 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


複数 の 粒子 同士 が 、 互 に 、 極 く 近接 し て いる こと 。 そ の 場合 。 複 
数 の 粒子 同士 の 間 に 、 あ る 程度 の 空間 的 な 隙間 が 開い て いる こと 。 
複数 の 粒子 同士 が 、 互 い に 固着 せ ず 、 互 い に 緩く 結合 し つつ 、 あ る 


程度 の 可動 性 を 残し て いる こと 。 あ る い は 。 複数 の 粒子 同士 が 、 互 
い に 結 合せ ず 、 微 動 状 態 で 、 相 互 接触 と 相互 分 離 と を 、 絶 え ず 繰り 
返し て いる こと 。 

複数 の 粒子 同士 の 間 に 、 粒 子 間 力 が 働い て いる こと 。 そ うし た 燈 子 
間 力 が 、 各 々 の 粒子 の 間 が 空間 的 に 少し 隔 た っ た 状態 に お いて も 、 
有効 に 働き 続け て いる こと 。 

そう し た 複数 の 粒子 に 対し て 、 硬 い 固 体 な ど を 押し 付け て 加 圧 し て 
も 、 そ れ ら の 粒子 の 間 に お いて 、 粒 子 間 の 結合 が 、 延 伸 し 携 み な が 
ら 問 題 無く 維持 され る こと 。 そ の 後 。 外部 か ら の 加 圧 を 止め る と 、 
粒子 間 の 結合 状態 が 、 程 無く 、 原 状 復帰 する こと 。 ある い は 。 そ 
うし た 複数 の 粒子 の 間 を 、 硬 い 固体 の 妨 で 切断 し て も 、 そ れ ら の 粒 
子 の 間 に お いて 、 粒子 間 力 が 、 引 き 続 き 有 効 に 働き 続け る こと 。 そ 
の 結果 。 粒子 同士 の 緩い 結合 や 微動 的 相互 作用 が 、 程 無く 、 問 題 無 
く 、 復 活 す る こと 。 


弁証法 的 物質 。 

それ ら は 、 弁 証 法 的 存在 で ある 物質 で ある こと 。 

それ ら の 物質 は 、 二 律 痛 反 性 や 自己 矛盾 性 を 内 包 し て いる こと 。 
それ ら の 有 双方 の 性 質 が 、 単 一 の 物質 の 中 に お いて 、 共 存 し 、 合 一 化 
し で る と 。 


例 。 生物 。 

それ ら は 、 自 動 的 に 、 自 己 保存 を し よう と する こと 。 

それ ら は 、 自 己 保存 状態 の 、 実 現 や 維持 の た め に 、 エ ネル ギー を 必 
要 と する こと 。 

それ ら は 、 そ うし た エネ ルギー を 獲得 する た め に 、 周 囲 の 環境 を 破 
壊す る 行動 に 出る 必要 が ある こと 。 

そう し た 行動 は 、 エネ ルギー 性 で ある こと 。 

そう し た 行動 は 、 仕 事 を する こと や 、 稼 ぐ こ と で ある こと 。 

それ ら は 、 保存 性 と 破壊 性 と の 両方 を 、 同 時 に 内 包 し て いる こと 。 
それ ら は 、 保存 性 物質 で ある と 共に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こ 
ae 

それ ら の 双方 は 、 互 い に 二 律 背 反 の 関係 に ある こと 。 

それ ら の 双方 は 、 互 い に 自己 矛盾 の 関係 に ある こと 。 

それ ら の 双方 が 、 単 一 の 物質 の 中 に お いて 、 共 存 し 、 合 一 化し て い 
る こと 。 

その 結果 。 


生物 は 、 弁 証 法 的 存在 で ある こと 。 
生物 は 、 弁 証 法 的 物質 の 一 種 で ある こと 。 


還 保存 性 物質 で ある と 共に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こ 


生物 に お ける 、 保存 性 物質 と し て の 側面 。 そ れ が 、 女 性 へ と 、 新 た 
に 機能 分 化し た こと 。 

生物 に お ける 、 エ ネル ギー 性 物質 と し て の 側面 。 そ れ が 、 男 性 へ 

と 、 新 た に 機能 分 化し た こと 。 

そう し た 機能 分 化 。 す な わ ち 。 生物 に お ける 、 性 差 の 発生 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 二 律 育 反 性 や 自己 矛盾 性 の 度合 い を 、 よ り 
軽減 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 弁 証 法 的 存在 と し て の 度合 い を 、 よ り 軽 減 
し て いる こと 。 


追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 。 ダー 
クマ ター。 プ ラッ ク ホ ー ル 。 それ 
ら は 、 保存 性 の 物質 で ある こと 。 
それ ら の 一 種 が 、 生 物 一 般 や 女性 
で ある こと 。 あ る 物質 に お ける 暗 
黒 性 は 、 そ の 物質 に お ける 保存 性 
に 由来 する こと 


ダー クマ ター。 ブ ラック ホ ー ル 。 彼ら の 物質 と し て の 性 賢 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 極 限 ま で 隠蔽 し 見 えな くす る こと 。 
外部 物質 を 、 内 向き に 取り 込み 、 吸 収 し 尽 す こと 。 そ の 結果 、 彼 ら 


自身 の 重力 が 、 最 大 化す る こと 。 

外部 物質 を 、 最 大 限 に 受け 止め 、 動 き を 停止 させ る こと 。 外部 物質 
の 活動 を 、 禁 止 し 寺 じ る こと 。 

相互 に 一 体 青 合 化す る こと 。 

そう し た 性 質 の 度合 い が 最 大 限 に な っ て いる 物質 。 

それ は 、 保 存 性 の 極限 で あり 極致 で ある こと 。 

そう し た 保存 性 物質 の 境 。 

それ は 、 マ イナ ス の 存在 の 極致 で ある こと 。 


恒星 。 彼 ら の 物質 と し て の 性 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 極 限 ま で 主張 し アピ ー ル する こと 。 
外部 物質 に 対し て 、 積 極 的 に 自己 放射 し 、 対 外 的 に 攻撃 を する こ 
と 。 

外部 物質 を 、 最 大 限 に 変動 させ 破壊 する こと 。 

外部 物質 の 活動 を 、 積 極 的 に 促進 する こと 。 

相互 に バラ バラ に 飛散 し 暴れ 回 り ぶ つか り 合 うこ と 。 

そう し た 性 質 の 度合 い が 最 大 限 に な っ て いる 物質 。 

それ は 、 エ ネル ギー 性 の 極限 で あり 極致 で ある こと 。 

そう し た エネ ルギー 性 物質 の 塊 。 

それ は 、 プ ラス の 存在 の 極致 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 。 

それ は 光明 性 で ある こと 。 

それ は 、 積 極性 や チャ レン ジ 性 で あり 、 プ ラス 性 で ある こと 。 
エネ ルギー 性 の 物質 。 そ れ は 、 プ ラス の 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 
恒星 で ある こと 。 


保存 性 。 

それ は 暗闇 性 で ある こと 。 

それ は 、 消 極性 や 退 柚 性 で あり 、 マ イナ ス 性 で ある こと 。 

保存 性 の 物質 。 そ れ は 、 マ イナ ス の 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 ダ ー 
グマ ター で ある こと 。 


中 国 の 伝統 的 思想 と し て の 、 陰 と 陽 と の 区 別 。 
それ は 、 マ イナ ス 性 と プラ ス 性 と の 区 別 で ある こと 。 


それ は 、 保 存 性 と エネ ルギー 性 と の 区 別 で ある こと 。 


生物 。 

彼ら 自身 の 自己 保存 状態 を 絶え ず 持続 する た め に 、 エ ネル ギー 性 や 
光明 性 を 常に 必要 と する 、 保存 性 の 暗黒 性 の 物質 。 

それ は 、 ダ ー ク マタ ー や プ ブラック ホ ー ル の 一 種 で ある こと 。 


保存 性 の 物質 。 液 体 。 生 物 一 般 。 体 細胞 。 卵子 。 女 性 。 定 住 生活 

者 。 そ れ ら の 性 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ダー ク 性 。 暗 黒 性 。 彼ら 自身 の 存在 を 外部 か ら 見 えな くす る 性 質 。 
全体 主義 。 集団 主義 。 統制 主義 。 禁止 と 束縛 や 緊縛 を 主眼 と し て 、 
作動 する こと 。 相互 の 亭 制 と 潰し 合い で 、 作 動 し 続け る こと 。 詩 和 
性 。 

不動 性 。 定 着 性 や 接着 性 や 癒着 性 。 定住 生活 を 送る こと 。 

他 の 物質 を 、 彼 ら 自 身 の 内 部 へ と 、 一 方 的 に ひたすら 取り 込み 吸収 
し 貯蔵 する 性 質 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 内 部 留保 が 最大 化す る こ 

と 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 質量 が 、 最 大 化す る こと 。 

彼ら 自身 の 内 部 情報 を 、 彼 ら 自 身 の 外部 に 対し て 、 決 し て 出 そ う と 
し な い 性 質 。 彼 ら 自 身 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 す る こと 。 表 面 を 持 
つこ と 。 表 面 張力 が 強い こと 。 対外 防 衛 と 、 対 外 隠蔽 と 、 内 部 へ の 
閉じ 込め を 徹底 する こと 。 監獄 性 。 内 部 告発 を 厳禁 する こと 。 閉鎖 
性 と 排他 性 。 

対外 的 な 主張 を 避け る 性 質 。 消 極性 。 退 要 性 。 抑圧 性 。 他 の 物質 

を 、 抑 え 込 み 、 潰 すこ と 。 局所 限定 化 を 指向 する こと 。 

彼ら 自身 の 内 部 に お ける 一 体 融 合 性 や 同質 性 や 調和 の 確 保 を 、 最 優 
先 す る こと 。 彼ら 自身 の 内 部 に お ける 異 分 子 の 排除 を 徹底 する こ 


と 。 

治癒 性 。 原 状 回 復 性 。 原 状 復帰 性 。 復古 性 。 前例 踏襲 性 。 順応 性 。 
受容 性 。 

マイ ナス 性 。 陰 気 で ある こと 。 暗 いこ と 。 湿潤 性 。 

そう し た マイ ナス 性 に お ける 自己 優位 性 や 自己 優越 性 を 、 他 の 物質 
に 対し て 、 指 向 す る こと 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 気 体 。 ウ ィ ル ス 。 精子 。 男性 。 移 動 生活 者 。 
それ ら の 性 綿 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

光明 性 。 彼 ら 自 身 の 存 在 を 、 対 外 的 に 積極 的 に 可視 化す る 性 質 。 彼 
ら 自 身 の 存 在 を 、 対 外 的 に 積極 的 に 主張 し アピ ー ル する 性 質 。 
個人 主義 。 自由 主義 。 容 説 と 解放 を 主眼 と し て 、 作 動 し 続け る こ 
と 。 不 調和 性 。 自 由 行 動 性 。 

活動 性 。 浮 動 性 。 浮 遊 性 。 移 動 生活 を 送る こと 。 

他 の 物質 に 対し て 、 彼 ら 自 身 を 、 外 部 に 向け て 、 一 方 的 に ひたすら 
放射 し まく る 性 質 。 そ の 結果 、 彼 ら 自身 の 消耗 が 、 最 大 化す る こ 
と 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 質 量 が 、 最 小 化し 和 小 化す る こと 。 
彼ら 自身 の 内 部 情報 を 、 彼 ら 自 身 の 外 部 に 対し て 、 積 極 的 に 開放 す 
る 性 質 。 彼 ら 自 身 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 し な いこ と 。 表 面 の 存在 
を 、 根 本 的 に 欠如 し て いる こと 。 

対外 的 な 主張 や アビ ピール を 最大 化す る 性 質 。 積 極性 。 攻撃 性 や チャ 
レン ジ 性 。 彼 ら 自 身 が 、 周 囲 の 他 物 質 に 対し て 、 衝 突 し 、 暴 れ 回 る 
(お 

拡散 性 。 布教 を する こと 。 普 台 化 や グロ ー バ ル 化 を 指向 する こと 。 
対外 拡張 性 。 膨 張 性 。 

異種 混合 や 多様 性 の 確保 を 、 積 極 的 に 推進 する こと 。 

破壊 性 。 新 規 性 。 独創 性 。 反抗 性 。 逆 転 性 や 反転 性 。 

プラ ス 性 。 陽 気 で ある こと 。 明 る いこ と 。 乾 燥 性 。 

そう し た プラ ス 性 に お ける 自己 優位 性 や 自己 優越 性 を 、 他 の 物質 に 
対し て 、 指 向 す る こと 。 


追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 エネ 
ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 人 性質 
に つい て の 、 新 た な まとめ の 表 。 


エネ ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 性 質 に つい て の 、 新 た な まとめ の 
表 。 


エネ ルギー 性 。 保存 性 。 
高速 性 。 低速 性 。 速 度 ゼ ロ で ある こと 。 
移動 性 。 変 動 性 。 動 作 性 。 不動 性 。 微 動 性 。 定 住 性 。 停止 
性 。 


流動 性 。 浴 留 性 。 停留 性 。 停滞 性 。 
不安 定性 。 揺らぎ 。 中 断 性 。 断続 安定 性 。 恒常 性 。 持続 性 。 連続 
性 。 性 。 永続 性 。 

不 確 実 性 。 不 確定 性 。 確実 性 。 確 定性 。 

飛翔 性 。 浮 遊 性 。 浮 動 性 。 遊牧 定着 性 。 根 を 下ろ すこ と 。 

財 。 


破壊 性 。 革 命 性 。 保全 性 。 現状 を 維持 する こと 。 
攻撃 性 。 防御 性 。 締 め 出 すこ と 。 受容 す る 


こと 。 丸 呑み する こと 。 包含 する 
こと 。 受 け 止め る こと 。 無効 化す 
る こと 。 消化 吸収 する こと 。 


奪取 する こと 。 恵 ん で あげ る こと 。 
危険 性 。 安全 性 。 

捨て 映 で ある こと 。 自己 保身 性 。 

革新 性 。 守 旧 性 。 復 旧 性 。 保守 性 。 
鋭敏 性 。 鈍重 性 。 


極端 性 。 過 激 性 。 異常 性 。 偽 っ て 中 間 性 。 中 道 性 。 中 市 性 。 通 常 
いる こと 。 辺境 性 。 周辺 性 。 少 数 性 。 普 通 で ある こと 。 穏健 性 。 偏 


性 。 孤 立 性 。 !) が 無い こと 。 満 信 無い こと 。 中 
心性 。 多 数 性 。 派 閥 性 。 
先進 性 。 先端 性 。 後進 性 。 遅滞 性 。 


鋭角 性 。 内 っ て いる こと 。 突き 刺 円 満 性 。 穴埋め する こと 。 傷 を 消 

すこ と 。 究 孔 す る こと 。 傷付け る すこ と 。 治 韻 す る こと 。 

(co お 

角 を 立て る こと 。 不穏 に する こ 角 を 立て な いこ と 。 穏便 に 済ま せ 

と 。 る こと 。 

有事 性 。 事 件 を 引き 起こ すこ と 。 無事 性 。 最初 か ら 無かっ た こと に 
する こと 。 

反抗 性 。 批 痢 性 。 不足 で ある こ 従順 性 。 順応 性 。 忠 誠 性 。 隷 従 

と 。 反 対す る こと 。 反転 する こ 性 。 賛 成す る こと 。 そ の まま に す 

と 。 逆転 する こと 。 変更 する こ る こと 。 居 性 。 無 風 で ある こと 。 

と 。 風 を 吹か せる こと 。 何 か を す 何 も し な いこ と 。 様子 見 を する こ 

る こと 。 ee 

競争 性 を 明示 する こと 。 闘争 性 を 表面 的 に は 、 互 い に 、 競争 も 闘争 

明示 する こと 。 も 一 切 し な い 、 一 体感 に 包ま れ た 
仲良 し で ある か の よう に 、 対 外 的 
に 見 せ か ける こと 。 内 部 に お い 
て 、 相 互 に 、 中 心 位置 の 獲得 を 
巡っ て 、 陰 湿 で 昔 烈 な 内 部 抗争 
を 、 ひ た すら 繰り 広げ る こと 。 


人 NO 同士 で ある こ 


入ら 自助 努力 する こ 明け 人 うこ と 。 頼 る こと 。 救 いや 

と 。 ワ 頼ら な いこ と 。 救 いや 助け を 助け を 求め る こと 。 依存 する こ 

求め な いこ と 。 自己 防衛 する こ と 。 計 送 船団 方 式 を 採用 する こ 

と 。 上 自己 責任 を 強調 する こと 。 と 。 責任 転嫁 する こと 。 

変化 性 。 現状 維持 性 。 慣性 。 安 定性 。 一 
性 。 不 変性 。 

斬新 性 。 新 機軸 性 。 創 造 性 。 非常 伝統 性 。 古い こと 。 常 識 的 で ある 

識 で ある こと 。 革 命 性 。 改革 性 。 こと 。 復古 性 。 


パラ ダイ ム 転 換 す る こと 。 小 改 良 す る こと 。 改 善 す る こと 
未踏 性 。 眺 存 性 。 學 知性 。 

加速 性 。 減速 性 。 制 止 性 。 

急速 性 。 緩慢 性 。 

多 動 性 。 静止 性 。 

積極 性 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 消極 性 。 退 層 性 。 事 な か れ 主 義 。 


表面 が 無い こと 。 表裏 が 無い こ 表面 が 有る こと 。 表裏 が 有る こ 
と 。 表 面 張力 が 無い こと 。 内 部 と と 。 表面 張力 が 強い こと 。 内 部 と 
外部 と の 区 別 が 無い こと 。 外部 と の 区 別 が 有る こと 。 

外部 に 存在 する こと 。 外部 に 対し 内 部 に 存在 する こと 。 内 部 の 奥 の 
て 、 代 表 者 と し て 直接 串 出 する こ 部 分 に お いて 、 大 切 に 守ら れる ベ 
と 。 き 本 体 部 分 と し て 鎮座 し 続け る こ 


二 

開放 性 。 通 風 性 。 換 気性 。 入れ 替 密閉 性 。 閉 鎖 性 。 排 他 性 。 密 ま 

え が 有 る こと 。 性 。 入れ替え が 無い こと 。 

公開 性 。 移 住 を 容認 する こと 。 義 公 開 性 。 隠 蔽 性 。 機 密 性 。 入試 
を 実施 する こと 。 締め 出す こと 
追放 する こと 

明示 性 。 明 瞭 性 。 医 明 示 性 。 曖昧 性 。 内 部 に お ける 
暗黙 の 了解 に 従っ て 動く こと 。 

解放 性 。 定 獄 性 。 閉じ込め る こと 。 外出 出 
来 な くす る こと 

自律 性 。 別 々 に な る こと 。 別 々 に 他 律 性 。 一 緒 に な る こと 。 一緒 に 

する こと 。 離れ る こと 。 傍観 する する こと 。 連帯 する こと 。 巻き 込 

こと 。 合 虹 する こと 。 むこ と 。 

自由 性 。 統制 性 。 検 閲 性 。 管 理性 。 相 互 牽 
制 性 。 相 互 抑圧 性 。 相 互 に 足 を 
9 合う こと 。 怒 始 深い こ 


可能 性 。 容 誰 性 。 有 能 化 する こ 加 能 禁止 性 。 許 可 が 必要 で 


だ ある こと 。 

保存 性 の 能力 を 、 抑 圧し 不能 化す エネ ルギー 性 の 能力 を 、 抑 圧し 不 
る こと 。 能 化 する こと 。 

打開 性 。 打 破 性 。 閉 寒 性 。 体制 を 保持 する こと 。 


いい 加減 で る る こと 。 粗 維 で ある 厳格 性 。 維 密 で ある こと 。 高 品質 
こと 。 粗暴 で ある こと 。 低 品質 性 。 最 終 完 成 度 が 高い こと 。 
性 。 最 終 完成 度 が 低い こと 。 


暴力 支配 性 。 専制 支配 性 。 

軽量 性 。 重量 性 。 

浮上 性 。 昇 天性 。 天空 性 。 沈降 性 。 沈 殿 性 。 

彼 小 性 。 巨大 性 。 

消耗 性 。 補給 性 。 

消費 性 。 不 足 性 。 生産 性 。 多 産 性 。 充足 性 。 満 足 
性 。 貯 攻 性 。 

切り 捨て を 行う こと 。 攻 積 する こと 。 貯蔵 する こと 。 

海 汰 性 。 増殖 性 。 

貧困 性 。 欠乏 性 。 富裕 性 。 豊潤 性 。 

粗末 性 。 華 英 性 。 

取り 替え 可能 な 非 貴 重 な 存在 で あ 取り 替え 不能 な 、 大 切 で 貴重 な 存 

の 在 で ある こと 。 


医 所 有 性 。 無 所 有 性 。 借 用 する こ 所 有 性 。 占有 性 。 貸与 す る こと 。 

と 。 寄 宿す る こと 。 所 有 者 や 宿主 宿主 と な る こと 。 借用 者 や 寄宿 者 

と し て の 保存 性 物質 に 対し て 、 利 と し て の エネ ルギー 性 物質 か ら 、 

用 料金 を 一 方 的 に 支払 うこ と 。 利用 料金 を 一 方 的 に 徴収 する こ 
と 。 

企業 者 で ある こと 。 稼 ぐ こ と 。 投 投資 者 で ある こと 。 企 業者 と し て 

資 者 と し て の 保存 性 物質 に 対し の エネ ルギー 性 物質 か ら 、 彼 ら の 

て 、 彼 自身 が 得 た 利益 を 一 方 的 に 稼ぎ の 上 前 を 拉 ね る こと 。 企業 性 

差し 出す こと 。 の 物質 か ら 、 投 資 に よっ て 得 ら れ 
た 利益 を 一 方 的 に 回 収 す る こと 。 

道具 で ある こと 。 道具 の 使い 手 で ある こと 。 道具 を 
メン テ ナ ン ス する こと 。 道具 の 世 
話 を する こと 。 

実際 の 作業 者 で ある こと 。 作業 の エネ ルギー 性 物質 に 対し て の 、 作 

納品 者 で ある こと 。 業 の 発注 者 で ある こと 。 エ ネル 
ギー 性 物質 に よる 作業 結果 の 、 検 
収 者 で ある こと 。 

光明 性 。 可 視 性 。 光 を 当て る こ 暗黒 性 。 不 可視 性 。 盲目 性 。 闇 の 

と 。 まま と する こと 。 

明瞭 性 。 透 明 性 。 不明 瞭 性 。 不透明 性 。 


解明 す る こと 。 不明 と する こと 。 そ の まま 幕 引き 
する こと 。 遮蔽 する こと 


陽性 。 プ ラス で ある こと 。 際 性 。 マ イナ ス で ある こと 。 
定性 。 楽 観 性 。 陽気 で ある こ 否定 性 。 慈 観 性 。 不 安 性 。 陰 気 で 


と 。 ある こと 。 
極端 で ある こと 。 偏 っ て いる こ 中 調 で ある こと 。 
と 


酷 寒 性 。 冷涼 性 。 酷暑 性 。 高熱 温室 性 。 生 温か いこ と 。 中 熱性 。 

性 。 

不快 性 。 快適 性 。 

苦し いこ と 。 難 し いこ と 。 生き 辛 楽 で ある こと 。 生 きやすい こと 。 

いこ と 。 

超 低 湿 性 。 乾 燥 性 。 適度 に 涼し く 温 か い 湿 度 性 。 湿 潤 
性 。 濡 れ て いる こと 。 

切断 性 。 破 断 性 。 傷付け る こと 。 接着 性 。 癒着 性 。 

断 有 裂 性 。 分 断 性 。 分 離 性 。 断片 接合 性 。 縫 い 合 わせ る こと 。 統合 


性 。 絆 が 弱い こと 。 性 。 融 合 性 。 融解 性 。 繋ぎ 合わ せ 
る こと 。 絆 が 強い こと 。 粘着 性 。 

離散 性 。 連続 性 。 同調 性 。 

分 ける こと 。 差 を 付け る こと 。 分 分 け な い こと 。 差 を 付け な いこ 

析 性 。 生ま 
性 。 一体 性 。 丸 ご と で 扱う こと 。 

よそ よそ し いこ と 。 親密 で ある こと 。 


間 結 合 性 。 相互 作 用 し な いこ と 。 結合 性 。 相互 作用 が 有る こと 。 相 
引力 が 無い こと 。 引 力 を 行使 し な 互 作用 が 頻 敬 で ある こと 。 引 力 が 
いこ と 。 疎遠 性 。 独自 性 。 孤独 有る こと 。 引 力 が 強い こと 。 協調 
性 。 個性 が 強い こと 。 義 社会 性 。 性 。 連 帯 性 。 社会 性 。 没 個性 。 周 


囲 の 色 に 染まる こと 。 
関係 を 持た な いこ と 。 自 閉 性 。 音 関係 を 持ち た が る こと 。 通信 し た 
信 不 通 で ある こと 。 が る こと 。 
低圧 性 。 高圧 性 


空き が 有る こと 。 隙 が 有る こと MDT 隙間 が 無い こ 

隙間 を 空 ける こと 。 余 栓 が 有る こと 。 緒 性 密 性 。 隙間 を 埋め 

の る こ ご ど 。 人 0 と 。 余裕 が 無 
山宮 靖 。 

仮想 性 。 存 在 し な いこ と 。 真空 実体 性 。 実 在 性 。 存 在 す る こと 

性 。 

専門 性 。 契 約 性 。 総括 性 。 総 合 性 。 何 で も 引き 受け 


切り 分 ける こと 。 一 括 し て 丸呑み する こと 


喝 付 ける こと 。 
級 す こと 。 
緩い こと 。 適当 で ある こと 。 


治癒 する こと 。 
再生 する こと 。 


いい 緊 貫 する こと 。 き ちん と する こ 


加減 で る る こと 。 ル ー ル を 守ら な と 。 ル ー ル を 守る こと 。 遵守 する 


いこ と 。 違 反する こと 。 
個別 性 。 単独 性 。 


(ce 
集団 性 。 全 体 性 。 一 体 融合 性 。 


粉 粒 性 。 バ ラバ ラ で ある こと 。 ま 団体 性 。 ま と まる こと 。 和 群れ る こ 


と まり が 無い こと 。 ど 。 つる お こと 。 

多様 性 。 不 調和 性 。 画 一 性 。 調 和 性 。 

異質 性 。 同質 性 。 

拡散 性 。 集中 性 。 

普遍 性 。 目 己 中 心性 。 

間 限 定性 。 限定 性 。 

大 局 的 で ある こと 。 グ ロー バル で 局所 性 。 

ある こと 。 

低 密度 性 。 室 貴 性 。 真空 性 。 高密 度 性 。 凝縮 性 。 実 体 性 。 
独立 性 。 相互 依存 性 。 


剛性 。 硬い こと 。 固 いこ と 。 ハ 一 柔軟 性 。 ソ フト で ある こと 。 融通 
ド で ある こと 。 融通 が 利 か な いこ が 利く こと 。 ク ッ シ ョ ン 性 。 

oN 

個体 間 力 が 無い こと 。 個体 間 力 が 個体 間 力 が 有る こと 。 個体 間 力 が 


弱い こと 。 強い こと 。 
エネ ルギー 性 の サブ プク ラス 。 保存 性 の サブ クラ ス 。 
気体 。 液体 。 
粉 状 の 固体 。 金属 固体 。 
ウィ ルス 。 生物 一 般 。 細 胞 。 
精子 。 卵子 。 
連 性 。 女性 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 中 旬 。 保存 
性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心 
性 実現 の 重要 性 。 エ ネル ギー 性 優 
位 社 会 に お ける 、 社 会 的 普遍 性 実 


現 の 重要 性 。 保存 性 優位 社会 に お 
ける 、 和 社会 的 な 排除 や 排 潤 や 振出 
や 排 慰 。 保存 性 優位 社会 に お け 
る 、 和 社会 的 中 心性 と 専制 支配 力 と 
の 相関 。 そ うし た 相関 の 、 コ ン 
ビュ コー テ タ シミ コレ ーション に よる 
測定 の 、 必 要 性 。 


保存 性 が 優位 の 社会 。 

例 。 保存 性 物質 の 社会 。 液体 分 子 群 の 社会 。 生 物 一 般 の 社会 。 女 性 
優位 社会 。 

そう し た 社会 に お いて 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 の 個体 を 彼女 自身 の も と へ と 引き 寄せ る 力 。 引 力 。 

相手 の 個体 が 彼女 自身 の も と か ら 去 る こと を 出来 な くす る 力 。 求 心 
力 


相手 の 個体 が 彼女 自身 に 対し て 反対 し 反抗 する こと を 出来 な くす る 
力 。 専 制 支 配 力 。 

相手 の 個体 が 彼女 自身 を 現在 の 位置 か ら ど か そう と し て 衝突 し て 来 
た 場合 。 彼女 自身 が 、 問 題 無く 不動 状態 や 定住 状態 を 保っ た まま 、 
相手 を 締め 出し た り 懐 柔 し て 無力 化す る こと が 出来 る 力 。 不 動力 。 
定住 力 。 


保存 性 優位 社会 に お いて 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 自 己 保身 の 実現 に お いて 、 
より 有利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 現 状 維 持 や 原状 回 復 や 治癒 
や 原状 復帰 の 実現 に お いて 、 よ り 有 利 に な る こと が 出来 る こと 。 


そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 社 会 的 優位 者 や 社会 的 上 位 
者 と な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た カ 力 が 一 番 大 きい 個体 が 、 そ の 社会 に お ける 中 心 者 と な る こ 
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社会 的 中 心性 。 そ れ は 、 保 存 性 優位 の 社会 に お ける 、 究 極 の 、 自 己 
保身 実現 可能 性 で ある こと 。 

社会 的 中 心性 。 そ れ は 、 保存 性 優位 の 社会 に お ける 、 究 極 の 、 社 会 
的 上 位 性 で ある こと 。 


そう し た 社会 的 中 心性 を 実現 する カカ が 大 きい 者 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で あ る 。 
質量 の 大 きい 者 。 比重 の 大 きい 者 。 重 い 者 。 内 的 な 貯蔵 や 貯蓄 の 質 
量 が 多い 者 。 


保存 性 優位 社会 に お ける 唯一 の 絶対 者 。 そ れ は 、 社 会 的 中 心 者 で あ 
る こと 。 

社会 的 中 心 者 。 そ れ は 、 社 会 の 中 心 に 君臨 する 者 で ある こと 。 そ れ 
は 、 社 会 の 中 心から 、 周 囲 の 他 者 の 動き を 、 意 の まま に 統制 する 者 
で ある こと 。 

保存 性 優位 社会 に お ける 、 自 己 保 身 性 の 権化 。 そ れ は 社会 的 中 心 者 
で ある こと 。 


エネ ルギー 性 が 優位 の 社会 。 
例 。 エ ネル ギー 性 物質 の 社会 。 気体 分 子 群 の 社会 。 男性 優位 社会 。 
そう し た 社会 に お いて 。 


ある 個体 に お いて 。 
彼 自 身 を 高速 で 移動 させ 得る 、 力 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 個体 の 學 得 領 域 を 侵略 し て 、 そ こ か ら 相 手 個 体 を 弾き 飛ば し て 
追い 出す 力 。 

その こと で 、 そ の 領域 を 、 新 た に 彼 自 身 の 學 得 領域 へ と 変え る 力 。 
その こと で 、 そ の 領域 に 存在 する 資源 を 、 新 た に 彼 自 身 の 學 得 権益 
へ と 変え る 力 。 

その こと で 、 彼 自身 が 新た な 稼ぎ を 得る 力 。 

そう し た 、 彼 自身 が 新た な 仕事 を する 力 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 個体 を 弾き 飛ば し て 大 きく 移動 させ る 力 。 
相手 個体 を 破壊 する 力 。 

相手 個体 を 突破 し 貫通 する 力 。 

相手 個体 を 変形 させ る 力 。 


そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 自 己 拡大 の 実現 に お いて 、 
より 有利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 仕 事 や 稼ぎ の 実現 に お い 

て 、 よ り 有 利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 社 会 的 優位 者 や 社会 的 上 位 
者 と な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 一 番 大 きい 個体 が 、 そ の 社会 に お ける 普 負 者 と な る こ 
と 。 

社会 的 普 包 者 。 そ れ は 、 社 会 の 隅 々 まで 満 刀 無く 高速 で 飛び 回 る 者 
で ある こと 。 そ れ は 、 彼 自身 の 存在 を 社会 の 隅 々 まで 満 刀 無く 拡散 
させ 拡大 させ 得る 者 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 優位 社会 に お ける 唯一 の 絶対 者 。 そ れ は 、 社 会 的 普通 
者 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 優位 社会 に お ける 、 自 己 拡大 性 の 権化 。 そ れ は 社会 的 
普通 者 で ある こと 。 


排除 。 排 江 。 排 出 。 排 民 。 そ うし た 行為 。 
生物 一 般 に お ける 、 体 内 の 不要 物 や 有害 物 を 排 注 する 行為 。 例 。 動 
物 に お ける 、 糞 尿 の 排 洪 。 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


無用 な 者 。 

役立た ず の 者 。 不 要 な 者 。 役 目 を 終え た 残り か す に 相当 する 者 。 社 
会 的 中 心 者 に お ける 、 彼 女 自身 の 社会 的 中 心性 の 更 な る 増進 に 、 何 
ら 貢 献 し な い 者 。 


有害 な 者 。 
社会 的 中 心 者 の 自己 保身 を 脅かす 者 。 社会 的 中 心 者 に 対し て 、 反 対 


し 反抗 する 者 。 社会 的 中 心 者 に 対し て 、 攻 撃 を 行い 危害 を 加え よう 
と する 者 。 

社会 的 中 心 者 が 上 學 に 設定 し た 内 部 調和 を 乱す 者 。 保存 性 より も エネ 
ルギー 性 で 動作 する 者 。 多 動 者 。 単独 行動 者 。 周 囲 と の 交信 を 拒絶 
する 者 。 自 閉 者 。 異質 な 者 。 

社会 的 中 心 者 に よる 、 彼 女 自身 の 學 得 権益 を 社会 内 部 へ と 貯蔵 し 続 
ける 行為 。 そ うし た 行為 を 妨げ る 者 。 

社会 内 部 に 革 積 し 続け る 、 使 用 済み の ゴミ や 残 津 の 山 。 そ れ ら は 、 
社会 内 部 に お ける 貯蔵 スペ ー ス を 、 無 駄 に どん どん 占拠 し 続け る こ 
と 。 そ れ ら に 相当 する 者 。 例 。 無能 者 。 障害 者 。 要 介護 の 高齢 者 。 


その 社会 の 内 部 に お ける 、 無 用 な 者 や 有害 な 者 。 そ うし た 者 を 、 そ 
の 社会 の 内 部 か ら 、 拝 除 し 追放 する こと 。 

そう し た 力 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

絞る 力 。 絞 り 出す 力 。 

締め 上 げ る 力 。 締 め 付 ける 力 。 

それ ら を 組み 合わ せる こと で 、 以 下 の 内 容 の 力 を 実現 する こと 。 
締め 出す 力 。 追い出す 力 。 

そう し た 力 を 行使 する こと で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
社会 的 中 心 者 に と っ て 、 邪 魔 や 負担 や 脅威 と な る 者 。 そ の 、 社会 内 
部 か ら の 、 拝 除 や 排 江 や 排出 や 排 屈 。 

そう し た 捧 除 や 排 江 の 行為 は 、 社 会 的 中 心 者 と 周囲 の 者 が 一 体 と 
な っ て 協力 する 形 で 、 そ の 社会 全体 で 一 斉 に 実行 され る こと 。 そ れ 
は 、 全 体 主 義 的 行為 で や る こと 。 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 
各個 体 は 、 以 下 の よ うに 行動 する こと 。 


外部 有用 者 の 内 容 物 を 、 搾 り 出 し て 、 そ の 内 部 へ と 導入 する こと 。 
例 。 女性 が 彼女 自身 の 体内 に 男性 の 精子 を 導入 する こと 。 

外部 有用 者 の 、 内 部 へ の 招 鴨 と 、 高 い 地位 の 付与 。 

外部 有用 物 の 吸収 や 消化 や 同化 。 


内 部 無用 者 の 存在 自体 を 絞り 出し て 、 そ の 外部 へ と 放出 する こと 。 
内 部 無用 者 の 解 鹿 や 追放 。 
内 部 無用 物 の 排 江 や 排出 や 異化 。 例 。 動物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 糞 
尿 を 体外 へ 排 江 す る 行為 。 


そう し た 間 個体 に と っ て 、 周囲 の 他 者 は 、 以 下 の よ うに 分 類 され る 
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有用 者 。 彼女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 上 げ る 他 者 。 彼女 自身 の 社会 
的 中 心性 を 上 げ る 他 者 。 

無用 者 。 彼 女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 上 げ な い 他 者 。 彼女 自身 の 社 
会 的 中 心性 を 上 げ な い 他 者 。 

有害 者 。 脅 威 。 ラ イ バ ル 。 彼女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 下げ る 他 

者 。 彼女 自身 の 社会 的 中 心性 を 下げ る 他 者 。 


保存 性 の 個体 は 、 自 己 保 身 の 水 準 を 上 げ る 他 者 を 内 部 へ と 起用 し 厚 
過 し 、 そ つう で 無い 他 者 を 冷遇 し 解雇 し 追放 する こと 。 

保存 性 の 個体 は 、 彼 女 自身 の 社会 的 中 心性 を 上 げ る 他 者 を 内 部 へ と 
起用 し 厚 加 し 、 そ う で 無い 他 者 を 准 遇 し 解雇 し 追放 する こと 。 
そう し た 准 暫 や 解雇 や 追放 の 行為 。 そ れ は 、 社 会 的 な 排除 や 排 江 や 
排出 や 排 の 行為 で ある こと 。 


保存 性 優位 社会 に お いて 。 
その 社会 は 、 表 面 張力 に よっ て 、 内 部 と 外部 と に 常時 骨 別 され る こ 
Ga 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


各 個体 は 、 社 会 内 部 の 、 よ り 上 位 の 者 に 対し て 、 常 時 100% 隷 従 す 
る こと 。 よ り 上 位 の 者 と は 、 そ の 社会 内 部 に お いて 、 よ り 中 心 に 位 
置 する 者 で ある こと 。 

各 個体 は 、 社 会 内 部 の 、 よ り 下 位 の 者 に 対し て 、 彼 自身 に 対し て 
100% 隷 従 す る よう に 、 常 時 強制 する こと 。 よ り 下 位 の 者 と は 、 そ 
の 社会 内 部 に お いて 、 よ り 周 辺 や 周縁 に 位置 する 者 で ある こと 。 
ある 個体 に お いて 。 周囲 の 各個 体 の 動き を 統制 し 制止 する 力 。 周 囲 
の 各個 体 の 動き を 、 盗 意 的 に 一 方 的 に 決定 する 力 。 そ うし た 専制 支 
配 力 。 そ の 力 の 強 さ は 、 そ の 個体 の 社会 的 中 心性 の 高 さ に 比例 する 
二 。 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


生 個 体 は 、 社 会 外部 の 、 よ り 強 大 な 者 か ら の 圧力 を 、 常 時 1009 盲 
目的 に 無 奈 件 に 丸呑み する こと 。 それ は 、 社 会 外部 か ら の 圧力 が 、 
その 社会 の 表面 張力 を 上 回 っ た 場合 に 起き る こと 。 

生 個 体 は 、 社 会 外部 の 、 よ り 肥 小 な 者 か ら の 圧力 を 、 常 時 1009 完 
全 無視 し て 一 切 動じ ず 締め 出し 続け る こと 。 そ れ は 、 社 会 外部 か ら 


の 圧力 が 、 そ の 社会 の 表面 張力 を 下回っ た 場合 に 起き る こと 


社会 の 中 心 者 と し て の 地位 。 容 極 の 自己 中 心性 を 実現 し 得る 地位 。 
そう し た 地位 の 、 新 規 獲 得 や 死守 や 奪 問 。 
答 個 体 は 、 そ の 実現 を 目指 し て 、 外 部 か ら は 一 切 見 えな い 形 で 、 凄 
絶 な 内 部 抗争 を 、 永 続 的 に 繰り 広げ る こと 。 


そう し た 動作 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に よる 再現 。 
例 。 液体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン に よる 再現 。 

液 滴 の 中 心 に 位置 する 分 子 が 、 周 囲 の 各 分 子 の 動き を 、 盗 意 的 に 一 
方 的 に 、 統 制 し 決定 し 制止 し て いる こと 。 

その 事実 を 、 提 分 子 間 に 働く 分 子 間 カ の 、 強 さと 社会 的 方 向 性 と 
を 、 各 分 子 毎 に 算出 する こと に よっ て 、 実 証する こと 


個体 間 力 の 社会 的 方 向 性 。 

ニニ つの 個体 の 間 に 働く 、 個 体 間 力 に お いて 。 

その 力 は 、 二 者 間 の 、 ど ちら 側 か ら ど ちら 側 へ と 向い て いる か ? 
その 力 は 、 二 者 間 の 、 ど ちら 側 か ら ど ちら 側 へ と 一 方 的 に 行使 され 
て いる か ? 

その 力 は 、 中 心 者 か ら 周辺 者 へ と 向い て いる か ? その 力 は 、 周 辺 者 
か ら 中 心 者 へ と 向い て いる か ? 

その 力 は 、 ど の 程度 強大 か ? 


それ ら の 測定 が 必要 で ある こと 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 物質 
一 般 の 社会 に つい て 。 引力 や 兵力 
と 、 保 存 性 や エネ ルギー 性 と の 対 
応 関 係 。 引 力 や 兵力 と 、 専 制 支配 
や 暴力 支配 と の 対応 関係 。 物 質 一 


骨 に お ける 引力 の 存在 と 、 資 本 主 
義 の 根源 と の 関連 。 それ ら の 知見 
の 、 生 物 一 股 の 社会 や 人 間 社 会 へ 


引力 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 ほ を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 、 引 き 寄 せ 、 惹 き 付 け 、 接 着 
させ る 、 力 。 周囲 の 他 の 個体 B の 足 を 引っ 張る 力 。 周囲 の 他 の 個体 B 
の 動き を 、 牽 制 し 邪魔 し 制御 する 、 力 。 

それ は 、 す べ て の 個体 が 、 共 通 に 所 有する 力 で ある こと 。 万 有 引 
力 。 
それ は 、 地 上 に お いて は 、 重 力 で ある こと 。 それは 、 地 球 が 所 有 す 
る 引力 で ある こと 。 

そう し た 重力 。 そ れ は 、 地 球 付近 の 個体 を 、 全 て 強制 的 に 地上 へ と 
落下 させ る こと 。 

それ は 、 地 球 付近 の 個体 に 対し て 漏れ な く 働 く 、 専 制 支配 力 で ある 
大 。 

そう し た 引力 に お ける 、 専 制 支配 力 。 そ れ は 、 内 的 な 保存 や 引き 締 
め の 力 と 、 表 裏 一 体 で ある こと 。 そ れ は 、 対 外 的 な 拘束 力 や 統制 力 
と 、 表 裏 一 体 で ある こと 。 

そう し た 引力 。 

その 力 の 強 さ は 、 そ の 個体 A の 質量 の 大 き さ に 、 比 例 す る こと 。 
その 力 の 行使 は 、 そ の 個体 A の 周囲 の 、 他 の 個体 B に 向け て 、 影 響 
や 説得 力 や オー ラ の 形 で 、 遠 隔 的 に 、 常 に 働い て いる こと 。 

ある 個体 A が 、 周 囲 の 他 の 個体 B に 向け て 、 引 力 を 行使 する こと 。 
ある 個体 A が 、 周 囲 の 他 の 個体 B か ら の 引力 を 、 被 る こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 そ うし た 引力 の 影響 が 有効 な 範囲 。 そ れ は 、 
以下 の よう に 呼称 する こと が 可能 で ある こと 。 引力 圏 。 

それ は 、 台 風 に お ける 暴風 圏 や 強風 園 と 、 同 様 で ある こと 。 

それ は 、 勢 力 圏 と 、 概 念 的 に 同等 で や る こと 。 

ある 個体 A 人 に お ける 引力 圏 。 そ の 圏内 に お いて は 、 他 の 個体 B に 向け 
て 、 以 下 の よ うな 力 が 、 常 に 有効 な 状態 で 行使 され 続け て いる こ 
克 


ある 個体 A が 、 他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 引き 寄せ た まま 離さ 
な いよ うに する 、 力 。 

ある 個体 A が 、 他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 落下 させ 着陸 させ た 
まま 動け な くさ せる 、 力 。 


ある 個体 人 に お ける 、 他 の 個体 B に 向け た 引力 の 行使 。 

その 行使 は 、 個 体 A が 質量 を 所 有する 限り 、 個 体 A の 自由 意思 に 逆 
ら っ て で も 、 自 動 的 に 、 個 体 B に 対し て 強制 的 に 実行 され る こと 。 

その 行使 は 、 局 所 的 で ある こと 。 そ の 行使 は 、 複 数 の 個体 同士 の 局 
所 的 な や けり 取り の み で 実現 され る こと 。 そ うし た や り 取 り に お いて 
は 、 ユ ニ バ ー サ ル な 管制 シス テム は 、 一 切 利 用 され な いこ と 。 


ある 個体 人 に よる 、 そ うし た 引力 の 行使 が 、 他 の 個体 B に 対し て も た 
ら す 結果 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

個体 6 が 、 破 壊さ れる こと 。 個体 B6 が 、 変 形 す る こと 。 

個体 68 が 、 そ の 存在 位置 を 、 強 制 的 に 移動 させ られ る こと 。 個体 B 
が 、 そ の 存在 位置 を 、 強 制 的 に 固定 され る こと 。 


そう し た 物理 的 な 引力 の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に お いて 。 
従来 採用 され て きた 視点 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 航空 管 
制 室 の 視点 。 天 空 か ら の 大 局 的 な 視点 。 普 記 的 で グロ ー バ ル な 視 
点 。 高 速 飛翔 者 の 視点 。 エ ネル ギー 性 の 視点 。 

し か し 。 そ うし た 視点 は 、 今 後 、 廃 され る べき で ある こと 。 

代わ けり に 採用 され る べき 、 新 た な 視点 、。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 
こと 。 地 上 か ら の 、 局 所 的 で 限定 的 な 視点 。 保存 性 の 視点 。 

その 理由 。 引 力 は 、 元 来 、 エ ネル ギー 性 で は 無く 、 保 存 性 に 基づく 
力 で ある か ら 。 


引力 。 そ れ は 、 保 存 力 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 

相互 に 、 自 他 を 、 引 き 寄 せ 、 結 合 さ せ 、 一 体 化 さ せ 、 く っ つけ て 離 
さ な い 、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 そ の まま 現状 維持 する か 、 更 に 強化 
する 、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 そ の まま 保存 する 、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 絶 え ず 生 成 し 有 効 化 する 、 力 。 


相互 の 位置 関係 を 、 そ の まま 不動 に する 、 力 。 

相互 の 結合 や 連結 の 関係 に 生じ た 傷 を 、 治 癒し て 解消 させ る 、 力 。 
相互 の 結合 や 連結 の 関係 に 生じ た 断絶 を 、 再 び 元 通り に 回 復 し て 原 
状 復帰 させ る 、 力 。 


それ は 、 正 反対 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 
例 。 

磯 石 の N 極 と S 極 と の 間 に 働 く 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 する 、 力 。 
電子 の 陽 イ オン と 際 イ オン と の 間 に 働く 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 
る < 力 。 

生物 の 男女 の 間 に 働く 、 生 殖 時 に 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 する 、 
p』 由 


それ は 、 共 通 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 

例 。 

液体 分 子 の 間 に 働 く 、 相 互 に 引き 合っ て 作用 し 合う 、 分 子 間 カ 。 
複数 の 生物 一 般 の 間 に 働 く 、 彼 ら 自 身 の 生 存 力 向上 の た め に 、 仲 間 
や 社会 を 形成 する 力 。 


殿 力 。 そ れ は 、 エ ネル ギー で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


ある 個体 A 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 
相互 に 、 自 他 を 、 引 き 離 し 、 離 反 さ せ 、 分 離さ せる 、 力 。 
相互 に 、 自 他 の 結合 を 、 絶 え ず 拒 絶する 、 力 。 
相互 に 、 自 他 の 結合 を 、 絶 え ず 破 壊し 無効 化す る 、 力 。 
相互 の 位置 関係 を 、 絶 え ず 変化 させ 変動 させ る 、 力 。 


それ は 、 共 通 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 
例 。 

磯 石 の N 極 と N 極 と の 間 に 働 く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか な い 、 
力 


磁石 の S 極 と S 極 と の 間 に 働 く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか な い 、 力 。 
電子 の 陽 イ オン と 陽 イ オン と の 間 に 働く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか 
な い 、 力 。 

電子 の 陰 イ オン と 陰 イ オン と の 間 に 働く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか 
な い 、 力 。 そ れ は 、 電 流 や 電力 の 、 発 生 源 で ある こと 。 


それ は 、 正 反対 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 

例 。 

生物 の 間 に 働く 、 異 な る 種類 の 生物 同士 が 、 生 殖 時 に 、 相 互 に 離反 
し て くっ つか な い 、 力 。 

生物 と し て の 人 間 の 間 に 働 く 、 異 な る 人 種 の 人 間 同士 が 、 相 互 に 離 
反し て くっ つか な い 、 力 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 、 隙 間 を 生成 
する 力 。 

隙間 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

明か り 窓 。 暗 闇 に 向け て 、 光 が 差 し 込む 箇所 。 外界 に 向け て 、 公 開 
され た 箇所 。 外界 に 対し て 、 セ キュ リティ ホー ル と な る 箇所 。 
それ ゆえ 。 圧力 と は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

明か り 窓 を 生成 する 力 。 暗 闇 の 空間 に 対し て 、 外 部 か ら 光 明 を も た 
ら す 力 。 

公開 窓 を 生成 する 力 。 閉鎖 的 な 空間 に 対し て 、 外 部 か ら 開 放 性 を も 
た ら す 力 。 閉鎖 的 な 空間 か ら 、 外 部 へ と 、 内 部 機密 情報 の 漏洩 を も 
た ら す 力 。 防 御 的 な 空間 に 対し て 、 外 界 か ら の 有効 な 攻撃 を 新た に 
可能 に する 力 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 
相互 の 結合 や 連結 を 、 切 断 し 破壊 し 無効 化す る 力 。 
相互 関係 上 の 、 切 れ 目 や 有 裂け 目 や 割 れ 目 を 生成 する 力 。 


周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 関 作 上 の 傷 を 生成 する 力 。 
周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 暴 力 を 振る つ 力 。 あ る 個体 4 に お ける 、 
周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 暴 力 支配 を 有効 化す る 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B か ら 、 離 反する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B と 、 動 作 的 に 逆行 し 逆転 し 対立 する こと 。 


周囲 の 他 の 個体 B と 、 動 作 的 に 競争 し 闘争 する こと 
MA 反抗 し 反乱 し 反撃 し 、 革 命 を 起こ すこ 


周 還 の 他 の 個体 B か ら 、 動作 的 に 自主 独立 し 自立 する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B に よる 支配 か ら 、 解 放さ れ 自 由 に な る こと 。 
相互 離散 的 に 、 個 人 主義 的 に 、 自 由 主義 的 に 、 振 る 舞 つこ と 。 
各自 が 、 好 き な 時 間 に 、 好 き な 方 向 へ と 、 高 速 で 、 識 間 移動 する こ 


ea 

周囲 環境 に 対し て 、 変 化 や 変動 を 引き 起こ すこ と 。 

閉鎖 的 な 周囲 環境 に 対し て 、 抜 け や セキ ュ リ ティ ホー ル を 、 生 成 
する こと 


兵力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 の 物質 に お ける 、 有 人 能 性 の 根源 。 

例 。 

気体 は 、 温 度 が 高い ほど 、 そ の 分 布 勢力 を 拡大 し や すい こと 。 
ウィ ルス 性 の 生物 。 生 物 一 般 に お ける 、 精 子 や 精細 胞 や 男性 。 彼ら 
は 、 周 囲 の 他 者 へ の 闘争 や 競争 へ の 意識 が 高い ほど 、 ラ イ バ ル と の 
生存 競争 に 打ち 勝つ て 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 を 残し や すい こと 。 


引力 。 
それ は 、 以 下 の 内容 で ある こと 。 


開い た 隙間 の 割れ 目 を 、 相 互 に 引き 寄せ て 縫い 合わ せ て 、 再 結合 
て 密閉 する 力 。 
ー 呈 生成 し た 傷 を 、 治 癒す る 力 。 


開い た 隙間 の 明か り 窓 を 、 再 び 閉 鎖 し 遮蔽 する 力 。 そ うす る こと 
*、 今 まで 光 が 差 し 込ん で いた 内 部 に 、 暗 闇 を 再び 取り 戻す 力 。 
開い た 隙間 の 抜け 穴 を 、 再 び 閉 鎖 し 遮蔽 する 力 。 そ うす る こと で 、 
今 まで 存在 し て いた 対外 的 な セキ ュ リ ティ ホー ル を 、 再 び 解 消す る 
の 


ー 旦 断絶 し た 結合 や 連結 を 、 回 復 し 、 再 生成 し 、 原 状 復帰 する 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 


周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 関 作 上 の 傷 を 修復 し 、 関 係 を 元 通 り に 
回 復 す る こと 。 

個体 ん 自身 の 元 か ら 離 れ て いっ た 他 の 個体 B に 対し て 、 強制 的 に 、 よ 
り を 戻す こと 。 

個体 A 自 身 の 元 か ら 離 れ て いっ た 他 の 個体 B を 、 強 制 的 に 、 個 体 A 自 
身 の 元 へ と 呼び 戻す こと 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強制 的 に 、 引 き 寄 せる こと 。 
他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強制 的 に 、 連 れ 戻 すこ と 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強制 的 に 、 引 き 止 め 繋 ぎ 止め る 
こと 。 

他 の 個体 B が 個体 A 自 身 か ら 離 れる こと 。 そ の こと を 、 強制 的 に 、 不 
可能 に する こと 。 

他 の 個体 B が 個体 A 自 身 の 元 か ら 出 て いく こと 。 そ の こと を 、 強制 的 
に 、 不 可能 に する こと 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 依 存 さ せる こと 。 
他 の 個体 B の 動作 を 、 強 制 的 に 、 束 旨 し 統制 する こと 

他 の 個体 6 が 所 持 し て いた 、 動 作 上 の 自由 や 独立 性 を 、 強 制 的 に 、 
奪い 去る こと 。 

他 の 個体 B が 、 個 体 A 自 身 の 許可 無し に その 場 に 居 続 ける こと 。 そ の 
こと を 、 根 本 的 に 、 不 可能 に する こと 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 専 制 支配 を 永続 的 に 行う こと 。 
の 個体 A 自 身 か ら の 離反 や 反抗 を 、 強 制 的 に 、 不 
可能 に する こ こ : 

個体 A 自 身 が 負 定 し た 補 獄 に 強制 的 に 収容 され た 、 他 の 個体 B。 個体 
A 自 身 が 、 AN そう し た 定 獄 か ら の 解放 を 、 
方 的 に 次 意 的 に 拒絶 する こ こと 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 順 応 さ せる こと 。 
他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 調 和 さ せる こと 。 
他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 が 次 意 的 に 望む 内 容 を 、 強 制 的 に 一 
方 的 に 丸呑み 学習 させ る こと 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 仲良 し 関係 を 、 一 方 的 に 強制 す 
る こと 。 


他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 の 囚 人 や 玩具 と し て 振る 舞 つこ と 
一方 的 に 強制 する こと 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 存在 で C を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 引 き 込 み 取 り 込 む 、 力 。 
その よう に いっ た ん 個体 A 自 身 の 元 へ と 取り 込ん だ 、 内 容 物 。 そ う 
し た 内 容 物 を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 、 し っ か り 保 有 し 続け て 、 決 し て 
手放さ な い 、 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 


周囲 の 他 の 存在 で C を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 貯 め 込 み 貯蔵 し 貯 攻 す る 


周囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 所 属さ せる こと 。 
周囲 の 他 の 存在 で C を 、 個 体 A 自 身 に よっ て 、 所 有する こと 。 

個体 ん 自身 が 、 そ うし た 所 有 物 を 、 個 体 A 自 身 の 私 的 財産 と し て 、 保 
有 し 保存 し 続け る こと 。 

個体 A 自 和 映 が 、 そ うし た 行為 を 、 エ ンド レス に 遂行 し 続け る こと 。 
その 結果 。 

個体 A 自 身 が 、 存 在 と し て 、 雪 だ る ま 式 に 、 よ り 肥 え 大 り 重 た く な 
る こと 。 

個体 自身 が 、 存 在 と し て 、 雪 だ る ま 式 に 、 個体 A 自 身 の 質 量 を 、 よ 
けけ 増大 させ る こと 。 

その 結果 。 個体 A 自 身 が 周囲 に 対し て 行使 可能 な 引力 が 、 雪 だ る ま 
式 に 、 増 大 し 続け る こと 。 

その 結果 。 個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 Cc を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 
と 、 よ り 引 き 込 み 取 り 込 みや すく な る こと 。 


そう し た 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 取り 込ま れ 、 個 体 A 自 身 に よっ て 保存 
され 保有 され て いる 、 周 囲 の 他 の 存在 C。 

それ ら は 、 結 局 、 個体 A 自 身 の 保有 する 引力 を 、 よ り 効 果 的 に 増大 
させ る た め の 、 元 手 で あり 資本 で ある こと 。 


個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 取 けり 込 
み 、 貯 蓄 し 保有 し 続け る こと 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 の 質 量 が 、 増 大 する こと 。 

その こと で 、 個 体 A 自 身 の 引 力 が 、 増 大 する こと 。 


その こと で 、 個体 A 自 身 が 、 以 下 の よ うな 能力 を 、 雪 だ る ま 式 に 増 
大 させ る こと が 可能 に な る こと 。 

個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 よ り 高 い 
効率 で 、 取 り 込 み 、 貯 蓄 し 保有 し 続け る 能力 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 が 、 以 下 の 内 容 を 新た に 実現 する こと が 、 

十分 に 可能 に な る こと 。 

個体 A 自 身 が 、 物 質 世 界 に お ける 資本 主義 の 優良 な 体現 者 と な る こ 
の 


例 。 

巨大 恒星 ん が 、 周 囲 の 星 星 B を どん どん 取り 込ん で 、 恒星 A 自 身 の 内 
部 に 貯め 込ん で 行く こと 。 

その こと で 、 巨 大 恒星 A は 、 恒星 A 自 身 が 巨大 化す る 速度 を 、 更 に 高 
めで て いく と と 。 

そうした 巨大 恒星 人 に と っ て 、 周囲 の 星 星 B は 、 恒星 A 自 身 の 巨大 化 
を 更に 推進 する た め の 資 本 と し て 作用 し て いる こと 。 

そう し た 巨大 恒星 人 は 、 宇 宙 室 間 に 拡がる 星 星 の 世界 に お ける 、 典 
型 的 な 資本 主義 者 で ある こと 。 


結局 。 

物質 一 般 に 内 在 す る 引力 こそ が 、 物 質 世 界 一 般 に お ける 資本 主義 の 
根源 で ある こと 。 

そう し た 物質 世界 一 般 に お ける 資本 主義 の 、 サ ブ プク ラス 。 そ れ は 、 
例え ば 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

生物 一 般 の 社会 。 人 間 社 会 。 そ うつし た 社会 に お ける 、 資 本 主義 の 発 
生 と 持続 。 

資本 主義 。 そ れ は 、 物 質 世 界 に お いて 一 般 的 に 見 られ る 、 動 作 の た 
め の イ デオ ロ ギ ー で ある こと 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 結合 や 連結 の 持続 を 、 エ 
ンド レス に 強制 し 続け る 、 力 。 

周囲 の 他 の 個体 B と の 間 に 、 調 和 関 係 を 、 エ ンド レス に 、 生 成 し 構 
築 し 続け る 、 力 。 

周囲 の 他 の 個体 B に お いて 発生 する 、 個 体 A 自 身 か ら の 分 離 独立 解放 
へ の 、 式 。 そ うし た 芽 を 、 エ ンド レス に 、 容 赦 無く 基 く 潰し 続け 


る 、 力 。 
周囲 の 他 の 個体 B に お いて 発生 する 、 個 体 A 自 身 か ら の 自由 化 へ の 、 
牙 。 そ つう し た 黄 を 、 エ ンド レス に 、 容 赦 無く 惹く 潰し 続け る 、 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 

個体 A 自 身 と の 調和 関係 を 破壊 し よう と する 、 周 囲 の 他 の 個体 B。 
例 。 個体 A 自 身 に 対し て 、 反 抗 や 批 章 や 反対 の 動作 を 行う 、 他 の 個 
体 B。 

個体 A 自 映 が 、 そ うし た 個体 B に 対し て 、 よ り 大 き な 引 力 を 、 容赦 無 
く 行 使 す る こと 。 

その 結果 。 

個体 ん 自身 が 、 そ うし た 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 力 ずく で 、 
降伏 させ 屈服 させ る こと 。 

その 結果 。 

個体 A 自 身 が 、 そ うし た 個体 B に よる 反乱 を 強権 的 に 鎮圧 する こと 
に 、 問 題 無く 成功 する こと 。 

その こと で 、 そ うし た 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 調和 関係 を 、 
再び 強制 する こと 。 


引力 。 

それ は 、 結 局 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 エ ンド レス に 専制 支配 を 続け る 、 力 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

物質 に お ける 保存 性 を 、 実 現す る 力 。 

物質 に お ける 保存 力 の 根源 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 物質 に お いて 、 主 に 所 有 さ れ て いる こと 。 
例 。 液体 。 生 物 一 般 。 細 胞 性 生物 。 女 性 。 卵子 。 陽 イオ ン と 陰 イ オ 
ン と の ペア 同士 。 磯 石 の N 極 と S 極 と の ペア 同士 。 


兵力 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 
物質 に お ける エネ ルギー 性 を 、 実 現す る 力 。 


物質 に お ける 破壊 性 や 変動 性 を 、 実 現す る 力 。 

物質 に お ける エネ ルギー の 根源 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 物質 に お いて 、 主 に 所 有 さ れ て いる こと 。 
例 。 気体 。 ウ ィ ル ス 。 男 性 。 精 子 。 陰 イオ ン と 陰 イ オン と の ベア 同 
士 。 磯 石 の N 極 と N 極 と の ペア 同士 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 個 体 A 自 身 と の 相互 結合 や 相互 連結 の 状態 を 維 
持 す る こと を 強制 する 、 力 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 、 拘 束 し 束縛 し 続け る 、 力 。 

他 の 個体 B に 対し て 。 個体 A 自 身 と の 間 で 、 調 和 や 仲 恨 し の 関係 を 築 
く こ と を 強制 する 、 力 。 


他 の 個体 B の 存在 を 、 個 体 A 自 映 の 元 へ と 所 属さ せ 、 吸 収 合併 併合 す 
る 、 力 


他 の 個体 B の 存在 を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 内 的 に 貯蔵 貯 昔 し 、 個 体 A 自 
身 が 所 有 権 を 有する 財産 や 資本 へ と 、 更 に 新た に 転化 させ る 、 力 。 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 か ら 動 け な く させ る 、 力 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 不動 化し 不 自 由 化 し 固定 化す る 、 
p』 関 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 定住 させ る 、 力 。 

他 の 個体 6 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 移 動 す る こと を 、 強 制 的 に 禁止 す 


る 、 力 。 

他 の 個体 5 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 分 離し 離反 する こと を 、 強 制 的 に 禁 
止 する 、 力 。 

他 の 個体 5 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 解 放さ れ 自 由 化 さ れる こと を 、 強 制 
的 に 禁止 する 、 力 。 


引力 。 
それ は 、 物 質 世 界 一 般 に お いて 、 定 住 生活 様式 を 生成 させ る 、 根 源 
的 な 力 で ある こと 。 


例 。 比較 的 温暖 で 湿潤 な 大 地 に お いて 、 農 耕 民 の 定住 化 と 、 彼 ら の 
社会 の 女性 優位 化 が 、 発 生 し て いる こと 。 

その 具体 例 。 中 国 。 日 本 。 韓 国 。 ロ シア 南部 。 東 南ア ジア 諸国 。 そ 
れ ら の 、 稲 作 や 麦 作 や 畑作 の 社会 。 


ある 個体 A 人 に お いて 。 

そう し た 引力 の 行使 。 そ れ は 、 実 際 に は 、 他 の 個体 B か ら 、 個体 A 自 
身 に 対し て も 、 同 時 に 行使 され て いる こと 。 

そう し た 引力 の 行使 。 そ れ は 、 相 互 的 で ある こと 。 それは 、 双 方 向 
性 で ある こと 。 そ の 理由 。 引 力 は 、 質 量 を 持つ 個体 一 般 に お いて 、 

普遍 的 に 所 有 さ れ て いる か ら 。 例 。 現 代物 理学 に お いて 、 有 万有引力 
と いう 呼称 が 、 引 き 続 き 多 用 され て いる こと 。 


そう し た 引力 の 行使 に 基づく 、 あ る 個体 4 に お ける 、 他 の 個体 B に 対 
する 束 績 。 そ れ は 、 結 局 、 相 互 東 纏 で ある こと 。 

例 。 人間 社会 向け の 臨床 心理 学 に お ける 相互 束縛 の 概念 。 そ の 概念 
の 根源 は 、 結 局 、 物 質 世 界 一 般 に お ける 万 有 引 力 に 由来 する こと 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

個体 自身 を 、 他 の 個体 B の 元 で 、 自 由 に 動け る よう に する 、 力 。 

個体 A 自 身 を 、 他 の 個体 B の 元 か ら 離 れ て 、 移 動 で せる よう に する 、 
力 。 
個体 A 自 身 の 存在 を 、 他 の 個体 6 の 元 で 、 可 動 化 し 流動 化す る 、 力 。 
個体 A 自 身 の 存在 を 、 他 の 個体 6 の 元 か ら 、 解 放し 自由 化す る 、 力 。 
個体 A 自 身 が 、 他 の 個体 B に 対し て 、 反 抗 や 批 利 や 社会 的 革命 を 行え 
る よう に する 、 力 。 

個体 自身 が 、 他 の 個体 B か ら の 相互 結合 や 相互 連結 の 要請 を 、 一 方 
的 に 拒絶 出来 る よう に する 、 力 。 

個体 自身 が 、 他 の 個体 B の 元 で 、 相 互 に 対立 し 不調 和 の まま で いら 
れる よう に する 、 力 。 


兵力 。 

それ は 、 物 質 世 界 一 般 に お いて 、 移 動 生活 様式 を 生成 させ る 、 根 源 
的 な 力 で ある こと 。 

例 。 金属 固体 内 部 に お ける 、 電 子 の 群れ に よる 、 絶 え 間 無 い 自由 流 
動 の 発生 。 そ れ ら が 、 電 力 エ ネル ギー を 生成 し て いる こと 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 者 B の 存在 を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 吸 収 し 合併 し 併合 す 
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その こと で 。 個体 A 自 身 の 存在 を 、 よ り 大 きく 重く する 、 力 。 

そう し た 力 は 、 物 質 世 界 一 貞 に お ける 、 資 本 主義 の 根源 と な る こ 

と 。 

そう し た 力 の 行使 。 そ れ は 、 ど こま で も 無期 限 に 無制限 に 、 永 続 す 
る こと 。 

そう し た 力 の 行使 。 そ れ は 、 そ の 個体 A の 内 部 へ の 物質 的 な 資本 の 
蓄積 を 、 生 み 出す こと 。 

それ は 、 異 な る 個体 の 間 に お いて 、 内 的 な 資本 蓄積 の 質量 に お ける 
格差 を 、 生 み 出す こと 。 


そう し た 資本 主義 の 存在 。 そ れ は 、 物 質 一 般 の 世界 に お いて 、 元 か 
写 と 。 


例 。 

冬季 の 降雪 地帯 。 

雪だるま は 、 坂 道 を 転がる と 、 勝 手 に どん どん 大 きく 重く な る こ 
es 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

その 雪だるま は 、 自 主 的 に 彼 自 身 の 資本 増強 を 行う 資本 主義 者 で あ 
る こと 。 そ の 十 だ る ま に お いて は 、 体 積 や 質量 の 増大 に 伴い 、 内 的 
な 資本 蓄積 が 起き て いる こと 。 


例 。 

生物 と し て の 人 間 。 そ の 社会 に お いて 。 

ある 企業 に よる 、 他 の 企業 の 吸収 合併 が 、 常 態 化 し て いる こと 。 
そう し た 企業 は 、 自 主 的 に 彼ら 自身 の 資本 増強 を 行う 資本 主義 者 で 
ある こと 。 そ うし た 企業 に お いて は 、 所 有 資 金 の 増大 に 伴い 、 内 的 
な 資本 蓄積 が 起き て いる こと 。 


物質 一 般 の 社会 を 構成 する 2 つの 力 。 引 力 と 護 力 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の よ うな キー ワー ド に よっ て 、 構 成 さ れる こと 。 
相互 結合 力 。 相互 連結 力 。 

保存 力 。 維 持 管理 力 。 

拘束 力 。 東 縛 力 。 定 住 さ せる 力 。 所 属さ せる 力 。 閉鎖 力 。 

ー 体 台 合 化す る 力 。 内 的 調和 力 。 内 的 協調 力 。 内 的 折衝 力 。 
治癒 力 。 原 状 回 復 力 。 

内 部 吸収 力 。 内 部 所 有力 。 内 部 貯蔵 力 。 内 部 蓄積 力 。 内 部 資本 増強 


y』 
自己 質量 を 重く 大 きく する 力 。 自 己 引力 増強 に お いて 資本 主義 を 通 
す 力 。 


兵力 。 

それ は 、 以 下 の よ うな キー ワー ド に よっ て 、 構 成 さ れる こと 。 
相互 分 離 力 。 相 互 離反 力 。 

エネ ルギー。 活動 力 。 運 動力 。 仕 事 する 力 。 稼 ぐ カ 。 

自由 化す る 力 。 解放 する 力 。 独 立 する 力 。 

離散 力 。 個 人 主義 を 通す 力 。 独自 行動 力 。 反 抗力 。 批 利 力 。 客 観 視 
する 力 。 

破壊 力 。 切 断 力 。 分 析 力 。 変動 生成 力 。 高 速 移動 力 。 

間 所 属 を 通す 力 。 義 保 有 を 通す 力 。 財 産 を 喜 捨 する 力 。 間 借り する 


に 
自己 質量 を 軽く 小さ くす る 力 。 


引力 だ け で 無く 、 兵 力も 、 物 質 一 般 の 社会 を 構成 する 重要 な 要素 で 
ある こと 。 

例 。 

相互 離反 。 反抗 。 自 由 化 。 


慰 力 が 持つ 性 質 は 、 反 社会 性 で は 、 決 し て 無い こと 。 
兵力 は 、 物 質 一 般 の 社会 に お ける 、 も つう 一 つの 構成 要素 で ある こ 
。 


兵力 の 発揮 は 、 エ ネル ギー 性 の 物質 に お ける 、 主 要 な 特徴 で 長所 で 
ある こと 。 

例 。 

兵 力 の 発揮 は 、 生 物 一 般 の 社会 に お いて 、 エ ネル ギー 性 が 強い 男性 
に お ける 、 主 要 な 特徴 で 長所 で ある こと 。 


それ は 、 生 物 と し て の 人 間 の 社会 に お いて も 当て は まる こと 。 

殿 力 の 発揮 は 、 人 間 社 会 に お いて 、 エ ネル ギー 性 が 強い 男性 に お け 
る 、 主 要 な 特徴 で 長所 で ある こと 。 

兵 力 の 社会 的 価値 は 、 男 性 優位 社会 に お いて 、 相 対 的 に 高い こと 。 
例 。 西欧 諸国 に お ける 、 現 状 の 社会 体制 に 対す る 批 侯 精神 の 重視 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 そ の 
2。 従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 
の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 
の 概念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 す 
る 、 新 た な 上 位 互換 の 視点 の 必要 
性 。 そ の 最終 目標 と し て の 、 物 質 
一 般 に お ける 引力 や 兵力 の 法則 の 
朋 明 の 必要 性 。 物 質 一 有 般 に お ける 
物理 法則 の 研究 に お いて 新た に 克 
服 さ れる べき 、 従来 の 社会 的 価値 
観 。 


以下 の 内 容 に つい て の 、 一 口説 明 。 

従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 の 概 
念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 する 、 新 た な 上 位 互換 の 視点 が 、 新 た に 
必要 で ある こと 。 

そう し た 視点 に 基づい て 、 以 下 の 内 容 を 解明 する こと が 、 今 後 の 物 
理学 に お ける 最終 目標 の ー つ と な る べき こと 。 物 質 一 般 に お ける 引 


力 や 兵力 の 法則 。 

そう し た 物質 一 般 に お ける 物理 法則 の 研究 に お いて 、 従 来 の 物理 学 
者 の 間 に 保有 され て いる 既存 の 様々 な 社会 的 価値 観 の 克服 が 、 新 た 
に 必要 で ある こと 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 物 体 運 動 の 捉え 方 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で 
ある こと 。 

地球 の 重力 に よっ て 、 地 球 の 地上 付近 の 高い 位置 に 存在 する 物体 
が 、 地 上 へ の 落下 運動 を 引き 起こ すこ と 。 そ うし た 物体 は 、 地 上 へ 
の 落下 の 最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 に 所 有する こと 。 

そう し た 落下 物体 に お ける 運動 エネ ルギー の 新た な 発生 。、 そ うし た 
現象 は 、 従 来 の 物理 学 に お いて 、 位 置 エ ネル ギー の 革 え の 消化 と し 
て 捉え られ て きた こと 。 

外部 観察 者 側 か ら は 。 そ うし た 位置 エネ ルギー が 、 そ の 物体 に お い 
て 、 予 め 貯 蔵 され 保存 され て いた よう に 、 見 える こと 。 

そう し た 現象 が 、 従 来 の 物理 学 に お いて 、 以 下 の よ うな 呼称 で 、 第 
一 義 的 に 優先 し て 呼ば れ て いる こと 。 保存 力 。 


し か し 。 そ うし た 従来 の 物理 学 に お ける 物体 運動 の 捉え 方 は 、 物 体 
一 般 に お ける 引力 の 働き を 普遍 的 に 把握 する 上 で は 、 実 は 、 不 適切 
で ある こと 。 
そう し た 内 容 把握 は 、 今 後 は 、 以 下 の 内 容 へ と 買 き 換え られ る べき 
で ある こと 。 


2 つの 個体 人 と B の 間 に お いて 、 引 っ 張り 合い の 勝負 が 、 予 め 常 時 生 
起 し て いる こと 。 

より 引力 の 強い 個体 人 は 、 そ うし た 引っ 張り 合い の 勝負 に 勝つ こと 
で 、 よ り 引 力 の 弱い 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 方 へ と 、 一 方 的 に 引き 寄 
せ 続 ける こと が 出来 る こと 。 

より 引力 の 弱い 個体 B は 、 そ うし た 引っ 張り 合い の 勝負 に 負け る こ 
と で 、 よ り 引 力 の 強い 個体 A の 方 へ と 、 一 方 的 に 引き 寄せ られ 続け 
る で 。 


引き 寄せ る 側 の 個体 A が 予め 設定 し た 、 引 き 寄 せら れる 側 の 個体 B に 
と っ て の 、 だ 足場 。 

個体 B は 、 そ の 足場 に 到達 する まで 、 引 き 寄 せる 側 の 個体 A へ と 、 引 
き 寄 せら れ 続 け 、 移 動 し 続け る こと 。 


個体 B は 、 最 後に は 、 そ の 足場 に 衝突 し て 、 動 作 が 止ま る こと 。 そ 
うし た 動作 の 停止 や 終了 。 それは 、 引 き 寄 せる 側 の 個体 A の 引力 行 
使 に よる 効果 で ある こと 。 

そう し た 動作 の 停止 は 、 そ の 足場 が 再び 何ら か の 理由 で 崩壊 する ま 
で 、 ず っ と 有効 で ある こと 。 

そう し た 動作 の 停止 は 、 以 下 の 奈 件 の 成立 が 有効 で ある 限り 、 ず っ 
と 有効 で ある こと 。 

引き 寄せ る 側 の 個体 A の 引力 の 強 さ が 持続 し 続け る こと 。 引 き 寄 せ 
る 側 の 個体 A の 質量 の 大 き さ が 持続 し 続け る こと 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 重 力 や 位置 エネ ルギー の 説明 。 

地球 の 重力 に よっ て 、 地 球 の 地上 付近 の 高い 位置 に 存在 する 物体 

が 、 地 上 へ の 落下 運動 を 引き 起こ すこ と 。 

そう し た 物体 は 、 地 上 へ の 落下 の 最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 
に 所 有する こと 。 そ うし た 運動 エネ ルギー の 発生 源 を 、 位 置 エ ネル 
ギー と 呼称 する こと 。 

そう し た 内 容 は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 書 き 換 えら れる べき で ある こ 

し 


物質 世界 一 般 に お ける 、 引 力行 使 や 兵力 行使 の 、 法 則 。 

より 引力 が 強い 個体 人 に よる 、 引 力行 使 に よっ て 。 そ うし た 個体 A の 
付近 位置 に 存在 する 、 よ り 引 力 が 弱い 個体 B。 そ うし た 個体 B が 、 よ 
引力 が 強い 個体 A へ と 引き 寄せ られ て 移動 する 運動 を 、 引 き 起 こ 
すこ と 。 

そう し た 個体 B は 、 よ り 引 力 が 強い 個体 A が 設定 し た 足場 へ の 移動 の 
最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 に 所 有する こと 。 

そう し た 運動 エネ ルギー の 発生 は 、 個 体 A か ら 個 体 B に 対し て 及ぼ さ 
れる 引力 に 、 由 来 す る こと 。 

そう し た 個体 B5 が 、 よ り 引 力 が 強い 個体 A が 設定 し た 足場 へ と 到達 し 
た 時 点 に お いて 。 そ の 個体 B の 運動 エネ ルギー は 、 以 下 の 内 容 へ と 
転換 され 、 そ の 個体 B か ら は 消失 する こと 。 

そう し た 2 つの 個体 A や B 各 々 の 内 部 に お ける 、 構 成 粒子 問 の 結合 
連結 。 そ うし た 結合 や 連結 の 連鎖 に よる 、 構 成 物 。 

それ ら は 、 そ うし た 2 つの 個体 A や B 各 々 の 内 部 に お ける 、 構 成 粒子 
間 の 保存 力行 使 の 結果 の 産物 で ある こと 。 

それ ら を 、 そ の 運動 エネ ルギー の 行使 に よっ て 、 破 壊す る こと 。 そ 
の 際 に 、 発 熱 が 生じ る こと 。 そ れ ら の 実行 の た め に 、 そ の 個体 B の 
運動 エネ ルギー が 消費 され て 、 消 滅する こと 。 


上 記 の 内 容 に お いて は 、 引 力 と 同時 に 、 圧 力 の 行使 も 、 同 時 に 考慮 
すべ き で ある こと 。 

上 記 の よう に 行使 され る 引力 の 強 さ か ら 、 圧 力 の 強 さ を 差し 引い 
て 、 数 値 計算 な ど を 行う べき で ある こと 。 

場合 に よっ て は 、 以 下 の 事 象 が 発生 する 可能 性 も 十分 に 存在 する こ 
oe 

2 つの 個体 A と B と の 間 で 行使 され る 兵力 の 強 さ が 、2 つ の 個体 A と B 
と の 間 で 同時 に 行使 され る 引力 の 強 さ を 上 回 る こと 。 

その こと で 、2 つ の 個体 4 と B と が 、 互 い に 反対 方 向 へ と 、 離 れ て 移 
動 し て 行く こと 。 

個体 B に お ける 、 個体 A の 引力 由来 の 運動 エネ ルギー を 行使 し た 、 個 
体 A と B の 物質 構造 の 破壊 。、 そ うし た エネ ルギー 的 活動 。 そ れ は 、 結 
局 は 、 丘 力 の 発揮 の 一 種 で ある こと 。 

そこ に お いて は 、 個体 A の 引力 が 、 個 体 B の 力 へ と 、 転 換 さ れ て い 
る こと 。 そ れ は 、 結局 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 引 力 の 、 兵 力 へ の 
転換 。 


今後 の 物理 学 に お いて 、 取 る べき 視点 。 

地球 上 や 地球 付近 の 物体 の 動き の み に 囚 われ な いこ と 。 

地球 上 や 地球 付近 の 物体 の 動き の 数 理 的 把握 と 再現 の み に 、 研 究 の 
視野 を 限定 し な いこ と 。 


地球 上 や 地球 付近 の み に 限 定 さ れ な い 、 全 物質 世界 の 全て の 物質 個 
体 に 共通 する 、 総 括 的 な スー パー クラ ス の 知見 。 
そう し た 知見 を 得る こと に 集中 する こと 。 


地球 上 や 地球 付近 の み に 、 そ の 有効 性 を 限定 され た 、 物 理 運動 法 
則 。 

それ ら は 、 全 て の 物質 個体 に 共通 する 、 総 括 的 な スー パー クラ ス の 
視点 か ら は 、 結 局 は 、 サ プク ラス の 限定 され た 視点 に 基づく も の で 
し か 無い こと 。 

そう し た サブ クラ ス の 、 限 定 さ れ た 視点 か ら の 脱却 が 、 新 た に 必要 
で ある こと 。 


その 実現 の た め に 矯正 され る べき 、 従 来 の 物理 学者 が 保有 する 社会 
的 価値 観 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


人 間 を 世界 の 中 心 へ と 位置 付け る 世界 観 。 人 間 を 世界 の 頂点 へ と 位 
曹 付け る 世界 観 。 人 間 の 存在 と 、 そ の 他 の 存在 と を 、 無 理 や り 由 別 
する 、 価値 観 。 

例 。 自然 物 と 人 工 物 と を 区 別 する 価値 観 。 西欧 諸国 や 中 東 諸 国 を 基 
盤 と し て 、 全 世界 的 に 信仰 され て いる 、 一 神 教 の 価値 観 。 ユ ダ ヤ 

教 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 そ れ ら が 生み 出す 、 天 動 説 の 視点 。 


地球 上 や 地球 付近 か ら の 視点 の み を 取る よう に 、 研 究 の 視野 を 一 方 
的 に 限定 する 価値 観 。 
例 。 地球 上 や 地球 付近 に お ける 資源 獲得 競争 に 勝利 する た め の 、 実 
利 的 視点 。 そ うし た 利益 獲得 的 な 視点 し か 持 と つう と し な い 、 投 資 家 
的 な 生物 的 価値 観 。 


人 間 が 居住 する 地球 上 や 地球 付近 と 、 そ の 他 の 宇宙 空間 と を 、 無 理 
や り 区 別 する 視点 。 そ れ は 、 人 間 世 界 と 、 そ の 他 の 自然 世界 と を 、 
無理 や り 区 別 する 視点 に 基づく こと 。 


現状 の 人 間 の 物理 学者 た ち が 、 そ うし た 世界 観 や 価値 観 し か 持て な 
いこ と 。 そ れ は 、 地 球 上 や 地球 付近 に し が 居住 出来 な い 、 現 状 の 人 
間 た ちの 能力 的 な 限界 に 基づく こと 。 


今後 の 、 全 物質 世界 に 共通 する 物理 的 一 般 法 則 の 研究 の 進展 に お い 
て 。 上 記 の よう な 、 地 球 上 や 地球 付近 へ と 限定 され た 狭い 視点 か ら 
の 、 新 た な 解放 や 自由 化 が 、 必 須 で ある こと 。 
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私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 


要約 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 証 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

子 除 の 生育 に 必要 な 、 宗 養分 と 水分 。 

卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

米 状 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 者 で ある 。 
生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 婚 問 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 
その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 する こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 


男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 誰 可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借用 。 
その 詩 認可 。 
その 権限 。 


男性 か ら の 求 靖 。 
それ に 対す る 詩 諾 。 
その 権限 。 


生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存在 する 。 
男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 くす こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 
世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 も 、 同 様 
に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 


女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 

男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 

男性 は 、 下 位 者 を 、 暴 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せる 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 す 。 
下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 暴 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 
最大 限 の 高慢 さと 弄 大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封 級 し て 、 一 切 不 可能 に する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こと 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無い 、 密 閉 室 間 に 藍 禁 する こと 。 

上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘着 的 に 、 行 われ れる こと 。 

下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 待 し 続け る こ 
で 。 

ん 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で ある 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 

上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 窓 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 
その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 
それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 

その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 綺 麗 事 の 理想 の 主張 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 否定 する こと 。 
性 聞 別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様式 の 思想 。 
それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 由 別 する 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家 茜 の 恒常 的 な 層 。 そ の 必要 性 。 

そつ うし た 見 方 。 


私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され る 。 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 で きる 。 
人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 

人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 
自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽く な き 追 求 。 

それ へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
有人 能 性 の 獲得 。 
學 得 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生じ させ る 。 
生存 に お ける 、 優位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
社会 的 優劣 関係 。 
社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 罪 を 、 回 避 不 可能 な 形 で 、 も た ら 
す 。 
それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 


そう し た 原則 や 生き に くさ か ら 人 逃れ る こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し て 、 実 現 出来 な 
し 1。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で ある 。 

人 間 の 原則 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ て い る 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 け 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完 成形 で ある こと 。 
生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 


そう し た 見 方 。 
生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 繰 り 返 す だ 
け で ある 。 


生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で ある 。 
生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 
それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 
そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て いる こと 。 
そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 斑 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて 、 そ の まま 
保 た れる こと 。 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 する 。 

以前 の 斑 境 に お いて 適応 的 だ っ た 形 外 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し て 、 以 下 の よ う 
な 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 

生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 する 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 

より 望ま し い 状態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


//// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 

それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう に 、 一 方 的 に 
決定 し た 。 

それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 

キリ スト 教 。 


進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思想 。 
それ ら の 内 容 を 、 根 本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する こと 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関所 の 度合 い 。 
その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 会 的 内 実 。 
それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に よっ て 、 完 全 に 
満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 露 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


//// 

私 の 書 天 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自身 の た め に 生成 し た 、 社 会 理論 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する こと 。 
その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優位 に 立っ て いる 、 男 性 優位 社 


会 
アニマ 


それ ら の 弱体 化 。 
女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 
私 が 、 そ れ を 、 手 伝 うこ と 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か な か が 持つ こと 
が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 底 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り も 、 優 先 す る 
こさ 。 

彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 排他 性 や 閉鎖 性 。 


彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 い 抵 質感 を 
持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 暴 性 。 
未知 の 危険 な 償 域 を 探査 する こと を 嫌っ つこ と 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する こと 。 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 つこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 


その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


婦 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 
方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 


生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生物 に と っ て の 生存 可能 性 。 生 物 に 
と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で ある 。 そ れ は 、 生 
物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 
に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 最 上 位 の 
社会 的 地位 の 獲得 。 軸 権 の 獲得 。 獲得 し た 皮 得 権益 の 維持 。 
社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 有 能 性 の 
獲得 に よる 、 社会 的 上 昇 。 社会 的 革命 の 生成 に よる 、 社会 的 上 位 者 
の 上 學 得 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 

その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 を 知る こ 
と 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 冷酷 で 上 厳しく 辛 天 な 内 容 で ある 。 そ の 
受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ れ ら を 、 効 率 良 く 生み 出す 方 法 。 そ 
の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 当たっ て の 基 
所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 動向 を 常に 佑 
農 し 観察 し 把握 する こと 。 そ れ ら の 行為 は 、 以 下 の 内容 の 源泉 に な 


る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 説得 力 の あ 
る アイ デア 。 

ある アイ デア に よっ て 、 上 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 見 通し が 立っ 
た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん どん 書き 出し て 、 体 化 する 
こと 。 真実 に 近 そ つう な 、 説 明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん ど 
ん 生み 出す こと 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難解 な 説明 を 避け る こと 。 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 完全 な 検証 
は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 を 、 最 優先 す 
る こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行為 と 同様 で ある 。 簡潔 で 分 か り 
や すく 使い や すい コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 
私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 


私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
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それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 記 の 内 容 で あ 
る 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概念 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 
根幹 性 。 / 枝葉 性 。 

一 般 性 。 / 個別 性 。 
基本 性 。 / 応用 性 。 
抽象 性 。 / 具体 性 。 
純粋 性 。 / 混合 性 。 
集約 性 。 / 粗 放 性 。 

一 貫 性 。 / 変動 性 。 
普遍 性 。 / 局所 性 。 

綱 維 性 。 / 例外 性 。 
定式 性 。 / 壮 定 式 性 。 
簡潔 性 。 / 複雑 性 。 
論理 性 。 / 非 論理 性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 非 客 観 性 。 
新規 性 。 / 皮 知 性 。 
破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 甘 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 を 、 最 初 か ら 、 
最上 級 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 


要約 性 。 
根幹 性 。 
一 般 性 。 
基本 性 。 
抽象 性 。 
純粋 性 。 
集約 性 。 
一 貫 性 。 
普遍 性 。 
綱 維 性 。 
定式 性 。 
簡潔 性 。 
論理 性 。 
実証 可能 性 。 
客観 性 。 
新規 性 。 
破壊 性 。 
効率 性 。 
結論 性 。 
短縮 性 。 


その 実現 を 最 優先 し て 、 文章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こと 。 

その 内 容 を 、 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 表 ぐに 、 本 文 に に 、 マ ー ジ し て い 
く こ と 。 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ と 。 

ロー カル な 、 抽 象 度 の 低い 意味 の 語句 を 、 使 わな いこ と 。 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作成 の 方 法 へ 
と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オプ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 
クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 


アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 

頻繁 に 、 以 下 の 行動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プロ ー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 用 し て い 
る 


従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 に お いて 、 
間 効 率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


統合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 悪 な 者 か ら の 視点 。 

社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 隔 離さ れ た 
者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 容 加 し た 患者 か ら の 視点 。 
社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か !) し た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こと を 、 社 会 的 
に 拒絶 され た 者 か ら の 視点 。 

秩 加 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ の こと を 、 運 
命 付け られ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 得 られ な いこ 
と 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な いこ と 。 そ の こ 
と が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 虚 待 や 搾取 を 
受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
そう し た 者 に よる 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の ひよ つう な 人 々 に よっ て 、 大 きく 妨 
害さ れ た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 性 優位 社会 の 
人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 的 に 、 妨 害 
し 、 禁 止 し て いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 
的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 し 、 差 別 し よ 
うと する 。 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 死 で 、 主 張 
し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き は 、 決 し て 
認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 の 内 部 の 真 
実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 


的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 妨 害 し た 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か ら 、 狂 わせ 、 破 
壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 即 っ て いる 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 丁 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 理 解 さ せ た 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た い 。 


男女 の 性 差 に お ける 、 真 実 。 
人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 真 実 。 
メ / 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ た 。 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隔 離し た 。 
私 は 、 人 間 社 会 の 佑 踊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た すら 、 観 察し 
続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 佑 陣 す る 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 
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その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 


彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 する こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こと 。 
の の 4 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 


// 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 作成 し て い 
る 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 内 容 を 、 


日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 
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O6mecrBo IDro6peTeHHbrx OCe ル LBTX TDYHL. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 的 定住 集 
団 の 社会 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 恨 性 社会 ( 中文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) rrreprrrorrroe oO6mmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 ( 日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 各 社 会 学 ( 中文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Hepocorrroorr 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 ( 日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Erom transportation-centric society to 
communication-centric society. The Progress of Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 丸 以 交通 力 中 心 的 社会 向 以 通信 妨 中 心 
的 社会 。 特 型 的 送 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6mecrBa, ODreHTMDOBaHHOTO Ha 
TDaHCIIODT, K OOITeCTBY, ODMCHTMDOBaHHOMY Ha KOMMYHLIKaTILIM. 
IIDOTDeCC IIGDeXOIHOTO IIeDMO. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社会 へ 。 移 
行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual -The 
Elemental Reduction Approach. 

twao Otsuka (Nov 9, 2020) 人 人 社会 学 - 元 素 到 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrrororrtg TEfdHOCTMI - づ TeMeHTHpIL 
TIOIXOI K COKDaITIHMIO. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 要素 還元 アプ 
ロー チ - 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax To Counter 
Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 填 対 黒 人 的 岐 視 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBenerrre 6eroro HaJrOra 馬 
IDOTIIBOIGMLCTBMI 呈 有 UCKDIIMLIHaLILMI HEDHbIX 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 販 人 税 導入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, perception. 
Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. Loose and tight. 
Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 互 感 党 、 知 党 。 明 選 暗 。 温 暖 与 寒 
府 。 硬 科 。 松 与 革 。 紫 著 与 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JrrrocTE OrmmyImeHr, BOCTDrIHTI1G. 
CBeT7Oe TeMHOe. TerrTO I XOJIOIHO. TBeD ル IEt I MATKIL. 
CBo6oHbIM MI TYTO 黄 . HarDzDKeHHPIMI II DACCTa0eHHbBIM. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 冷 。 硬 
軟 。 緩 さと きつ さ 。 緊張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal 
and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 避 父性 。 母 和 父 。 父母 司 板 
2 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprrrHcrBo OTTOBCTBO. 
IMaTeDMHCKaI MI OTIOBCKaI BIACTb. POIMTeJLM 以 BIACTbB. 


Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. 
They cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for 
them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 列 差 昇 和 性 列 岐 視 。 宅 人 元 法 消除 。 
対 尼 人 行 社会 角 解 和 社 依 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIoroBre Da3JrrTdrTI II 有 UMCKDIMIFHaII 呈 
TO TOOBOMY TDI3HaKY. OH He MOTYT ObITb yCTDaHeHbr. 
CorrrtaJbHOe CMHTHeHe KOMIIeGHCaIILI 38 HMIX. 

twao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 、 そ れ ら は 無く せ 
な い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group 
societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群 体 社会 的 机 制 。 女性 主 号 地 
位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexarrrsMbr o6rmecrB TDIO0DeTeHHbIX 
OCe ル JTbIX TDYIHT. 用 OMLIHYDOBaHTe CHITLMH. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニズム 。 女 
性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 的 所 有 槍 和 疾 所 有 。 基 利 幣 。 
Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BraerIrre II He BaIeHrIe DeCYDCaM. 
MX TTDerIMyITeCTBa He ル OCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 疾 所 有 。 そ の 利点 と 欠 


ババ oO 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of 
economic disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 時 富 避 供 央 。 邊 済 差 距 的 出現 。 原因 和解 
靖 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Barorroydrre 6enFlocTb. IIOgBeHr1e 
3KOHOMI1HCCKOTO HeCDaBCHCTBa. IIDrdrHbr II DeITCHM1 久 . 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発生 。 その 原 
と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. 
The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真正 的 不良 分 子 。 両者 之 
周 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Corrrrarprrbre DecTyTHrKr. HacTogInr 履 
TPDeCTYIIHMK. Pa3HMTIa Me2KIY HLMM. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両者 の 違 
し 1。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 済 臣 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak Hacaxk 有 UaTbC 如 MTDOBbIMT1 
MY3pbIKaJTbHbIMr1 KJIKIIIAMIT. 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling ]ife. The 
SOurce oOf them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生 活 的 生活 。 充 医 的 生活 。 他 休 的 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 srE, ocTOMHa ※M3HL. 
IlorriOrleHHa 刀 3Hb. MCTOdHrtK MX. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ れ ら の 
源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セ 
ス に つい て 。 


ご 訪問 あり が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻 敬 に 改訂 し て いま す 。 

その た め ヽ 読者 の 皆様 に は 、 随時 サイ ト を 訪れ て いた だ き 、 新刊 や 
改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ く こ と を お 勧め し て いま 
す 。 


自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 


DeepL GmbH 


私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 
私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 ネ 和 

私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 社 会 学 
の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 心 理学 
の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し て 、 コ ン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し た 。 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活 動 に 専念 中 で ある 。 


